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本書は現行の市街地建築物法を始め最近改正嚢施された

“ 市街地建築物法施行令" ・“ 同法施行規制" c ! l “ 同法施行細則"

( 大阪府、兵庫鯨 、 京 都 府 、 警 視 聴 【 東 京 問 、 神 奈 川 鯨 、 数 日 除 福 岡 廓 〉 等 々 そ の 他

“ 同法関係法令" 並に“ 防空建築規則" をも全部網羅編纂し

たるものである。本書はその性質上校関に最も力を費し関係

官藤諸技師の援助を受けて出来得る限りの正確を期 L t こo

建築家、建築業者、建築皐生其他局しくも建築に関係ある者

の必要欠くべからさ・る定本さして敢て本書を薦む。
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皇軍の 武 威支署巨大陸 に あまねくして 、 ｊ Ｑ ＱＱ 納直建立のｾＺ業は ｩ ｲＮ ｬ￺ｬ 十ｼより北支へ 、

北支よ り中文へと 次第にその地t i ' ーを凶め) ，主礎を Li Ci 工しつつある口

やがて幾 十 高、幾百寓の人々が建立の主任主に会wすべく大陸へi皮らねばなる

まし、 。 現 どに に 於ても既に大陸に， ι すもの月に一高五千 人 ｾｽ出え 、 ｩ｜ 自 Ｚ ｔ ｲＱ［ ＧｕＺ はそ

の輸送に困現Il を極めてゐるとし 、ょ、。

こ れ笥ーの人々に完全なる主 ｌｾ ￮ＺＺ ｾ＠ !J iJ へること 、 乙れがHt 築家の任務であり、) . : _

陸建設事業の弟一歩でなりればならなし、。

英闘が植民地全経営する に詰・って最初に建設しに f、のは先づ大切，ｾ［ＺＱ なジード

; l - ンクであれその完成があらゆる位設事業のスタ{ 卜であっ? こ主 いふ。

ｩ 繭 ｩ ｩＫ ｉ ｾｾ Ｑ 建凶 ｼ 以米紙に七 ＮＧ Ｑ ょにして 、 ［Ｑ 主 ［ｾｉｩ する人々 ｊ 、仁Ｚｲ ｾｊ しく ｷ む矧 ｬ よ ｊＱ Ｑ しむ ｇ

満洲の場合、全ての建設が出.J: にして並行に1 I ! まれねばならなかっ 7こ特Y来事

情は吾人も3 J ; これを認むるものでゐるが、 それにしてい今に五つでもがJ 叫し

い性宅総が満洲の建設事業進捗の jてに JA ＨｻＧしてゐる必 ［［ ｾ ｊＮ 響伝広へる時、」 ヒ ム Ｚ、

中 支 に は先つ ｲ 多数の建築技術者をうとＡｾ極左し 、 何よりも完全な Ｑ ＱＺ 宅の挫試を約 一 ﾭ

k せよと 叫ばす・には居られな い。

大 陸への人材係刷僚件から「単身赴任」といふ合言葉が除かれ?こ時 こそ買ーの

大陸建設が始まる時である。位宅郊の以・を以て単身赴任の中 )J史では、 (111.起に長

朗 建設が望 まれやう。 M: てMM係方耐の一司ぎを促 す。
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銭鏑節約を繰る 数 種の建築材料三その使用上の注意

(  1  )  緒言一時局の認識と建築家の覚悟

.，二五乙

tお 野 新

事鑓も E芝生以来立正・に i鵡21ヶ月を経過し fこ。事註前戦時経向通の聞には我が国首!j に於ては

卓要' 伐材につレては少〈兆20ヶ月間の)JI!工及消費に相首する制 .J ) 貯総合・必要と す るこ とが

叫ばれてゐ? このであるが、今議千? に於ける陣 i刊の答揺に於ても今迄{ 立本ら貯裁物資企 JI Jひ

て米＿こことが ｈＩｪ にされ 、 ｬｂ Ｚｾ 資 ｬ 寸の需給についてはＮ一段と ｩ 日々 の 新なる認識が要求される

に至 つ ｦ こ ｄ よ方生産力術ヲ ピ の方商を視る に米 Ｑｾ 建設 途 上に あるものが大部分であってま に

まに生産の増加はをろか生建設備に間定すべき資材の大量が要求せられてゐるの有肢であ

るo ＱＱＱｭ って帝岡 ｊｩｾ ｊｉ 到ＮＺＡＩＩ￬Ａ ｩ ［ｦ渉を蹴るに持政 ｬｦｾＢ は今向我が占領地域Ｚ二倍する ｩ 削 ｷ を＿イｻする白 Ｑ ＱＧ朽

凶 ｊ ヒの謹陸 ｊＩ 地に桜って第 三閣の文媛を頼み飽く まで ＧＮｎＺ 日ｾ叫んでｼ涼め らば火 地を快復せ

んと凡ゆる秘策ｾ巡らし議勤して厄り 、北 方に於ては兇出強大なる蘇聯が荒々封日戦備を

ヨピl;f し虎硯耽々 として守i ' i 降IJ) llt 力低下の機をねらってゐるのであり 、又凶南に於ては* Ml

が益々露骨' なる援将来到をなしつ〉ゐ b機合あらば米をか? こらって我に獄λ なる間 ) J を以

て盟主辿 Ｇ ｈ 歩 ｾＩｊ ｉｩへ以て武 村 Ｑ に不案内なる同氏 ｊＩ 大多数に無 ｉ ｉｊ の恐怖 心ｾ抱 かしめ延 いて以

て必勝の信念に動揺全米さしめ遂に輿論のｬＱ ｴ ｩＮＺ￬ｩを米して長戦の ｛ ＮＮ ｪ 的ｾ ＾ＮＡＮｾとひ小 ｩ 故以なる受

14.h的解決をなさしめて戦後の政芥に乗じ捲ゴ: ｊｦ ､＼ＺＺ ι ーに ｦｦｅ する ｾＧｊ Ｎ泌を ｾｬｾ らんとしてゐるので

ある。更に限ｾ皇軍の占領地 ｴＪ に料 ｦ すＧればその岡総Ｈま ｩ 砂 ￆ 我が術陣ｼ全 ご との二偵を担え而も

此匂; J ) 地域内には風fft 子1 m忠: 包含具にする 1 ｴ ＰＺ幾千高のＵ＼Ｚ那 ＱＨ ｟ｦￍＧ Ｎとカリ ＱＵｦｩｩ し 、 その ｲ ｬｾ には， ｫ

年抗日教育をＧＲけ ｦ こ青年 皐主Ａミも ＱＱＱ 岱 ｬ こみしＱｉＮｾ王軍の駐屯 地 ｬ 主 要 地に朕 られてゐるから占

領地域門に は今 fb]数十寓に上る IJii 剛、遊撃部段、共産草、共産IA . 匂: が横行して我が箸備隊

に主 ｊ し ｍ 似Ａなる控 ｗ｣ 念事 ｾ， Ｑ Ｑ つ〉ゐるのでゐる。止 ｴ ｊＩ主ｦｉ ｾ＠ 'M! i;!J;¥ f・lこ4比lこii.立at する刊9民営して

一 指＿ごも網れしめ すも我が占領地域ｾＨ，佐保して以てＩｊＮＡ・ｾｌｴに合 ｲ Ｎｩｬｬ的新秩序金建立せんが伐には

艇腕 Ｒ 千数回虫に及ぶ大陸凶ｼ訪ね ｩｬ を陥 ￭ｾｾ せんが局の強力なるｼ陣 ｬ｛ ｩ 力を培養之を不断に維持ー

するとおに、大陸との交ｩＡＮ自 力安全を ｾＨ［Ｇｻｩ ・ ｻ米し兵 力Ｚ努 力倒 ｬ 勺の ｴＺｴｩＱ ｊ 主 の 開設利ＱＧｩＧ ｪｾ 白 ＱＱＱ ならしめ

」 ニ ｌＺｾ日何程長期に ｦｌ るも所 要の資材の輸入を保持せんが ｮ の尚憾の蛮民を矧せ んが ＱＰ に ｬ むと

j英文 '}}j¥大陸の 3 ｩ 告 ｩ こ も及ぶ西太子洋の ｪｬｩ ｉ ｊ￬ Ｆ�ｪ ｬ ｩｬ ｪ Ｕｾ 椛ｾ掌握し続りる ｬ こ足る大海軍力を主ｾぷ保

有しゆかねばならないのである。而 ｩ も此ＩＩ如きｻ［ｴ ｬｬｦ ｴＺ大陸に於げる長岡文化建設の ｩｾＥｪＯｮＱ 工作

にiAぎ少して聖戦の 1] 的辻ー成の協 には児に之に:; r ; _ 行して政治、来e筒. 産業、まえ育、製型ノ可;

ＱＱ 者向立の文 化 建設が Ｑｩｊｩ ｊ 也に於てＮｾＺｩＮＡＺ￟に進められねばならないのである。斯〈考へＩｪ＼ＺＺる時五々

は市分内主要建築1;.H判:!i ( こ鍛制 lこ附しては間内普j必j 己TkI に到して t H史JH;J，lj院が強化されこ

I V  2  



そすれ護軍日されるとは議恕し得ないのである。否古々は此の如き時にこそ縦t&l こ技術的才

能を獲却し 、 情勢の多少の斐化如何に ｊＺＧｪ ら十自ら ￼ 主んで政 ｪ￬￭￭ｾ の Ｑ ＡＮｅ ｈｊ ぞ能五、以りＺｦｊ ｉｊ 制しも日つ

て以て生じ＿こる飴痢 ｉ ｊｾ 必 要方閣の需要 ｬ こ首 て ｗ￭Ｇ くて互に ｈＧ｜ 戒め断じて彼尤Ｉ副え ー なき幼児が

i切さ分げもなく慈母に菓子をねむるが如き馬鹿祇? こる行需を隠 fこる主s築家 1) ［前十るの ｉＧｪｾ 態

ｩＢｾ皐し徒らにお政Ｚ留を苦しむるの ｊ Ｇ￦ＡをなささＧら人ことを矧さねばならなし、。さうして処築

物不燃焼化の千 ￬ ｬ￦ 一過とも詞ふべき此 の機を巡 する事なく ｾｾＧｑｾｍＨ 立無 〈共立 浪 ｬ こ ￯ｉｕｊ ＧｴＧｾｬｉ ｬｩｊ 火的

なる建築物を 挑滞無 〈ド シ ド シとＱＱＡりゆくべ〈建築家線、副主 ｩ にて新材料の見川と Ｑｾ ｪｬｩ ｾ ［＠ ｾｩｬｩ の ｦ＿

理 化 とを岡らねばならない。而も此 の 新付 Ｇｾｱ の探 ｊＡ｝ と村 ｩｩｬｬＭη 合刻化とＨ［［Ｚ｟寸 ＧｂＺＭＩ￺［ ｪｯ［急が大戦詰・

時 新 物資 J ) 創裂に純科率的なる研究方訟を 以 て't! ｾらｩＧ ＮｪＱｾｾｈ i こへす必: 八でゐ止矯くべき )'X Ａ ｉｾ＠

を? 犠げ7ニブH員〈も巌粛なる態度 ::e以て需さ れねばならな い話ーを:" ［｛Ｑ，、は強制し熱 ， ｖ えど以て ｩｬｬｪｾ

の亡しに恕へ度い のである D

｛明 Ｈま くは焦眉 の急 ［ を救はんとするに急［にして ｬ 切に不完全なるを認められ居る材ｾＺ‘附 ｩ 誌を

何 等の吟味をも改良をも 施 さす' して之を保111 し、過ム・に於て度ノJ 繰り返し?こるV，:j lχ ::e :fl j:び

繰り返し 、以 て閥次ブミ民災の州事悲惨事 Ｕｔ 内 ￭ ＭＰ・ Ｎｴｾ 起して而も ｩｾｦ 併寸るに人 Ｉｊ の 如何 ｴ もす

べからさ「るを以てする の無 恥に して ;jii ll を; 恐れ 5 るの輩を' して蛇行せし め さーらんことむ ! 九

々は陛下の順良なる官吏の一員として園民の生命財産保護と皇室2文化の確保 との憶に大地

hi1i 1日月 lこ斯〈新って己まないものである。

鎖調節約を縫る芸 ｾＺ謹の建築材料とその使用上の注意、
、，，

，

H

u

 

r
t
-

、

制 刷 節約 {e続り' [工lliNこIllj lli'j となり米 1] 1こる: i l i 草花材料ーのよ主嬰なるものとしてはコンク リー

チャンネルスタツド "Y が慰 lずられる。 以 下リプラ ス、ガラスブロック 、銅 線、ト、 Ni 五、

此 ｾＡｦＮｊＩ 材料について 、 共の使用 卜ー 注Ｚ芭オーべさＷｦｩｾ ｴｩＩｾ＠ ｾ＠ }Iι ひ小j くま' > :こ述べ て見ょうと 忠 三、。

(  a  ) コンクリート

(  1  Ｉコンクリ ー トは ι､ｊｬ ￍ￮ ｴ しイ寸料で延性が少〈リ Ｑ Ｑ ｝ ＮＱＮ三 ｶＧ Ｉｍｾ Ｉｊｬ ＮＡｩＺ こ主 ｊ して Ｇ Ｑｾｌ 、ので Ｎ ｵｩ ｊｩＩＧ .  

引帳、引 断;及集中撃 力主宰 に到する 5m、rjl:lJ ｾ少し従って第倒的 Ｈ如実力行 Ｇｦ ｦ ど何干 の 前 ｦ［ｉｴ をも ｩｬ

ふ Ｇｊ￮ なく炎然に起る。此 ＨｽＩ後 伐の性質はコンクリートの ｦｩｬｬ 裂が ｊ 込灯で打込みも ｉｾ ｾ、 ｔｾｩ ＭＭ Ｎ ｲ￸

期苓になる。そ ｩ､ｪ｣ｊ 止 ｩ￬ ＭｊＭに ｼ［Ａごしては主として間部 ｩ ｩ に 、 ｾＨｪ Ｇｬ 与としては引断に抵抗せしめ 、 ｈｩｊ

げ 、引 張Ｉえ集 ｉ ド撃 Ｉ ｊｾ ば作 川せし めない慌に 工夫する 。そして ｉＡ ｉｉ げ 、 摂り守Ｚのモ ｻ メン ト

(11Ytl ノ¥ば i主1': ii j ; j心材l方' ，" j ＺＺｊ ｊ に凶る二次的なものまで 桜 ＩｊｊＡＡｦ ｩ ｪＡｩｲｾ しな いお［にして ［［ＮｮＺ ｩ しなり ｬｌ

そして ftil げや 引 ｾｬｾ のＤＮ容 ｍ［ ブ ｊｉ 支は普 ｪｩ ｦｊ万場合は ｌｵ 強 ＱＱ 強 Ｏｊｴ ｊＩ 弘 ｴ ぺ 、 ￆｾ 必なもばならない。

のでは ｾ ，ｉ Ａ 0  c  し 、 引鴎 ｲｊＩｗ ｉＧｾＺ ト ｐｬ ｴ ブ ｊￏ ｪ｟ＧＨ主 ｾＺ Ｚ ｯ ， ｾ寸ろのがＧ￯ＱＢ Ｎ いと行へぷ ＨＩ ￭［Ｇ ， ｊ 純粋のち ＱＱｊｕｊｕ ，市ｾＡｉ｜ ｜ ｴ

にＮｦ Ｔｊｾ［ せ し めな い践に しなければなららＭぃ。

3  I V  

1  ) 許 制 11拙台HJ 本 ポ レ ト弓 ン ドヒ メ ン卜 1，; ) た併 災行 r ＡＡ￬ｾ Ｉｪ Ｑ コンクリ ート 誌 ｦｩｦ ｈ ｬＡｩ ＵＧｚｩｩＧＱ 枚 百 ｉ Ｇ［ｪ 証工

指針」を参照せられ-;: l 、。



Ｈ Ｒ Ｉ 振動に封して減衰効果が乏しし、から ＱＱ Ａｦ［筋を以てラ 戸 メンｾ追っ＿こり 、 Sl ender な

持出梁 ｄ 如きを造ることは挫けなげればならない。恒 ｬ こ ｍ｡ｳｳｩ ｶ ･ な控睦やア ーチｾ利 ｭ す

るおd こ寸る。

(  3 )  ) 示を 水' [ ' . トラス Jt の他にて充分制強に して水平 力 lま之に平行な監謹に負措: せしめ

る; J J tにす る。

(  4)  ｾＱＱ 口 ｪ 市の術部分及隅角部 ｬ 立鋼お， ｪｾ 等にて和ｉｬ強する。

(  5 )  1賞五に |羽 測を感じない程度乃;1吹か さ と 容 易 に 分 却 を 起 き な い 程 度 乃 粘 さと を有し

而j も強度-ヵザミで牧怖が少い様にす ることが必要である。それが矯には次の桜にする。

(  i  Ｉスランプ ｬ￯ｾＱ Ｙ ｣ｭ 程度の地 二 ｉ コ ｬ 攻度全千 ｉ し 、 ｬｋ セメント比のノ ｪ 、 ￭ ｪＮ るコンクリ ート

をｻ史川する。勿論ｾにづっと町ｼ繰りのコンク リ ー 卜 をヴイグレ ー タ ー でＺｲｮえ ー する如き方法

が と れ れ ば ーj音壁ましい乙とである。

(  ii ) 砂 利 ( j j ，t-)，_:¥ud! 25mmfNJ 1tの1' )'0主宜しき l長iい 川{ 沙問佐川ひる。

(  ｩｩｩ Ｉ 砂はスランプｩＢｩＡ当Ａ主にする卜 ｬ ｦＮ ｉ ｉ， ｊ に似Ｚ川する如き主 Ｔ 山 ｴ こて川ひ、 ｊ ＺＩ ，て月 Ｉ Ｑ 袋 ノ ｋ 主ｾ Ｎ J.z ぴ

ピメント ｪ 日 Ｚｾｩ 成じると共に その況は此のＡ 1的 に 必要 泊 位 の:加にどどめる o X  4迦防i要 強 度

180kg/cm:.! ＮｌＧｊＮ 、ト ー のコンク リー トに於ては ｬｻ 強セメン ト Ｈん悦 ＧＮｬｊｴＮ セメン トともヱ ｾｬ 、 Ｉを 川ひてセ

メント詑をつ成じる桜にするのが佐々の勤ｾから矧て策の得＿こるものであらう ｯ {II. し所要 強 度

の/ 川主) ，_: なら F るもの tこ伏ふとセメント甘村上じはノj 、にするを得ても泊皮の施正ii ¥. t 皮を得る

ｴｾ［ にノ ｫ セメント比を大にするを要し Ｎ その Ｑ 号沈降 Ｆｗ＼ 総 ｩ 量Ｚを増にすると ｟ ＩＱ［ Ｈ二日ＺｾｬＡ主上千 ｊ らと Ｚ な

しイゲンスを多く生じおlって _C 合がJ包し、から tl : L の場合 (i 千会j邑セメント 0 11 ] ひるガヵ; よい，コ

たli)，(i (i ｦ で Ｑ Ｑ｝ひる普通 の砂 ｾ￝ 刊では 第 Ｑ 表 の ｾｉ ｊ さ ｾｭｊ (' iがjet:; であらう。

I V  4  

ａＧｾ＠ 1  X  ＱＡＡｾ 筋コンクリ ー ト也 ｉｉｊ コンク ＱＩ _ ト訓合点 〔大阪府 l' )  

I liJ j'要 ス ヲ 1 ＮＮＮ｟｟ｾＮＮＢｈ＠ i  ｟ＧｏＧｾＧｾ｟ＮＧＢ ｾ ＢＧＧＧ＠ 1 水 セ メ ン ト 比 | 骨 材 の 粒 大

1  " .' - : _.  1  地主制問 | 現 場 容 積 調 合 比 | 件 。〆 . <-U I  

警 1ｫ ｧＯ｣ｭｾ＠ 1:.-- 7' cm I  ＮｾｾＭ ｾ ＢＮＮＮ＠ I  Ｏｕ ｾ ，＠ ｾ＠ ｾＮＮＮ，＠ -，- I  :i o  I 砂 1 砂 利

迎 I I  1  4I J - I ! 月 1  :  2. 9  :  3. 7 70 8番以十 l 吋 以 ド

ポ I 135 I  17- 19  1  

1o i  A  lt ; - :121 「了 |一二 一

ド | - I 4 月~l J J 1 17 7 3.l I 6 3 4  

七 1 165 多 |

I  I 12月- 3  jJ 1 :  2. 4 :  2. 8 !  58 ! " .j  

4  1 4月-:- 1  1日い 2. 5  :  2. 9  1  60 1  

i  μＳｒ Ｍ ｉｾ Ｑ＠ Ｚ Ｍ ＲＮ刀工 ｾ ｩＭ Ｍ Ｕ Ｍ Ｕ -i - ア 1- "-
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Ｎ Ｑ 首 持 ｾ ｬ ｾ Ｎｬ こ立を ＧＱＧＩＡ ［ ひ件、 ｬ こ 刊 の Ｗ J ] 問1すの完了t t fぐ6 ) }:: { 筋 コンク 1) - j.j 1lのt gfTよ h t1 

引に充分にし、水冷 1Ｚしに ｾｉ Ｚ ｾＺｮ ｾ な ￇｩ Ｚ ｩＺ ｊＧ 佐ヵＺ ，ｕ［らな し、料、 ｬ Ｚ し 、 ｦｊ ｨｾｊｴ 二 ｉＮ ｾ ｩ るリ ＺＡｩ ｴＯ it 0:: il}i/ い'，J ｉ ［Ｈ ｌＧ￞ ＩＮｾ＠

に因る牧布 ｩｩ 組裂の発生 ｾｰＱ ｪｊ ｬ Ｚ する。明 十 ｩ ｅ の干 ￯ 位 Ｑ 切ｊＺ Ｎ ｜ｬｬ 立会季 ｮＧ､ ｾ 事 Ｒ 表 の将位以 上 と し Ｑ ］ t 、つ

Ii ¥l ( 大阪府F )刃!世
D  

"，j  
のＱｾＧＺ＠lV! 郊 2 火

也竺|ヤ 側jJF 斗L L l ゴここl'竺

普 遜 ポ ル トラ ン ドセメ ン ト I 5  FI  I  10 口 I  14 FI !  28 日 I  28 日

早ｾＱｩＧ｜セメント I  4  JJ I  7 日 !  7 日 I  14  II :  

( 高級 セ メ ン ト と L 云ふ 〉 !  _I  _' _u  L__" 1  ，.，，， i  

の干J!i主EンFヒ メ

1411 

( 7 ) 打込 tこ際し材料の分離が浩らぬ践に注意し孔つ突き問めを良 〈してjj十lをむ!よ らない

棋にする D 突き方の要量としてはコンク リート カ; }f
1
'! 作所に特許する校型枠の l ド心部よ 1) も

叉 断而の大きし、部分よりも小さい部分念 、 注仁 Ｑ Ｇ の部分よりも打も ｾｦ￬ め縁( ヘ リ〉の方弘

f

u
n
s
u
--

f

 

の部分を 、下 宇部よりも ｟ ｉ ＭＮ ｾ 土 台 ｛ ｜の方公よ 〈 突く松にしなければならない。向コンク リー ｬ

をＺ， ｊｦｩｾ 枠の間々定充分行Ｇｚｉｉ￯Ｎら・ける

に( 1) 長毛利; の始まら ない先に周 1) 界'"

いと思はれる型枠の嬰所喜子『陀¥np 

いt まはるのが不{効 C ぬる。

Ｑ ＱＧＱ の わ込能力を巧 ｊＮｾＺ し(  8  )  

ｲＮｪＭＧｩ， ｾｬ￮ｩ ｉＡ］ ＱｾＧ＠ r:' :j ｾ場合を除き成るべく

ー- -[1得j泊1) (ま l利便迄椴手無しにー慌
-; k_ 

ｾｾ Ｎ ］Ｎ､＠
に打も トー( 千件ろ桜 に施工11む闘を5. i : '

日つ Ｈｬｾ じ得べき ＿低 下νJ て}j!l/ ｾ＠ 1-. し、

む〉 般を ｉＢ ， Ｇ ｾ七ろ＿ごけ ｲ か くす るつ

J t If 'J 

- -..，.....一一-
1 も%. 任す

抗 1 a 肉

(  9  ) 前! ゴf慌丁ーは :. j ;，_ の如 きT1iC号R

I_ 

にて Ｗ 象 ｦｬｬ 、 ｦ￱ Ｑｲｊ 主に［ｩ ｾＺＱ 如

(  1  )  

fiEブ] を. ｊＡ［ ｉ ｛￭し ￭ｾ ＧＡｩ 1)  J l l f)11¥ 

とならぎる Ｑ む 問にて ｊｉｾ

六月 ｴ を ァ 打つ司王とし、ドＺｻＭ ｾ

r %，l L:1:: ｲｾＺｪ さ場介 セ ｬ ￭ｾ でき

ｦￎＢＺ、かを Ｇ［ｈｾｾｾＺ して世 力 、

|円 の打込

ｦｬｬｦＱ ｪＺる Ｚ￬ｾｾ ｩＡ Ｎｴ こで ｾｲｬ￭ｬｬｦｬ こ

ればならないっ

5  l iI 

1  b  I剣2t 

成るべく _ .Jl併辿 1) はHミ

ｭｾ 迄椴 ご ｦＭｬ ｮ Ｎｾ しに一緒ーに



t  ) t .  [' H1つぷ f1.! こがj .-，: qむPYl0 '，i: めぷ n

0 1> 桜子( ;t).I :: 乙ベ< Ｏ Ｑ｜ Ｇ Ｑ 引 Ｚ［Ｚｲ を ｾｩｾ りて説 ［ｴ

ｾｾ子となし ｊｬ 到底 ｉｪＧ ブ ｊ の ｩｩ 正 小 の ｽｗｴ こ従って ＿ＺＺι

j友版、P，t J tt 二l ド?と三日正之 l二j! i い部分に設りる

践にし ｦ ｬＮｬ ｭ新 ｈＡｬｾＨ 7J に直角に従って材i!;nl に芭frJ

;こ設ける叫，nこし、fな縦にも 7I ¥: 千にも施工 I-_:;tt:

しい不便力行県L 、映 1) 依 I) .R <一匹iz: に泊らな

い様lこ、而 も均等な沈下をなさしめる 7完了す吊

Ｈ筑 ｬ｡ ， ｨ ｬｩ［ｾＡ 会的再 ｩ｛［ 置を ｲｩＧｴ ムない校に ｾ［［ＺｶＮｴ る。

(  !I D 椴千! 立加 Za，b I芯lの如 332計ーとする。

ｊ Ｚｲ ｩｬｬＪｊｪ ｾ＠ ! よ降伏奥山 5000 kg/c m
2

以 .1-- .1111ネ 10 '16 ) ')，ート

=lf r守守6

←汁く工手さ度守

そのどツチ ｩ ｫＮ ｬ ミＨＮ［ｴｾ大の ｉ 宅 ｉｊｬｪ とのちの合 IIJ ひ、

第 2 a  I司

すればよし、であらう。

18cm! ) .  1・

27cm以 1-

全長 ＴｾＧ｣ｭ ( 片側底1込 長 13Ci l1 ｾ＠
-:. 50 多 〈 多 20 多〉

ｦｂ｜ｖｇ 号 Ｘ の ｪ 包ｾＭ￭￮Ｂ

ｬ ｂｗｇｾ＠ Ｖ のｾＺＮｻｴＧＭ

ＺＺ Ｑｾ［ＢｲＧ ，ｾｽに｛主鋼紘直慌の Ｑ Olt¥- のk を' 也fうに. J li- l) lii l  (:'1こ

，・・ソナ ! BW Ui : l のち耳・合

ｬ ｂｗｇｾ Ｖ の第介

長

ろ フ ッ ク ケ r; 付す。

CIV) 長 い建築物j や建築部偵の大なる建築物で

は建築物ゑ躍に当分して成るべく針間に均勾: にj Q: j ' ，;

政の Schr i nkage K ey ｾ折 Ｑ 入し 、 ｊｬ ｴＧ カ［によって ｉ 高介

クリ ート :) 1 1，し、j自主: ;

クリ ー ト打もして全部

ｾ完成せしめるお ｩ に す

リー トが ｾｪ ｬＧ ｩｆｩ ｾｴ 京市し ｦ こ

Key の部分をつIi

い ＱＱ 自に＿と ｾ ｬ ￰Ｚ Ｎｰ ￭ ｲ ｽｴ こっン

の ｊｄ ｊ 間ｾ興へ てコンク

所ーで

されに ＨＺＱ 抗告の部介ｾｪＧＮ ｊ 俗的に ｉｉｾｩ 弐規則五しくコン

肺寸

るつ

l;ey の}IJI'(主第3a，hc 固|筒3 1、:ぉ

p
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の持な3おU: する o key の帆 ｬ 主許し作るド ｊｾ り ＵｾＨ ( するのが上 L 、口

Ｈ ＱＰＩ 型 ｻ キ ｬ よ ｾ￬ ｪＺｪ・ Ｑ Ｎ 制れ、 ｩ 波ｬＢｬ ｴｾＱｲ の ［ｬｩＩｾｉＺ ｴ［ ＱＡｬｲ ， <  1"] Ｑ 自 ｪ ｾ 充分前 ｬｩｉ￯せるもの Ｇｈｾ ＩＩｊ し、恥 ｈｩｬｩ｜Ｑ

にも 問ｼ 却を迭らね椴にし 、 以てセメント液 のｾ青 ｜Ｑ Ｍ ＱＧＮ ｜こよりＩＱＫ Ｑ なぜ ｴ !) 叉は 打 トー!] ｉｪｬｬ ＭｾＭＧｲ Ｍ 沼地怖

にイ土J -_ ぐるを得 Y る如 〈しない。

( l l ) 打 込 み は 成 る べ く 高 1m伏 先 水 平 に 不 時 な く 打ってゆく様じするつ刊し鋼机ゐ恥二

て有n強しである所は鋼紋等に

附JEしTこセメント液カ 4乾 か ぬ

先に 打込みを終る桜に注: 0 : し

なりればならない。

(12) 無 筋 コ ン ク リ ー ト 迭

では繊手の数を ｩ 成すＧるＵｩｾ分自 ＱＱ

を起きぬ1屯問で 1-1' ，λ1" るでけ多

lii に打込むから鋭百万コンクリ

{ トの 場 合 よ り ー 府711枠 の 支

保 工 を 充 分 に し てZZょん1:: !) It (i 

い7こ1] 挑ん 1:: 1) しな L 、阪にし

なければならない。

殊 に ア ーチ の 下hii のり! 十iしは

充 介 剛 lこして l字をけてにし、 1M

沈 下 せ ぬ 椋 支 柱 共1也i : ' 1i と分自宅

| 苅な支への、トー lこ立てな ければ

ならない。文中主をJ 也而から立

門

「

め

な

間

分

分

充

充

〈

を

ベ

前

寸

山

也

位

ト
L

，

相

伊

『

は

分

A

H

h

乞

窃

・
前一

る

N
M

一

て

n

H

ど出 r

ｾ［ｾ＠ ｾ‘吋「、

/ 1 / 、 、 ! " ' -

」 一 一 _ 1" 1' 1一一一一一」

i.!":: 3  a  ｾ￬＠

と底｛前耐とを有する材ＺｴＧ通じてＱＧ， Ｚｙｊ ｦＮＨを地 ￯Ｈ 刊に仰 ＱＱ するね［にし、 Ｍ Ｎ ｲ Ｍｲ ￟ｩＧ ｊｪキ令官告の ｲ ，ｾめを了つ

＿こ後は最与 Ｑ コンクリート打＿麦 ・ 摂 ｾ［ｦｴＺ 利 ｉｉ ｊ してお ｪＧｪ め ￻ Ｇｩす必要が起らない円度に怒問なものに

しなりればならな L 、。

Ｈ Ｓ Ｉ 打機 ｉｔｊ ￯ は レイタンス及モルタ ｊ レ ｦ 否 ｩ ［ｯ掻 ｰｾ 出品して ｬￎ 打 Ｚｩｪￎｉｾￎ を採さしめ＿ころ ｟ Ｑ Ｍ Ｍ 、 ＷＱ｜に

て市し、 直に: ; 7.くのコンクリ ートを打つむ; にするつ 打椴耐1に (i )延々諸問でや 久れてゐる叫に

次問のつンクリ ー ト打 ｬ こう ｬ ｟ｾｶＺ ち ｱ Ｇ Ａｪ に訓介良好なるそ ｊ レタノレ又 ｬ 立 セメント ベ ー スト合流す虫ｦｉ

きことは不必要で 、 場 r."によ! ) ｊｬ ｬ Ｇ 生存がＡ字過ぎ ｦ こｾコンクリート打 ｬ こ先立ちｾＨｦＺ l 、1: りして却

っ て 剥 断 而 合 法 !) イ{ 容の場合さへある力、 ι やめに方がれ、 " その松な事- 5 : ' するよ 1] もJ，P/コ

7 いJ



一一 r - - i )J () /) f ( ; -寸 / 刷 刊 紙

Jノゴ: :  :  tzつ

..1-車Y呈痢メ宝肉鵠」

S Hf.' ih' I (II f[ E  f (Er '1干t問題

7 ・ k 況 の片二12を? 守り突き閉めそ

おr(.i ，W4 .1 ン ク リ ー 1. trHi: :fi腕 i( lI l ｾ＠

於て4S にずじうl ' t こし J者jr!!&I(t Il これ? う

てJ. :t;ω /J ;戸主仔l しない版 l: する ) j

が全IJ 県がある 。

(  d  ) 煉瓦

ｎｕ ｩＺＮｩＱＡ は 肢が上〈質が Ｎ�ｊｾ 平行で

nJ.k.7)'( 世がゆく: J I幼: 匹目'(t iでヒピ宗1)

tl や炎iiH物ヵ; イr してゐないAl lの

みを了ーに入れ得る見込みがあ

り、 Il 此 の1mきlhl のみを1Jf JI J さ

-It 現場につき切りにて充分施工

第 3 c 闘 をl; 計千IH米る場合に限りどうや

ら信組H¥氷る構造と な 1) 得る ので あって、日主将- K lこ於てtlt の熱意と決意とカ Z無い限り断念

することをＺＢＮｴゴ動め し ｊｩｴ ｾ 、 。 第 4圃 l ｴ Ｎｦ ￪ 町Ａ院 の 某 ＱＱＴＴＵ に て 製起ｾさ ｴ ｬＱ こる生焼叉 ｴ t 不良煉立

で J つって此の如き品が現に伎はれてゐる f如μんちつ? このには. 日 も々 ー 駕ｾＺｾ契し慨歎之を ｐ 久

しうしにのであっ 1: 。

起築ｾｾの地位向上の

H呼ばれるや久 しい がノト

円 ｦ ｾＱＱ ，者りんが常には虫 ｮ

IIIJ なる* [ l . ¥巴建築物全も

千五4で: i 2t る不t
l

主義漢の

イ(:{I: することは返す返

すも埼念千寓747誌で あ

る 。 第 Ｕ 圃 は Ｑ［ 主主ｾ物 刀

*11杭 の; 詳細11 を示す。煉

J . t : i 1! の蛇行問明! なる而

して強Jit のイ三Hi し古Eは

さ' る 思ひノドに過ぎるも のがあらう 。

句ｾ 4  1;，，1  

対ut: もi( に於てi誌も陀芯寸ベz < Ｇ ｉｻｊ ｲ ｩｾ 二 三 述べれば火 の ｩ 凶 Ｑ Ｉ である 。

(  1  ) モルタ ;1- ( ; 1: . 煉瓦仙の生命で あるか らその製 作 lこはq.yにii:l? し均一なも の をill- る肢

にし G げればな らなL 、o ［ Ｑｊｩ ，Ｉ 介はれも Ｇｬｬ｛Ｚ にてセメント ＱＱＱＱ 砂 Ｓ の 拘Ｉｾ干のも の が多〈伎はれて

ゐる 口 ( f  1: 卜'_JIJ モル タル( 立政で は巧へてゐない。) 通常 t，i セメン! の膨みもイliJ も巧へないで

Ｇ ｾ Ｔ ｩ Ｇ ｾ Ｚｲ Ｇ されてゐるが 均 一 ‘なモルタ Ｑ ＱＭ ｾＱ Ａｬ ん がおにはセメン ト は Ｑ ｭ ・ Ｑ を Ｑ Ｕ ＰＰｫ ｧ と ＱＱ ｬ＼定し紗ｼ を Ｑ ＧＱ

I V  8  



. AV'，' 

Ｇ Ａａｾ＠ 5  悩i

担し押 J ) 芥干?t は計 7F の

11:? みlJ14みを:， :.1) 1.むし必 i"j;I

r.; Tr ｾ ｉ ｾ の Ｒ " 七伊丹に して

也i Z 、ILつノJ( :i! : も- - j i.::

ｾｬｕ ｬ す肢にしなげれば

ならな し、。 20分 以 上続

り白い 1= モノレタル lま佼

はなし、般にしなければ

r，;. らな し、。

(  2 )  :b1UCf .t十:irtnii i

に30分::nH!.I立7)'( ( : 反し

えもffみ 絶 つ に も の は l亘

に ｽ市れ進 ー 等ｾ _l;J，、て英生 し 目-'E- J !- グルの使化カ: 充分進むま ではJ てを t.V11せしめ Tこり足場の支

へとしな l Ｇｦ ｾ 長に し なければならな い 。

(  3  ) 煉 正 l副主刑rii Jに侃、月下手午等がI; (. J若 し て ゐ な い か ど う か を 作 ベ、此 f警の汚 れ が 附 い

てゐる時は紡麗に取り 11.余かねばならなし 、。 向( ぷ1i 煉 1i. を使}I )する場合は風化してゐな い か

どうか及びヒビ ｴｾ ｊ れ の 有無写を ｾｦ べ 、 Fl.1.;J，j:J 白l こfi E川し 1=モ; ! - グ ; l J ) 汚れ をすっ かり F余去 し

て{吏はなければならな い。

( 4 )  .l f]'{I i にキfL前 訟 を ぐjニりモ J l タルを子高 j Qな〈行き II らせる。

(  5 )  TAUCt まー.)tft こ，:':j ｜砧 ＱＺＱＭ Ｎ Ｑ Ｍ Ｎ げるとまに ｩ 民化せぬ モル タ ル に多大 の Ｑ ｛ｐｾＩ J  ｻｦ 加へて之ｾ

Ｚｴ Ｑｴｬ し ＱＭ ＱＧ ， 寸川県に なり ｾｊｾ ｾ ，Ｑ ｩｴ ］Ｕ＿減すＧると ＩＱ ， Ｚ に ｾｉ ・ひそＭＧ＾ｪＨす ので成るべ く必物 ｹ ｢ｩｦｦ に ｉ i っ て 一 円の

千ii トー りの del i さが千tVーになる肢にf i ( l ; > - 廻るのがよく 、

し成 るべく 15段 以 Î J とする 。

11. .  .n にもII み |二げる段散は ji 土(:j20段と

( 6 )  :地J. Cは Iご，，'ij )，え* [ h'  if1=  Ｚ ｖｾ＠ J )  ｲ ･，マモル タ ル ｾｉ［ ＨＮｴ けない Ｉｪ の Ｔｩｩ 而にそ ｊＡＭ タ ［ ｌ がよく ＱＲ 桁Ｍｩ ｦ し

ない ftfi 向があるから / d去な 'Jf J) 無いf 1!f ケに i i'. なし て胞 ーlてするを嘆する つ

TAUi. と予買似 の もの にモノレ タル煉J. C、 コンク リー l ブロック叶: ヵ: あるカサt".'rtl ｊ ｉＧｾ乙 そ ￞ ＩＮｕｃ

に比 し J 日作に /'1'， : 1 ( てゐるが、 小 さな材J;Ｎぞ モル タルで政介する と云 λ 、 ｾｽ ｩ Ｈ 立地 ｊＮ ｃ と ｉ Ｂｪｦ 主であ

るから J1-t 0)  *n.l u  fL :U : ，完全にや らせ る'J': が 王ruであ る と云ょ、;1決貼は依然I;( .J さ何λ、j ) であっ

コンク リー トi;!; η 如 し 部it(I" j(": .}与ii i する方法に比しす7つてゐるものと: - : - s へる つて、

(  c  ) ガラスブロック

ｾ ｬＺ近 Ｑ Ｑ Ｑ 出てータ ト 殺が ｬ 人 ｬ 部に於てプリスム ｪｐｾｾ なしにガ ラスブ ロックカ ｾ ｴｦＨ 光州に灯んで 斤 ｬ ひ

られ る 版 に なって来 ｦ こが ｪ 生んでよをりＺ部材料として 川 ひ 、 近代的立 ｬ 正夫ーを技師すると ＺＡ ｉｾ ｴ こ

ｾｬ ｘ 制￭ＧＺｩ ￮ 必 ＡＮ ｊ の克 Ｉ ｊ ｊｪ ｾ をも ｊｾｾ げよう主するづ ｉｦ［Ｍ Ｉ くがある。 所 ヵＺ 行々 の訓べ＿こ 所 によれば此等ガラス

ブ ロッ クの 強度は，lU ごイミ均 一で Miる司法L、。作IJへば 18x  18  x 9cmのブロッ クをブ ロッ ク而に ."f-

'1 i に トードの小口 に川口出irJ ｽ ｊ ｾＩｊ ｉｉ へ仁科［県は 第 Ｕ 表 の 由 Ｑ Ｑ 2 < 成品えであって到 底日:IY!7:li:; tゃ 鉛 位向 -i[i :

9  IV  



第 3表 1ii 'j 子 プ ロ ツ グ jf也知l試験，H -!i{

! .=  s  L ，，， .. - . ， "c.  ':.  I  Ｚ全伐のｌＮ Ｎ Ｂ Ｎ ｾ，ｾ ｾｉ 最初 ｪ の地到最初 ＨｪＩ "! 也烈!

試 験 制 定 量 | 破l剖邑さ I ＺＺＺＺＺＺｾｾ＠ h政l認弥皮Iｾ Ｚ Ｚ＠ ｾｾ Ｍ ＺｾＮｾ＠ /  _  ｾ＠ ｾ ￧ Ｚ＠
I  Ｇ ｴ ｾ＠ :ru: I  | 断町丘 陵羽町の) ! i ¥ｾＧ ｉ 後何 ｭｬｭ Ｑ Ｔ

I  .  kg  I  t  I  ｣ｭ ｾ ｩ＠ Ｑ と宮 Ｏ ｭｾ ｩ I  ! 被鹿股さに主主し/ : る時 i  

No.  1  I  2 52.  I  6. 12  I  16l .53  I  38 '0  I  一一 !  一一 | 亀裂は入れるも向原形 1  

一一一」一一一一L 一一一一一一一l一一一一よ I  I 土空す i  

I  I  I  1  i  t  kg/ ｃＡＡＱ ｾ Ｑ＠ 7.i!!i 壊は燦自主的に起 1) 試 d  

No. 2 I  2.63 I  18.30 I  161.5引 113.5 ! 1 日 8.3う | 号制抑制i..; しt 原形を刊

| | I  I  i  1  I  liJ'不

N 0 3 1  2 57  1  654 1 161 53 1  40 ぅ i  A  10 |  25 4  l  h 11こ同 じ

一一一一I I  I  1  1  1  1  

平均己斗10.32 1 161ペ64.0 2. 72 l  16 87 

o 交 へ る 快 鵠 lこは用ひる 事力 汁I' ，-s!<: なし、 口叉日j. ! Ｇ ｊ｣ｭｾｉ Ｚｴ Ｏ ｭ ￭ｩｩｲ＠ ，:.云ふ lこtrr IJi 問 :L: 殻米の* i 2 ゐ安保

火 災標準時 間 調度的 叫 に斗 Ｑ ，じ て ブロックの Ｇｦｦｪ ｩ ｑ ヲカ Ｑ Ｑ 警 告 し ｲＺＮ 結果Ｚ立 、 ｩ ｟ ｾ ｬＮ ｲ Ｚｴ ［ｬｾ［ ［＿Ｚ Ｚｩｬ ょ Ｑ Ｉ 7分 に し

て 1090
0

C に上昇 せ しめぞれよ 1) Il i員三大降下せしめて) JIi 熱開始より 20介 に し て 620
n

C に、 I"J

ＳＰ 分にし て Ｕ Ｗ ＰＨＩｃ なら し めにものでは之と松刻する ｬ 市 中 央に於ては 加 熱 ｉ Ｎ ｈｩｾ 台より Ｍ ｔＮｪｌ｝ＲＷ 分

に て 最高 淑 度千 均264
0

C に達 し縁 法 部 に て は 千 均 lY介 に て 最 前 端 医 干 均225υC に述し、地

同20分 に して450
0

C に

なら しめ? こ結 果はよとに

相到す る[而に於ては、

ｉｉ ｟ ｬ Ｍ ｾ 処 令 官 ｬ 主 力 ｊｉ 熱開始後平

均 15分 に し て長 高j限度

千 均295
0

C ｬ こ ｦｴ し 、 ｾｮ 益

裂 は 予均 6 分 22秒 に て

ｾｾ現し 、 ［忽ちにして港

民増加1し、 第 7 園 の虫fI

〈入つ ?こっ向 後の 場 介

IV  1  0  

ｾￚ＠ 6 思i

有Ｎｾ i 附

梨( : t I JII 被t問始よ 1) 平 均

7 ぅト451"少H! J 主にて入 1)

4ii め忽ちにして第 6 園

ti) l m ＼ 入つに 口三 Ｈｩｾｕｾｴ

75" C ょ1) )JII 熱全日ij tj i

し 6 介30.f少にて最前lilt

l芝 1305(/C にlli せ しめ

それよ 1) ，ｾＺ激Ｈこ ｩ 合問せ

しめて 加 熱 ｮｦ Ｎ ｊｾｦ￬ よ ＱＩ 10  

づトにして980(l C に、 "，1  

15.分にし て550
0

C に、



にはプ円ツク外而の中央に 3 x 2. うx ! 号Cl n 7ft.. 2 うx 2. (， x  1. ｾｃ ｉＱＱ の杉 本ー同 のプロヴ ケ令 接前 ｬ

せ し めて 泣い 仁 川 ー前者は地裂 ｬ 二按 してゐ ＱｾＮＱ 可 ｴ ［ ｬ こ殻 火 し 、 後者は Ｑｍ［ <  1tl イーにo Jlt 等何れのな5

イトでも亀裂は全厚に買って入り全漉の聯繋 は完令に 舵 ι れに 。依って耐火能Ｈ［ｴＮ ｾ ｾￎＮ］乏 しい

とた ｬ こ此の ｦｾｾ のブ ロッ

ク25簡を通常の施工の

如く第 8 圃 に示寸如〈

Steel Sash  "I'に彼 め込

と云はなげればならな い。

全試 J険 方 法 長i
盆

換k j仏

み用地を施して充分日

同地を7硬 化数を Ｗ 置ｾＮ

せしめにるものを第 8

園J: f，.[i に示す如く 7}1( 2f'-

ｦｲｊ に ＲＳ ーギ Ａｩ 荷 ｦｮｾ 静かＨこ

i制上位的に加lへ? こ結果は

1. I f 方米 に付き 1. 3ton

乞 1J iは、るも何等異常を

に交へ ブロック商に也;

-
‘  

、， .  

・、， 
:る:Jr c待f - )

1司
室主

認めなカ、つに。此の場

合の rp火の挽みは Span

即 ち正方形のー謹 に釣

し9. 53 x I O-
3
_E! pち車;ZJ 1  

高分の l であって荷主

強度釘読み ｲＡ￟ｾＧｪ￭ｬ は ｈ 刀 ｾ ｨ ｴ

lこ間械の'[.' !: 賀をすそして

それj¥{C此の日皮

↑弘

持

ゐ?こ。

のったきさでは St eeI Sa 

sh 内部の ブロックには

力骨其の他 の補強材を

L  : J . 平入せき' るも風I1"t 叉は

; 地震 力には交分安全な

ることを剣lつ? こ。( 此

の事貰は構造上 j l Hご示

唆多きを覚える。〕

之を要するにガラス

昆

1  .. 

百

1靖子

史J

， ノーE員 ，I;  

η ｾｇ＠ 岬>1. -4もii F主

v  

岳

「

ー

ー

l

i

l

i

-

-

3

h

凶

事

h
u

斗タ' 6. ，5 ":.叫

IV  

ブロックはブロック商

1  1  

に直角には相官5良L、が

l湾

開

三立

8  

...-乏

第
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ゾ ＱＱ ヴグ ＱＱ 官 ｬ こ三下ｾ it こ! ま弧lk似¥ ￭Ｏ ｲｪＧＡ 制 ， ｩＮｾｴＡｾ も勺ろによ Ｑ ，たなる正 Ｑ ＳＮＧ Il' li  ，［ｾＺ＠ ，j;;'!]; I; 1( 寸ろ村正'1 1:な 1 1:  

りＵＨ Ｈよ仙 Ａｅ のん、〉ろ日［沼 ＱＲ の ｦ ・ ｊｾ［Ｇｉ ｾ＠ してJ i Jrトぷふ と(よ !I: ー土しくない L 1十、る口

線( b ) 鋼

ｦＱｩｾＥ ｾｴ 立 ｂｗｇ 坊ｾ主 Ｘ ｎｊ ， ｘ のものはヲンクリート ［ Ｇ ＱＧ ｜ 二何人 Ｑ 司ろ 時はつンクリ ＭＱ との ｬ ｩｾｾ

) J 充分にして何等妓筋 t 興るNj -tまな L 、 οｙ ＺＺＨｾ［ ｈ 純金ｕＧＢろものも Ｎ -叉之を. 2  ， ｾ ｾｾ＠ 3  * を束ね Tこ

るものも同様[こコンクリートと のHil i1': :j- )  J はず乙分じめる 。
ul t の場企 2 本乃王 3 本を束ね 1こ

るむのの ｊＮｦ ｦｴｾ 治ｽ ｊ は合計断的￮ｴＧ ｩ と断｛白 ｩｦｎ を＿と字しく寸る Ｑｬｸ Ｚｴｌ ｬ 附 ｊｉＺｾ 断商の次閥的 ｬ こ主 ｉｊ 91.J けて .}5

へる〉材料の強度ー及1'1'率[ ま! 京材質、加工J it Jf( 熱! 長 l1j!. の地[ l f，ifによって羽 l訪問L、範問仁 1j って

ｊ 売るが熱 ｪ を型 ｾＱ の政 ｴｩｴｴ こよって ｦｴ Ｍｲ み の活 Ｑ ，のｽ J感H-J r:; 河fの付: ! 斗を P:! ることカ; I ! - r，米 るD 大1; 反J) ・f

に於ては円下はコ ンク リート のみにては 到底冶 ＱＩ 得 ないわ ｩＧ ｬｾ ｾ ｩｬｩ 材 ｬＡ ￭ｊ ち梁え床版に次の ｾｮ ｾ＠ 1i >l 

格の品ぞ丹 ｪ ひることを認 めてゐるが 、 制械の ｊｕ ｾｲ ｬ ， Ｚ ｴ Ｇ ｊｊ ＱＱ 工に凶ろ降 伏財役引張強 ｦｅ の哨大，ﾭ

仲斗{ Ｈ傑 Ｕ 占 ｪ￟ｾ 舵 ］ｦ 直僚の Ｘ ｦＺｮ り151ミ峨i<Jf.

3  :<本の卒均 ＱＸ ＷＰＧ 以 ｉｾ ＭＱＳｫ ｧＯｭｭｾｊ ヨ ー Ｑ Ｍ

最 低 ＱＵ ｾ［ 以上

:Z l土

長 低 20 :';; J)， _1-， Ｓ ＹｫｧＯ ｊｬＱｉｬｬ ｾ Ｉ ｊ Ｎ＠ l' 

ih ，;;， h、八之を. 也に利 J'IJ して弐の虫f I き執! 係の;1むti ::J'(_'充う〉安全に{ むへろなじん主の見通しに て

仲' f l Ｈ 鰐貼 ｎ ＭｲＮ出 Ｈｦ ］ 政 Ｈｾｾｾの ｒ fた〉 づ!弘司:j.，1変 許容引! J f i;fl¥n;r

10:，，; 以|

ロ ーl‘ 1I年伏取の% 以 l'

う' : :kg!mm"): J . ＱＺＭ Ｎ 昔引抜 ＵｾＺＮ 度のＥ以 一 ｬＧ
J  L  ＲＰＰｵｫ 宮 Ｏ｣ｭｾ ｊＭＮＺＭＩ ， ￎ ‘

門 l丁1をllタ0ill よめてゐる つ之カサ'J し可能ならばかな l) j ':MiI Jの節約が可能であると思はれる 。

鋼 ｾＣｵ 止 Ｒ +:j_')， ｉＭ｟ｾ を Ｍ ｟ Ｎｴｋ ーにして能川する場合は撚 ｴｊｩＺ として川ひるとヨ甘いから必今思に束ね

て川ひろキエにし、然も

ポねるのは続々 3 ，+:i 主

とし i}として -1 Ｑｾｊ ソ ｨ 卜Ｂ ｊ，ｾ＠

ねな L'1去にしなければ

ならな L、。 第 9 固ct. 2  

ｾ ｾ ，＠ Ｍ ＡＭｽｾねとして ｉｲｩｎｬｪｾ せ

るＩ示 ｭｾ を Ｏ ｊ 、寸 っ ｉｮＺｬ＼ の

.r: ￹ＱＺ ｪＧｴ ｪｦｩｾｊ＠ J ) スハン( 土 3

ｬｊＱ以下ｈ｜ ｊｴｴ とし小決ｾ

川ひ 、 常 ｬ ま ｩＭＺ 似合 ｾｲ ，Ｇｾ 1:j， 

にじ夜m'して51いてうン

ケ リート を ＧＺｮ ｾ功去に寸

1  2. 

，・1

ＮＧ ｾ ｪ＠ 9  鼠l



第 10 悩

る。但 し此の場合はコ

ンクリ ート が充分硬化

してから型! 刊しを Jl i ｾタト

さねばならなし、。

(  e ) リプラス

リプ ラ ス ( 第10軍参照〉はその j J 率的

品質次の如き程度ーにて111: } ごイ、良でーある c

I'l 1 率 引張強度 降伏知

ト一一分6{) d.'( __ 斗

一一一」

ト Ｃ�ＯｳＨ ， ｾ
i ーー「一一寸一一

」斗 笠?

870 内外 ＲＹｫ ｧＯ ｭｭ ｾ 内外 3干、日目

同校!i J
C川

然 し乍ら計二察強度会 900kg/cm
2 ｾ［副主にと

第 11 住.ii

れば耐力部分に{ 山 IJ しでも充分安全であると汚へる 。リプラスを以て巡っ fこラースコンクリ

ート の床版の主eJ  ｉｊ 計算は ｊｬ 々のＧｴ ｊｊ［ｦｾ せる ｪ 事 ｩ によれば 、第 ＱＱ 圏 ｊｙ￭ｷ < . 脱出せる際は弐の古1:1<. 

h へは共の安全事 4 以 1-.[ こして允・介安< 1 でなるものとふ¥る。 a宇治主故腐蝕に型せする抵抗力

乏しきにつき安全訟は ｾ Ｇ ｢ の限度合要するしのとｾへる〉即ちラスの制 ［Ｇｩ ＱＩ分力［リプに到し ｫ ，￨・笠 ｊ ｍ

にイバEする時l立、片側綱引品谷 Icmにイ;J きリフ閣11由ib'il こ於てその 25，9'oを附加せる如き効県ゐ

るものと似定し、 ラス材料のコンク リートに到する柿ホJt 公使宜 15 e ，又ラス材料の引以

許容強度を 900kg/cmコと{ 民 ，じし、 弓スに帥〈引版i在UJ はごた乏li! 自l にー践に分布しリブ断面の

韮心に集 中す ると 1目立・して計 算する D

J  口 向附h… … ラη ω刊ス刈川一の削j

L一一一| すす- る時( は主リブの] 頂頁部 lにこコンクリ { ト の

i子
L  

第 lロ2 闘 よ＼［訪 ｩ消占らない Ｒ主主隙ｻ制部司祁 ｬ乃う分子力が ｺ 向司米ｾｾ腐詰蝕 Ｓをヲ Ｑ平

める i故投之を逆に即ち5第彰1胞2圏の如〈に配置して{ 佼1史則:リ)川|目j する 7方f 力が:よしい、o 但し此の場合にも前逮の

1貰賀込主=用5計十算方法カが;5安芝E‘ 白. するや否やは! 川l ' ｲ ｾ賀陀験中にてはなま ［Ｇｩｩ "1 し 1-- げじれない。向ラスには

ラスコンク リー ト Ｉｉｊ としてｊＮｊ ｪ ひる場介は通常 ､ ｩ 版 ｉｬｨ に川ひてゐる Ａｭ 注生 ｾｱ は ｬ 弘子ご千 ｦｦｴ［Ｚ であ

るから之を Jl iI.り 11全力，なければならない凸

(  f  ) チャンネルスタッド

チャンネ ルスタツ ドの材質は一般に-&1ご不良で火の如き J自主である。

何i 主将 降 伏 黙 引張強度

1070 内外 不 明 34kq  /mm宮内外

依って此 の 如きも のを ｩ￱ ｈ ブ ｊ 部分にＱＪＺｾ 、 のは好まし く な い カ ｾｊｽ ーむを得すＧ伎」 、 場合は許察強

度を 1000kg/cm
2
以下に選定しなければならないでめらう

D

謝 隊 長山正明、小林源三!i l;悶[ 氏にす市間作製を阪つ 1:
0

ot : して以て感謝の; 註を表する c

1 3  I V  



威

織

地

ー

ア

ペ理

東先

王己劃匿地土

右透田

本稿は報告でも論説のつもりでもなし 、。只阻ま腔左官Jなるものは共: 本質上肢〈各方面

のJ.:!!. 解の下に或l主之をア別用し或は之と合作するといふ事な〈しでは充分の成果を潟l

する由もなさを 忠 ひ紹介ｾ粂ねて若干の感想ｩＧｩＧＡ￬［べ大方 の参 考に供し ＱＺｾ 、と，思ふの

みで める… 主 として大阪地方に関して。

生物 乃 活動ｩＢ 大 きく外的にｾＮＡＮて千 鑓 寓化限りなき一方之を小さく内的に脱げば又市ｦｉｉ胞に

は 恰 ち 長 刀i'*'i ( i ! 凶にも近き活動あるを知る o Ｆｾ割整迎のイ ｊＧ て ｅ は又貨に生物『都 ￯ Ｇｪ ｩ ｩ￬Ｍ ｪ 主 主 ｊ の［ｪ［ Ｑ Ｑｉ

胞 fこるに類似する c 此 の認識を I拘置さとする。

大阪地方に於ける経過の大要

大 正 9 年 大¥;t<W に榔' r ! i ｾ Ｍ ｉ 霊法の泊 ｭ i" ｾｾて以米同法は明、山手 ｉｪ 凶、 盤 中、不 Ｏｩ 地各 ￯ｬ ｪ ｾ ｴ の

他に、更に本年: こ入り τ 枚 方nli 外 9 ケ町H にj @f/ J され大阪市を'i;古る主なるi ' I i I 1IT Hは殆どす

1  

べ て 之 が 街!? f: 1f.Ht  -( 1 ' : としての姿を一層〈っき b と人んの前に示す事となっ? こ。此¥flJ 土 地 区

割 整rmとしては大限ili に於ける現住吉岡仮南組合を 11お; 欠として昭和 12年度を以て大¥Uf r¥'i市古

ｩ ｬＧ ｮ・七 ＧｩＺＲＵＰｾ 是非 ｬＧ ｉ こ注して居る ｄ 誠に ｓｾ施行 ｊ 也 ＷＰ 、 商 ｈｩＩＹＰ 商Ｑ［ Ｇ Ｑ［ 、 ｾｊＧｲ､ ｪ Ｍ ｪｾ 、 ， Ｚ 1)  j也l ( f Fの{'，s21ケ川、

献 な る 設i主であって今

久 隊 平

吉 ｌ 到ｾ，芝生 ｺ 呈盛

ｾｕｴ＠ ".O- N  .  ，:，_、 J 〆. - - ー . /宮 町 官 官

補 完 ，.p" :....--ー- ｻ ｾ守百訂苛 司 「
J. IO 枇 喜/ 〆

/ 4 M L W142，y  

/ご:《AgT. -

l  

;r  

ノノ' J

， 

'シー--' - - -

二ノ ー - -

作 10 fl 1'1 巾 外 川 崎1 3 斗 5 t i 1  d  ， f O f{ 12 13 岬

常川 牢 ー } 一一一一一一
! l 1J  一一一一一 宇一 一 一三 二 ふ ｾｾ 二二二 Ｚ 二

同 Ｑ ， ＼ＱＧ 五 ｾ ， .j(. 町 111 tf. 且 孔

件 | 主 唱 ニ 前 記 占 2ト ι k  

ι I J . . 則 之 ;t J t  l e.  ｬｲＮｾ＠ ｉ ｾ＠ .at:. 

'!'I; ら! 事 ι 岳 坑 市 品 邑

' I. ¥>I ) U "  

Ji' 可
J; l.t  日大阪市与えには未整迎

J 血は殆ど践す rljj 無きに

1，000 11，0伺
近 いHJt tiF. となっ t: 。 今

之が経過を脂| 示すれば

ヨたの如〈であって此の

500 I  ｾｏｏｏ＠

成 果 あ れ ば こ そ の 今 の

大阪の姿? こるを思ふの

である。即ち年増加l人

口約 10寓.に釘し平均80

高坪の市街地が準備さ

之 を 街 路 に と っ て 見

れ ば 整 理 街 路 中 都 市 計

1 4  

査 路i2ii に相泊するもの

ｾＱ＠ t二次第でゐる。

I V 



約29寓 坪、延長に換算して約SO粁に速するのであり( 尤 もj久山幅員の l 部厄行であるカ ミ〉

之を大阪市長執行都市計量Ｚ尚路事業に主 ｊ よとするに民 Ｍ ＱＧｾ ＭＨ 立 ｭ Ｒ Ｚ［ た 事主 迄に Ｑ Ｙ ヶ年 、 事業従 Ｒ

ｩ 意図絵を月 Ｑ し 、 賞地延長約 Ｑ ＰＰ 粁であ って此 ， ぅ玄 ｩ ば底部 ｪ 盤ｾ ｜ｻｬ｟ .J) 功訟を示す好きパロメ ー タ

ーfこるを失はなし、。之なくしては腿て前記何J ' a- Ｇｩｦ 当ｾｊＩ如 〈跨 ｩ 立 の淀川金要 す可か ｢ しを 許Ｈ

るのである。しかも金銭を以てｬｦｉｾ ‘ ひ得 ｆＳ もの、成るを如何にせん ｄ 既成 市街の布訟は そ

れを語るのである D 更に公悶に於ては整Jii! により之が敷地を iti 成の運びにあるも のがJ 30寓

坪( 昭和 13年末まで の認可

のである。( 別; 主事業によるものを除< ) 、J! 丹〈し てむ路 lこ於ては前禍80粁にわ fこる制れ 打1] 1

誰何路( 但し悩員 12米分) j笹川 lこ於ける城二It 怒れ'1の l 部 、城ム!uili i" f/) 1  lIf > 公開に於げる盟

虫、fli ti .i¥': 寺、III ill ( 公l刻むの 1r. j i J U 商 代池 ( 公禄lili ) 、大手li 川( 公l選1:iI}) 、i-'i 1向、平 野、

千歳共の他の各都i li 計-31: 公闘の 1{Sji 

ｾ殻郎 せん とする運びとなって出る。

等 iま(".i J ｬＮＮも行政ｾＨ必 ｽＩ ｊｪｦｬｩｨｾ＠ f  .): rこす何れも共の効) 1 ]

更に之を内容竹に J5祭して比る D λ; 正 iO与三位liili ，¥ι

治療にに向 って鼓足するやとを迫ひて ｆｚｊｩ 目安 ｊｉｬｬ ヰ ｝ Ｎ ｡ｳ が ｾｉ Ｇ ｾ Ｚ［ ｪＧＺｾ Ｚ ｬＧｓｾ［ ，＠ jj の{'E命全指ひて紛い; ' : わけ

である。 しかし之がよ地 lこ供差す! 主力は=去をfりもなく 1' i1. なる凶 ! 系_ I : 地自謹の7却方に満足せす'

進んＱＡ都 ＢｲＡ ｩ 全骨量Ｚこｼ制する邸 Ｚ 心者 ｩＡ［ Ｍ ､ｩｾ Ｍ ｉ 置 、 ｄ 笠硯促 ｩｩ 与の Ｗ 止をＺ ｾｪＩｊ むる ミ ｬ￭ ーにな ヲ＿ こ 。

之を要ーするにど ｊＮ ｟Ｑて の ｊｉ 寺山はＮｩＴ ＱＱ ＡＧｩＺ ￬ の ｊｾ＾ ｪｊｦＧｬ， ｆ｜ ｊ に初 ｊ まり説記都 ､ｩ ・ ｾ Ｍ ｉ 五ｩＺと医剖 ｪ 生日 ｬ｜ の 結合 Ｑ ｩＮる

記 ｉ ｾｉ 米まで琵 ｅｾ せる時ｊｬＩＭ ｊ と見らる石 ｊ きであるが、克に ｩｩｬｩ 八で院刻ｍ￭ＺｊＧｉ ｜ＡＮ i " 前艇としての刊日Ij 1': 

るki ｛ Ｑ 旬、 ｑｾｉ 凶ｼを刊する ｾｩｬｬｬｪ ， ｜ｴ ￯ ＡＩＺｾｲ 業主 Ｚ＾ ｩｊｉ ｾ＠ 11'，し て1j くn日UI にへつ?こ口説lt 省主 fこる勿論でゐ

るが現物 l' IL¥J5t" の特質がすべてを克服してゆく o ｈ｛Ａ ち ｉｊｍＮ［［ｉｉ ｉｏ 年よりの大限牒前整 ｊｊ ｬ ｬ 、 ｪ ｊＧ ｾ

三 貨のそれでめって前者は両 ｪ 奮起築敷地、後 ｊｔｬ ま こ ｲＩ Ｍ�ｪＡｬ，￬ ｫｊ 也 の 各地成といふ特別のＱＧ Ｑｩ￭￯ ｬｩｾＱ 副Ｚ

上の日的 ｩ ､ ･｡Ｎ が先行して居る事ｾ特氾しなければな らな ｌ 、 。之等の Ａ仰が ｪ は他地方 の ｪｩｪ 九傍

翌I 也計差、民村の工業都市建立等の_ ffUi " 取ればl L i に 一応 lリJI 阪である次第である o ＱｾＱ 昭和 Ｘ

年務ヰ組合地区Ｚこ匙築物法Ｈ色 ｄ 施行令による ｾ ｩ Ｚ ｾｊ 血Ｈふれ ｩｊＩ の 指えあり ｌｌ 、〔よＨ立五 ｉ 也指

えを前提とはして ｪ 乃ないカワ兎も向建築計日 ｊ ーと ｊｩｬｕＭＮ 整ｊＧ ｭｾＭ ｉ Ｍ Ｚ ｗＺ との結合の Ａｪｾ 味よりｾ ＮＡＮて大当

せられねばならなし、。ょとを泊制して量的にも質的にも J( いなる成長を j迄げにのでゐ ってそ

れ自身の上に 、 或は 一 般出 ￯ｬ ｩ ｾ 十輩との結合の上に ｱｾ￯Ｉｪｉｊ の 主Ａ白色いふものを持上げて米 Ｑ こ ｴ

いふ事が出る|七る可〈 、府iみて並々ならね苦心の結県? こるを忠」、次第である。

しかし此の福山の ＺＱ なにも ｬ 曜があっ＿こ。それは共の ｧｪ［ Ｍ ､ｩ 中心 Ｇ ｾｭ の州市 ｗｪ Ａ， Ｍ Ｇｃ みつ Ｗ こ主 同時に

反 ＱＨ Ｑￎ郊外の ｪￆＧｌ 、が ｾｩｪｾｊ 朕ポ ー しかも免無Ａ民 ｴ 削限 Ｔ のそれでちつ＿にこ事であつて ｩ過 ｩＱｬｬ j.た〈謝都;什川rI巾li

H暗昔h礁t とな つて( 琵 4米4の{付依aがtの逃行に就て lは主〉立主送注 る;事3事手となつ? 仁こ子次jえ〈弟で AめJ るD
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2 日 本 の 現 段 階

醜って日本金鰭としての段階は何うである か。簡単に一瞥する駕便宜.表をかりる。住宅

問題への便宜上イギリスと の封比を取れば表 l 、及 2 の通りである。

表 l 、 都 市 計 笠 関 係 表 2 、 死 亡 率、卒均命数

年 次 イギリスの場合 日 本 の 場 合

年 衣 ｉｾ 亡率午Ｈ千人］付 ＲＱ 卒Ｗ 均 命 舷 ( 年) 1

イギ リス |日 本 ギ リ ス |日 本

18751p  公 共 衛 生 法 1660- 1679 50.0 つ

1888 東京rlj 区 改 正 保 例 1850  40.9  ‘}  

1890 望 号 働 者 住 宅 法
1894 45. 9  

1903  
レツチウオ ーユ悶立園 1920 14.0 25. 4 

都 市 合 社 役

自査由紘法一住宅及都市

1922 57. 5  

1909 

言十 並土地増加税 1925 42. 63 

1918  

市 区 改 正 保 例 準 用

1927 
(  6 大 都 市 ) .

12. 2  20. 6 

1919 都 市 計 建 法 1930 45. 68 

1924 

空手働議ー

ホイツトレー法 1933  12.5 18. 2  

備 考 ホイツトレー法は l 戸賞宅地面積最低限を明記すO

JWち都合地 100坪 良村 150Jf'

大阪会市卒均一戸賞宅地面積 ( 昭和611"-) 18.4坪

間 短創設現地 27. 7坪( 大阪市調〉

倫火災にあってＨま Ｑ ＶＶＶｾｆ ロンドシ大火

172伴 大 馴 智 機 器会戸駐日721

は興味める針目官数字ながら共のf去の状態l主大阪北の大火、聞の大火を' 上げす' といその他

そのイ也、言ふも愚と稿写す可きか、今日向 j付 l、 l ヶ年平均火災度君主1500回、焼死者約20入、

損害400潟闘を? 出して居る状態で みる( 大阪府消防諜報告)

是等のものは何を苦々に語る であ るか、近来の瞳位向上の叫ぴは尤もながら、是れは又然

る可き線、ての手段を査しての上の事である。遅ればせに迫ひかη ?こ臼本が綿ての上に版行

商を示すのはー商に於て止むを得さ' るも、しかし曲りなりにもそれを修正せんとする意聞

と努力な〈して 全き効ｾ 求むるは無 理であらう。

上表の数字には直接の因果、関係ありとするのではないが、只表記の施設の差の中にはそれにげ

の社合環境の差、心構への差とも L、ふ可きものを' 見る革主力 ;MHt<: る

か〉る聞に幾何もなく現代の営 々の前に 1933年ドイツ定住医域法が大き〈 出現す る事と

なっ? こ。

5 現 下 の 問 題

扱てこ〉で現下の問題の 2. 3 を取上げて見る 。

( イ〉 医i ! F J 整理の進展と都市膨脹
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此の事は大都市にあっては過大化の危険を多大に合むのであって都市自 rl - i 岳地に闘する

法の強化、更に地方計霊的立法に待つ外iまないが他商並行し? こ土地政策、位宅政策と更に

その上に医| 家最高の指導精話1[1が綜合して働かねば成果を牧u るはi )Uh、。

査しそれはそこに棋本原因を有する故てーある D

( ロ〉 防ｾと匝制整理Ｎ

之が一般方針に闘しでは* 央・ItJJ 安委員令は昨年11月 1 ｾｂ の答申告＿了し 、 ｬｪ 自係事項に就て

は各方面より設かれて居るので、こ〉には踊れす、只区割整理にM却しては只土の防禦力、

主地の防禦力とし、ょ、事を強調し? こいD 殊に 、防火地区建築の遅々として数百年を要するを

設かる〉今日に於てをやである。大限防火地区は今日都心部に於て都市計蓑区域の商積の

1. ＹＲｾＶ が設定せられ居るに過ぎすＧして上記 の如 しとすれば周闇 音 ｉＱ の以て便る可きは只 『 土 ｊ

あるのみである。内務省に於ける一般街路計萱方針にも防火街路ｾ特記さる〉に五ＱＩ 1;持統

築地に於ては Ｒ ＰＰ 米 ｉｈｊ 隔を標準として之に ｾｩＧＢ 可き方策を求める事になっ＿こ。新聞に体ふ

る支那の fl 犬況は如何、昆 II J j 特電 ( 14年3月 ! 日大1;9J) は: ; 7，くの法令殻布の :);3' 笠引事へて居る 。

l 主 要 街 路 lこおし 、ては 5 軒目毎の応は土壁を接して j享い伎を泊る可し。

2  13判官毎の庖は腐・携を作る鴬之を取壊すこと〉すと。

"&;-A'  Ｈ ま之を笑って読み過すｴＡ ｩＮｾ 得まいと ｪｅ 、よ、。防空上の要求と平時の街生 、 保安上 の 要

求とが地下施設 ・建築物の色彩等を除き略一致する事は inl[1のl嘆きであるかも知れないが人

間は特に都市計聾家は之を菩: ぴとする。 iYーの不幸中のさ; ーとしてD

j斯折 〈して 2針4正卜々は又者剖都11了市市ri行j'(はまE疎3司球i伝{ 開問闇に乃至{は主自 t山1'1宝主号j地也問f題呂に事孤就t き引l明lザ切町I月1m打li' {i住Iiソfなよる j様畏f械康認識をを? 持ち

得る筈である o カか〉吋〈して最/ イ小jト、削臥t一般宅地空I地也也' 葱の指定にも E罫医R京: 剖整王l.ffi担p

ニ土 ｉｾＮ 地 の特 Ｑ努効殊除 Ｔ米米制 ｫ ど､ 性ｼ生に 基き一段の検討がなされねばならないカし ‘ 商之等の重要問題にはプロシア

都市計霊法草案の示すが如〈都市白 1LI 主地率の最高傑. 準に14討する医| 家意志を法律に明記す

る程の lJX扱が必要と信ぜられる。事賀ー防空問題に闘する映り者Ilili により : 1:)也 lこより持の14対

係程 度は隔段のものがあるにか川まら十現ＷｬＮＱｾは ｊ 二

記の事は殆と'illl Jーに経って居る。

最近定地地区制が改正せられしは菩: ぴに耐へな

い次第で) ( に之との結合が3|られねばならない。

( ハ〉 医制整理のｪｽｬ ｾｫ が単調 ・

制ーではないかとの問に劃して

之については第 l に建築の問題を悲げる 、即 ち

建築様式の単調なる事であって市内住居地に於け

る整理地の家屋が殆ど長屋建築なる fl 犬況であって

此 の事賓が土地 の設討を決定的にする。叉高塀を

繰らす事の多い事であ'る口之は長屋の外 1 戸建に

I V  1 8  
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あっても同傾向であり却って高級な物にあっては磁を此周監 lこ直接して持つ場合が相嘗 bこ

多い ｄ 之も叉歌米に見らる〉向 ｅｉｾ な敷地 ｩ ｜Ｍｬ 霊を妨げる ｬ つ＿こるをタえはない。

?Cに街路の美観J 二は如何。之も特殊の場所を?I 徐き普通の市街地家屋が街路景WffUての割問、

? こるを期待し得ない事は吾々の此J 二もなき悲しみである o I欲米の例 に見る主として配置さ

る可き建築物を封j照として街路或は康場の美的設計を扱ひ諭す・る様は只霊挺して之を彼岸

に眺なるのみである。勿論其の聞にも大きい例を? とれば日本の宮城と彼の宮殿 との差に於

げる様な本質的な民族性の差は嘗然に併せて考へられねばならないがo 太陽光線に縁遠く

青空きへも頭上に限らるべき土地柄に於ては、せめて街路上でなりと能以浪りの遠い通景

色大なる室の商積を路上に輿へる事がせめても の贈物?こり美翻ともなる 。只然ら ぎる場所

では街路と建築との問には更に美的効果を求め度し、。叉側面的t条件として望む所以である。

次に迷信の問題。敷地、従って道路の方向の問題である 。一面土地の手リ用」τ の閥係もあ

るがそれを超越しに問題でもあ石。之に行き首つては言ふ所を知らないのであって 、此虎

lこは只共の事宜主? 指摘する lこ留 めるが組、ては次のゼネレ { シヨンに待? こねばならなし、。

共に隣保共助の問題、近隣生活の閥係である D 日本に於りるそうしに生活要求の少い事

から来る住宅地設計への開聯である D 近隣生活的中心の要求が宜ー| 陪祉合になし、。 1百人寄

れば銭湯を造り、 1 千人守守れば云々の俗言は兎も角、日本には家族生活と岡家生活があっ

て祉合生活がないと稿せられる。批判ではなく只事費を記せば足る E その事が近隣計霊と

云つでも否々には縁遠〈響き単なる教 Ｑ 也『害 ｉｊ ｾ 等とし 、ょ、 言葉の 意味と同一に医剖整疋ＡｬＮなる

単一用語ーが通用、代用してしまよ、所以と祭せられる 。しか しなカ: ら近隣計聾の如何は普通

月Ji 謂都市計霊の目的とせられる純国外向教育上、自治行政J て多大の影響あるも の と信す' る

が一 ‘ 般には徐りそうしに捌心は持? これなし、口近時防空防設の必要から或は銃後運動の関係

から此の問題は特別の時代性を持つ様になり大| 仮ili では町千? を単位とする枇合運動力; 盛に

行はれるのは、それが

自治の興揚なりや隣保

共助なりやは兎も角、

注目すべき事柄と思」、

それ等の単位の大さは

如何様なれ、そうし Tこ

根本動力と地上計査と

が平官接 lこ結合しなげれ

ば充分の成果は望み離

かるべくナチスの施設

等が思ひ合される、 /J、

製佼翠位の仔在は普通 田中祉の境内が自! ，f ; J i X，市街の扶陪o補ふ例

t  9  I V 



国連 ＲＲ､［ 樹 立 鑓理 懇 ｕｾ ，辺諸 ､ 姉 Ａ 衰 えいニ第

市 内 近 隣 言 十 輩 の l 例

に認められて居ながら皐校位置決定に付種々法制の閥係上地J て計壷に際し大なる不便ある

は遺憾此上 ちなし、。之なくしては近隣計査の術ちなき筈である。 向又住居と陶! 古との分般

の少い事も地上青，- 葺を機能的にする大なる障害の l つ? こるを失はない。

之を要するに以上の記述は各般の行政上の生活上の意慾が版行せす綜合的に作用し初め

て成果を得可き事を強調し? こ。その中でも最も関係の深いのが、建築行政特に位宅政策で

ある。現在の如〈監腎行改1 ) 7ト功; x ; 策に於て先進閣に及ばぎるは最も遺憾であって 、闘

家的意固の殻現を望む事切なるものがある。( 今日の時局との閥係は自ら目 IJ とする) 真に

経となり緯となりといふ言葉が此聞に趨絡に嘗てはまる口以上徐りに一般都市の問題に入

り過ぎにかと思ふが生物匹割整理は直接都市音寺絡の楠成力? こりし立場はさりながら共の一

般的意義は都市の組織化にそしてそれは機能的有機的であらねばならぬ鮪にあり。而して

) V  2 0  



その目標法一般者!Ii ↑i 計設のそれの総てに及ぶ意義に於て l' 成にその縮| 品lであり一ーその然る

1境地は隣保生許可乃至は有時の組織的所勤特 lこ防誌のそれであり一一市して時代はそれの虫11

何が決して其の土地官地の如何? こるに li: まらす- 者!1-r11の公共の安寧に生活に直接せしむるに

至 つに のであって 、 者 ＱＱ 市構築の運替の市民生活の制、 ｾｾｊ 心が之に向りらるべき所以を決んで

戴けば幸甚であるロ 〈終〉

暴 風 時 の 避 難 小 屋 ( 北 米 ア ロ リ ダ 州)

(  E ugineeri ng  News- Record.  D ecembcr  8， 1938 より〉
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河 南 の 5表 落 考

一 一 一 一 ( 大 阪 府 南 河 内 側 千 早 村 ) 一 一一 一

千 早

亀 井 幸 次 郎

中 村 武 夫

日本の付帯の構成過程が、河演、 jI1T流、道路等に治ょ、て護達すべきものであると去五、事

が 、 楽落地理研究への常識とするならば、此慮に取り｟ ｉＭ Ｎｾｮ こ 山 間 の 来洛千早Ｎ Ｈ立 、疋に此の

常識を? 裏書するものであらう D

村落の形態は、かなり複雑である が、屯倉、問荘のあっ? こ所では、屯倉若しくは庄家等

が結合の中心軸らしいと謂はれて居る。そしてや ｪ の氏制 ｬ の枇ｻムもと村の近 ｦｾ の幽遼森 ｪ 設

なトJll 可'に建立されて あるのが普通で 、此底力: 居住地設展の中心黙であると内問博士の 日本

経尚史 lこ設かれて居るが、此鹿に取りあげに千平は上記のいづれにも腐さちJ るところの形

態ぞ構へて居る。が然しゅ強氏の設〈病牒の護展7踏 を11，11へ 明 詔 一 筋 町 で あ る D 官tL

ども此彪に新干の考祭を必要とするのは、千平城の存在力、、如何に此の IJ、邑の殻展叉 l川市j

成 に影響しにかと云ふ鮪である D

参謀本部の地岡を" ，. : 1 : : 華として、籍者の湖底/i' { f 許してい fこY けは¥邑の設展と城の干t:( l: と

は無関係であっ＿こと簡単に要約することがｾ｜ ｾｉＨ る。若し闘係があっ Ｗ こ と想像され る射があ

っfことするならば、それは千早抜築造の矯めに多数の建築関係の職人が此虚に位居しにの

で あらうと 云ふこと以外に想像きれなし、。専門外の筆者のか〉る漏断は頗る危険であるに

相速ないと思ふので、泊首の資料が蒐集されるまで、之れ以上の想像は中止するとして 、

現存する邑の地形及地勢等をあり のま 〉記述してみる。即ち此の千平と云ふ邑は千早 川に

滑i 、て自然に設展しに形態を備へて居 b、道路の連絡閥係より考察す れば、丁度 、富岡林

と五僚の間或は長野と五僚を織ぐ街道の 中間に位し、昔、 ! 日 の放程の 中食所の犠な 、 l  

時的の休息、を主としに所謂宿壌の様な位置にあ る口周囲が 山丘でかこまれ、勾配の梢々緩

い谷|制 lこ、 千年J 11 と街道ーに細長 〈沿って形成されに、所罰金剛山下にある J 11停邑で ある。

〈第 J I溢|及 第 2 闘参照〉

此のIJ、邑の背景をなす葛城山脈は篠山争を通じ、南は岩湧山に連 b て、大和、紀伊の閑界

となり、翠徴重々し〈深林を形成して居る 。 山聞には除流! 眠 bて飛泉をなし、筒抜- 瀧と云

」、のが即ち それである口これは 1名跡踊瀧とも謂ひ 、上下 2居をなして居る瀧である口上

註 I. 小-ff 5虫、町の資民形態、日本建築士 昭和 11. 3. 18年寄 3減
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の方の高さは約40尺、下の方の高さは約41 尺後も

ある主栴されて居る。又島瀧と云i 、のも あるが之

れは 2 分 3 れて 2 i庇となり 、その- - 方の高さは約

41尺位あるが他の一方は 6 尺前後で之れが敷居の

清H なり'舵視を極めて居る。以上の外 iこ赤瀧と云

ょ、のもあって60尺徐もあるのがあるが、何れも流

.tt 流れて千早}11 に入るのである。而も是等の清水

は境化極まりなき爆羽rU : なりその落ちる谷々は、

正面なるを千早谷、後方なるを風呂谷と稿し、北

の方 にあるのを北山谷又は金剛谷とも云ふ。そし

て南方にあるのを妙見谷主栴し、高所であるが稿ニ

泉に富み 、山|背lの清景とも云ふべき自然の魅力の

ある風致を形成し 、且つ此の谷|制に貼々と干' f . ; ( r : す

る民家が真に、 自然の繍巻物として、親しみのあ

る風景を構成して居る。

脊は此の千171.の清流に泊 i 、て桃、松i或は山闘; 関

等の花が咲き高しれ 、 これ等のＱＱｓ Ｑ から隠見する龍王ｾＺ

。
10  K m 

」旬ゆ

の民家のある千平の風景は、会 <7k檎のそれである D 従って夏 といは今秋といは守、多の

|日lでも此の鑓化ある風景を探勝すべ〈ハイカ{ の氷訪が総へ? こ事がないのは、 ' f j ! ; 然の事か

十早 対耐吐国
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も会 ｮ れ なし、。力 ＱＱ えて南海電車による将 ｪ 公 史 蹟巡りハイキングコ ー スのＺ在住 ｉ ｾ よろしきを得て

居るせいか、週末にかげで群小のハ イカ{ がしっきりなしに訪れる のである。

千 早 村 の 略 歴

大阪府全誌によれば、明治22年 4 月 l 日町村制の施行 に際し、千平村、京坂村、ノj 、1次村

吉年村、中津 Ｍ原村の Ｕ ケ村は昔時、同 ｬ 戸 長役場のｽ ｩｊ￮ ・ ｾｩ おＡ初出 ｴ であっ＿このが 、 地形及民情共

に合併する のを便なりとして 、 ＭＧ ＭＮＱＱ 己の各ＱＭ ｾｊ を合併して Ｑ ＫτＡ とし? こので、十j 名は、千平と云

i 、のは隠史上特に著名なる放を以ってその名を採りて千平ト! としにのであると。従って奮

千早村を始め共他の村は大字となり 、奮名はそのま〉字名となって越され? こもので、且つ

明治29年 4 月! 日に至り南河内郡に属する 事になっ? このであると記録されて居る。

字名 ' 千早g の曲家

此の千早と云』、のは、千剣破の換用にして、千葉屋又は茅和屋から盤化し? こものである

匙2

と大阪l付金誌に記銭されて居るが共の真i詩は l切かでない口付れども千171- 披にH O共の名が

よ〈世に停つに事は事賞である。

此の土地は、寛永元年より石川播膳守総長の領土也となり 、同氏世襲して若狭守線管 lこ歪

b、明治 2 年 6 月上地し? このである。依って下館藩の支配に移り 、明治 4 年 7 月14 日下飢

腕に改まり、同 11 月12目、更に堺鯨に管特となっ? このである。而して同! 揮にて医界の制定

あるに及び、同 5 年 2 月河内閣第29直に腐し、同 7 年 l 月22 日第 l 大臣、 61}、匝に改正 3

れ、同 4 月 13 日に共の 7 呑組に編入されにのである o I明治 9 年 12月 7 日に至り番組駿せち

れるに及び単に第 ! 大臣 6 ノj 、医となっ? このでゐる o その後明治 13年 4 月14 日古市1市役所内

に、同 4 月23 日には第 4 聯合に、そして同 14年 2 月 7 日には大阪府の管轄に特じにのであ

る。更に翌 日年 3 月 5 日には聯合を縦れて澗立し、同 17年 7 月 ! 日 第 12戸長役場の管ニ攻防:

域に編入されるなど様々な鐙濯を経て前記22年 4 月 ! 日、町村l ! i i J を施行されるに至つ? この

でゐる。註3

#;11ま大字千早の人口並に「面積下表の如くであると記鈍されて居る。四

大 字 | 恋 石 高 | 明治 8年攻正 | 明治 9年 ! L! I  ! 町村 llt リ施行| 町村営施行 |

|  | 有 利 地 反 ， 811 I  1 日現在人口 | 常時の反 jJ l( I 営時の人口 |  

千 早 1 101石800 1  15711lJ 3722 . 1  4i7人 1  1671l1J 9229 1  明 人

向最後に記録しておきにいのは、村民の生活 Ｗｕｾ 態である、詳細に調べれば必するしも俗耐

と云ふのではないかも失nれないが、筆者の調奈の範図内では、僻村であるにも拘らす・盟な

村落である様 tこ思へる。

I V  2 4  

詮 2. 大 阪 府 金 誌 第 4考会 203頁

註 3. 同

註 4. 同

上第 Ｔｾ 203頁一一226頁

上 第 H 会 231頁



即ち産業方耐としては、阿国に山林が多い ので 、 林業が主となる事は自然の ｉｾ 勢 ｔ ゐら

う。建築材料及共の他の木材として伐採される のは杉、柏等カ; 主- [ 、持又 lま裂の虫IJ き県本

等も多少は産出するが、之等は前者に比して脱< Ｑｾｲ ＨＱＩＩなも のでゐる。 此 の 外に焚 ＫＺｊ Ｎ ｩｊとし

て雑木の伐探も生活を維持して行 〈ところの村氏の主なる仕事の l つである 、何故なれば

冬期の伐保不可能な朋聞は、此の村では悲げて凍豆腐の製造に従事するので、是非とも多

量の燃料を必要 k するのである。そこで此の伐採されて貯蔵されである雑木が之等の燃料

として多 〈役立fこれる課である。であるから 1年を通じで冬期を除い? こ春夏杭の 3 ‘ ¥ー ズ

ンはいづれも林業に従事する事が、彼等村民各自の生計ーを樹てることになる のである。勿

論農耕地が全然ないと云ふ諜ではないが。之等は村氏の生活を維持する 上 には始んと役に

立? こない位い狭い商積しかないのである。であるから勢ひ村全韓が林業主? 主として行〈よ

り仕方がないのでゐる。

斯 〈の如〈農村産業に比較的悲まれてない衆消にしては此の千早の民家の造 T (J: .1- fl 首豪

華なものが多 いのである D 故にその鞘から判断しても 、全臆主して何庭とな〈裕縞な感じ

がす るのである D

大概な民家は、主家に離れ、 そして納屋に或は白壁の倉を備へて居るのが目に付く。そ

して是等の家の尚r 造材などは総粟材叉 l主様材と云ふ のがあり 、尺角飴の大黒柱を備へ? こ υ )

もあって劇る立仮な楠・のものが砂 〈ない。

勿論一筋邑であるから 、街道に治ふて旅宿設中食所と云つ? こ休息所の炉、或は叉院患のに

ぐひのノj 、資庄なども散在しないではないカ; 。長崎や、市阿林へ辺守る自動車道も完成して

居るので、( パスこそ未開通ではあるが〉、 タクシーがパスの代り に前記のnlr への連納交通

機胡としてがl 勤して居 To 村民は容易に町にト1 - ' ，る事: も 111来るのである。

是等の文化的利便が村落石? 容易に都合化し、或は娯楽休養機闘の献乏して居る 農村へ都

令的娯柴の刺戟3汁荒々進出せしめるのに重大な役割を? なして居るのである o e云ふのは、

比較的手近に都合的刺戟を之等の交通機関を利) 1 j することによって楽しむことも終易な詩

で、 自然村全髄に都千? 文化の影響力 Z行き亘る諜である。

以下に採録 し?こ スケツチ並に窮民は、 リボンデベロペメン 卜の形態を備へて居る j長谷の

小邑千l T!.f. J の詳細 を、文に代て説明して居る積りである。
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I]Y林と耕地の聞に敷地を

求めて存在する楽落 C千

平: l J i 1{ ，: t 止の山麓にめる倒) .

I V 2. 6  

五係主千早をつなぐ街道

に沿ふて護主主して所祁リ

Jh'・ンヂベロフ・メントなる

楽 7存( 千早事長i 1I : より O{.f鰍

しにもの〕

谷間の告H l. C- f - 平川交流

金剛谷よりの流れ〉 にi/r

ふて待状に延びてゐる衆

浴( 千平城土止より両方合

的服せるもの〉



千平城担1 : より- r - 平の渓谷 '  

に 衆 落 す る 色 合 的 敵 す

( 凶} j )

千 早 村 衆 説、渓 谷 の III JrX. 

念な傾斜地主雌 ｌ 住宅ｾｦＨ

Jjt，として;f IJJH ::< Jl て Ji :'る

素子会の ｪ 礼子｜｣Ｍ、 重大な 器ｾＤＡＮｾＺ

を Ｎ ｾへ るも のは 各民家 の

持つ!l;1.! 王j ; 家屋 の形態で め

る。

日大用の 共 同 ｾｫＷｊＨ 、 ｴ渓変谷よ

り竹 ｦ筒 Ｔ 等にて ｩ七消 ｴｊ荷Ａ号Ｇ￮ＷＮ氷 ｍ をｾｊｬ比 ｢ν ｕの J  

J呆止7氷')'c?汚m官臼11にこs導ι い てゐ る。 必

主遁II Iは土木製又 lは1冴凍{ 豆豆- 腐製巡

則の大釜の燦物等カ; 各メ〈

も去に備へ之れを J主7J ( ifi/ と

して舟るしのカ: 多 い。

2 7 1 v  



[  ート

I V  ｾ･＠

f31キ

手

主宰

長表空

ゑ?q

z  

1 I . ! 健地なる潟めに土地の傾斜せるを' 巧みに草IJJHして

住宅敷地を構築し、 そこに楽落合形成して居る例

〈金剛山への主主口附近〕



千早村、千平: ! . hもへの >(';:111

U にゐる駄菜子昆( 夕、( !

lJ:
1

; 屋 〉金掲1] 111

千平村民家の照H*， 、妥s 111

に 煙:nを巡り械のnl l ニlこ

は竹を械の l、n、? 二土、 m

り付げ根白惚o一 極 の従

6il i として耳11用してゐるな

ど、野趣に干: マんだilli 白い

感じな奥へる( 千早川に

iS' ふれ来民家〕

傾斜地合そのま、利用し

て住宅をi l l : T t : '1f 例でめ

る。( ) 云林吉氏宅渡部よ

り見上げ t: l ，の〉
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防 空 関 係 法 規 並 防 空 建 築 規 則 に 関 す る 講 演 抄

本協合 3 月例舎として 、去る 3 月16 目、協合f具 によって令の幕は切って溶きれ fこが、最も l時機に

機部室に於て、大阪府警察官E防空課長久下勝次氏 遁しに講演舎のこと、て、熱心なる総務者は関令

並 同昔日建築課長中 i零誠一郎氏を講師として招弘 前日正に令堂に充ち 、終始ー詩も聡き洩らすまじと

夫々雨氏の専門とされる 「防空関係法規に就て J の態勢を取 h、 まことに盛舎でみつ 1: 。雨 .Ei' ;講演

並「防空建築規則 に就て J i : の演題の下に講演舎 の概要を次に記録し御率考に資し皮ぃ。

が閲飽せられすこ。定刻本合常務{ 宇野良三民の挨拶

防 空 関 係 法 規 に 就 て

久 ' F  
勝 衣 氏

演題 lま「防空関係法規に就て J i : なって居りま ます o 而して 、空襲は地震、暴風t等の所苦闘天然 ftT.

すが 、 先つ Ｇ防空法と同法施 行令の槻要ｾｾｊｴ＼＼ 、 攻 袋と集り 、前以て之に謝する百十査を; 尽し準備を7 し

に夫等に規定されて居ります各項目に就き簡単に て置きましれならば之に図る被害を或る程皮迄防

説明致し皮いと尽ひます o 止程滅することが出来るのであります o 比の意l泳

言ふ誌もな〈康〈防空と謂へば、之を大 jjlJ して に於きまして| 坊空法では、防空の質施や之に闘し

検伍的防空即ち寧防空 u 自慢的防空RJ l ち闘民防空 て必要な段目0 ) とは資材にI l J ，I して、総て官民め防空言十

とに分かつことが出来るのでみりますが、雨者は 輩として之を樹立することになって居るのであり

徐にｾ符な連絡を最も必要とするのでめります。 まして、 この防空計鼓l立地方長官又は地方長官の

この闘民防空が防空法に規定されてゐる防空で、 指定する市町村長が防空委員舎の意見計数し之を

内務大阪の三t 管に廃する L のでゐりまして、共の 吉生定し内務大尽又は地方長官の認可を受げること

第 l 僚に、 「本法= 於テ防空卜稿写ユル内戦時又ノ、 が原則となって居りえす o このイ也、工場、縦 111、

事堅苦=1際シ航空機/ W: 襲こ囚日生ズイキ危害ヲ防 餓進等の規模大なる司工業単L l l . . は施設者にも必要と

止シヌ、ノ、之］因ル被害ヲ軽減［［＼ＮＩレｾ陸海軍Ｏ行 Ｗ 認めに場合には防空言十: i l E ぞ設定せしめ得ること、

防衛こ則牒シテ陸海軍以外ノ者ノ行 7 燈火管ililj 、 なって居りますo 向本rMに於きましでは地方長官

消防、防毒、泣難及救E基盤二比等こ陶シ必要ナル の指定する市町村長のみに限らす，、共の他の一般

歓級、遁信及報告 Ｗ 云 ｫｊ とありますやうにｾＱｉの l町村に謝してい防笠は図民全般のなすべき義務

行ふ防衛に則隠しなげればならぬのでめりますo であるとの制貼から、前者に準じて防空計箆全段

即ち軍防空も図民防空も園土防衛とい J 、大目的を 定するやうに致しで居るので tちります。而して、

以て夫々の分野に於て此の大目的主主成に逝込ーぜね 防空計jlf は毎年度之を設定すること、なって居り

ばならねのでありますo 例へば、防空段鵡! 立図民 大阪府でも目下昭和J 4 i p皮の案を字決定し、明後日

防空のカで行ム こ主にな って居 b ますが、之 lま闘 防空委員合の意見を徴する運びとなって居ります

民防空lま勿論寧防空開始の基礎をなすものでめり ーすこの機舎に警防図のことｾお話申上げます

まして、防空監澗は図民W. I . i 空業務の" ，でも最も軍 御承知の遁本年 l 月24 日に 制令第20鋭を以て警防

防空に旦 ＱｬｾＡￆすべき必要 のある事柄でゐります。 国令が公布され、警 ｾ￰ 図 ｬ ま防空 、Ｊ火消 防共の他

以上が、防空? 去に所繍防空の意義でゐりますが の警防に従事すること、規定されましれが、之は

之とても図民防空の全般を色合してゐるものでは 民間の自衛的の ｬｾ 恒でゐると同時に警察及市町村

な い 他 の 関 係 訟 法 規 例 へ l; f 市街地住築物法、都 の補助機闘でめり主して、之が質胞の践には従来

市計m法共の他の法令の蓮用、並に図民 の白主的 の消防組や防護閣が底止されること〉なつれので

自憶に倹1: ねばならぬ事柄が多く存するのでめり あります o 向この他に 、家庭防空組合 t 云ふのが
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ありますが、之は別に専門的の仕事を塗行すると に蛍 って絵人伝以て は代へ得ない所でめりますか

云ム仕組に はなって居りませんげれども 、各戸防 ら強制的に従事させる こと 、なってゐるのでめり

謎裁は自衛防設上最も必要な而して最も小さな図 ます。

健で d) 1) まして、英の組総等に就ては目下考究中 防空法の第 5il 来にl立地方長官が必要と認め i : 窃

であります。 合には防空言十 jff に基いて防空の質施上必要な散防

防空法に依って図民の行lまねばならぬ事項は、 資材{ f 笠備を命じ又は供用せしめ得 ること、な っ

前にも申上げましにやうに 、燈火管制、消防、 防 て居り 、同法施行令第 3僚に は尖の最冊目が列畿さ

毒、送量盤、救慈、監腕、活信、軍事報でありますが れて居ります。例へ11、劇場、診療所、育貨底、

図に於て管理旦する施設に閲する防空は官隊防空令 地下銭近、地下室のめる建物等には防毒、i盗難叉

に依って行ふことう されて居 ります 。叉、屡々法 は救誌に附して必要な設備資材を笠前lHt しめ得る

文中 にめらはれて居ります防空の宮町包とは敵機見え こと 》なって居 b、現在之に基いて防護室の築造

裂のｾあるとき一定の態勢を監へることで 、 之は 等をやって貰ってゐるのであります。其の他各般

陸海軍大臣の遁知 に基き 英の開始命令を 内務大臣 に亘って種々の設備資材の笠備を命じ得ることが

が出すことになって居ります。この命令がEませ C 規定されて居りますが、図庫補助の関係上質際に

れると先つ'防空位般に営るので ありま すが 、英の はさう津山t副首して居らな いのであります。

イ也の事項は必予しも直に' J l l : 施する 1必要はな いので 共の他、! 坊主の調査上必要のある場合 には尖の

めります。倒へば、燈火管制は警報が重量せられて 関係者より資材ぞ tPt さし i : 1) 、或l主幹定人全して

から之を安施すればよいのであります。 其の務所に立入り 之を検査せしめ得るやうにもな

防空訓練は従来防空演習と呼ばれてゐ? こもので って居りま す。

防空法第10採の規定に依 b、 内務大臣の命令 によ 以上が 防空法 にみ ら[ まれに内容と義務の概要で

って防空言Hl l : の設定者が之念行ふことを建前と l ゐります。この他 に防空法では、氏周の主主猪、損

てゐます。併し& 、十しも之に基かな〈てもよいの 失の補償、質裂の緋阪、或 I: i : 防空委員合、罰則、

でありますが、英の場合之 にwする賞用に 封す る 官隊防空、外地への施行、施行時期 に院] して必要

閣庫の補助が出ないのでゐります。 な規定が律せられて居りますが、之の御説明は}

防空法に依って一般に課せられれ義務は相嘗め 総省略し 、 次に防空 法 ｉｾ 規 定しである防空業務 に

りますが、夫等を簡単に御説明申上げます。先づ 就 いて申上げ皮いと J思ひま す。

第 l には、燈火管制j の質施にお する光の秘匿義務 防空監視 ; 車蛍 に配置されi: ¥l-，ii[t!t ll 官に於て敵航

であります。之は「燈火管制規則 J に依って、管 空機の監蹴を行ふ ことでみりますが、共の詳細は

制の種類、秘匿の方法、程度等を詳し〈規定され 省略致します。

て居りますが、防空法 lま他の法令の規定に拘もす・ 防空瞥幸自 宅5報の種類 には、警戒警報、 空襲警

光の秘匿を義務付げて居りますから 、海上衝突故 報並防護警報がゐります o 警戒警報 lま敵機来襲の

防法、道路取締令、 白動車取締令尖の他各種の勤 民める坊合、空襲警報 ｬｩ 敵機ｾ主主是の危険める場合

燈 に闘 す規定が あっても夫の燈火の管制] ケしなげ lこ、何れも陸海軍司令官に依ってを堂せられるので

ればならぬこと、なって居ります。防空軍E施の際 めりますが 、 其の体惑は迅漣且 Ｎｾ｜Ｑ 更を本旨としな

之 に港反 しに者は 300回以下の罰金、拘留又は科 げればならぬのでみります。特に空襲警報の待合

料に慮せられます。 は、警察電話、遮信電話、松設定訪を始めラデオ

吹は防空の笈施に従事する義務で、| 坊空法第 6 サイレン 、警 鐘、停令等を系統的に総動員して其

{ 際及同法施行令第 14峠に依 り、l醤飾、歯科聖書師、 の終始を周知せしめる こと 、致して居ります。こ

獣瞥師、薬剤師及宏被縮、防空言十蛮を設定す る大 の際之等に紛しし、音響並行;おを防止する然、大阪

規模の工場、事業場等の従業者等が之に色まれて /Hに於きましでは「警報類似行錯取締規則」なるも

居り 、倫叉防空に関する技能に付いて? 軒去の数育 のを制定してゐる次第であ ります 、向。防設警報と

訓練を受げ地方長官の定めに者にも適用し得るや は火災警報や又斯警報を諮ひ、何れも局古目的 のも

うになって居りますが之は現在は永Tご行lまれて舟 のでめります。

りません。瞥師等の所初待殊技能者lま防空の質施 燈火管告Ij 戦事町立事童話に際して、敵味方の勢
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カ相伯仲して居る場合等には、空襲は主 として従 ) 法でめりませう。

間を7期して行は れるものと 考へもれます。従って 消 防 空襲に依る火災は焼夷磁の落下に因る

燈火 の管制 は防空上最も肝要 な1. f ' i . ; 柄でみります o のが原則でありますから、其の火元は頗 る多数で

燈火管制に は所椅準備管制と警戒管制並空襲管制 めると宕倣さねばなりません。従って、家庭防空

がめります。準備管制とは、燈火管制規則の第 4 組合等による自衛消防で初期銀過する こと を主眼

僚に基いて、厳守 燈や門軒燈の如ｾ日常生活に左 とし、公設消防機関は肉己むを? 得ない場合に始め

程支障をt 1 ミれきな い燈火 を消して都市の傘光を? な で［ｬｾの機能をｾ揮すべきものであると究悟しなり

くする方法で、昨年敵機が我九州に羽毛飛しれ際大 ればなりません。之 lこt; t i s ! : 築物を燃え難いやうに

阪府 に於ても約 2週間ばか り質施 しれことがめケ 工夫する他、簡単な消防器具、貯水槽等の施設を9

之は皆様もよく御承知の遁であります。警戒管制 卒素から準備しておくことも肝要であります。

とはイ主間警戒警報がき聖せられてゐる際に行ム管制 防 毒 近〈成立致します警防固でー蓮り慮置

で遠方から都市の'，J i F r 在の鷲見を困難な らしめる目 の出来るやう言十重 ｈＧ 樹て、居りますが 、 忍築物ｾ

的で行ふものでゐります。空襲管制とは夜間空襲 始め各種施設を防毒的にすることが最も肝要で、

嘗報が脅すられてゐる際 に行ム管制で、 この場合 之ぱかしは設備なくしては何等防禦の方法はめり

は前の場合と集り l 燈をも j' . l ! ，らしではならないの ませんo 各極防穆器具の購入には慎重な選揮を必

でめります。先般の防空訓練の節大阪市上空を飛 要としますので、 r  1防毒資材取締規則」なるもの

行機で廻 りましれが、相官f の光が凡えもkt ご心細く が出て居り 、 本年の Ｖ 月以降は陸軍科書ｾＺ研究所の

感じれのでみります o J Vr う云ふ場。合、阪機 lま重要 検定授がないと 3まれないことになって居ります 。

な爆政目標金袋九し易いと同時に 、之によって封 殺 窓 私のj J で一定の計量を樹て pl 1' -最善の

地速度佐知 b空爆を容易な らしめること、なりま 策金研究中でめります。

す故 、 厳重に管制ｾしなげればなりません。 避 難 老幼、傷病者、不具者等の l 昔日を7除い

一般に燈火管制は、之に依って日常生活の不便 ては 、 溢革 ｦｾ は認め子、進んで図土防衛に営ること

や生産能率の低下ぞ来? こさないやうに心懸げねば 〉なって屑ります。

なりませんo 従って、卒業より 燈火管制に封する 以上で 、甚だ概略ではめ b ましにが防空法に 1m

殻術協殺を完成して詮〈必要がめ b、新にまE築物 する御説明を終ること〉致します。終りに 、 閣民

営建てる場合等は待に Jcの用心力: 肝要でめります 防空は決して防空法の運用のみを以て民金主7其rJす

一般の家庭にJ i 全ては、遡笛・な 1 ｾ哀を謎ぴ 、 之に防 ことが出来ないものでめりますから 、凡ゆる方面

議施設や燈火管制施設を施し 、ｾ ，ｾＧ e云ふ務合に からの御研究御賀行を切にお額ひ申上げます o 仰

はイ也の室のいらぬ燈火を消すと云ふ風にするのも 静E惑を感謝致します。

防 空 建 築 規 則 に 就 て

9コ 揮 誠 一 郎 氏

今般新し〈公布されましれ「防空建築規則 J に じ得るこ t 、なり、之に基いて今般の防空建築規

就て御言舌申上け' 皮いと思ひますが、先づ之の;規則 則が生れ7このであります。法の改正を見てから約

が出来るに至りましに怒過から申上げます。 1 ヶ年もか、ってこの規則が出ましにのは、何分

御承知の如〈、昨年 3 月26 日に市 街地磁築物法 我闘の都市は木迷惑築物の集閣でめるから 、外図

の l -<i sが 吹正され、英の第1 2 f t 華に、 「防空上 J e  の九潟しでは いげないと云ムので、火災資験等を

云ふ字句州立 し、り 、 従列曜築物の総i 1 t 設備又は数 やり一一 大 阪 駅ir の火災寅験もーすォ。ー役に立つに

地に 閲して主務大臣が命令を出し物・るのは衛生上 のでめりますが一一相蛍研究苦心ｾ重ね ｉ こからで

叉は保安上よりするのみであつれものが防空上命 めります。そして相常の成案営伴大ので、之か C，
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本格的に全 図の重要都市に施行される運びとなっ

1: のでめりま す。

オ正規則j の適用広域は、共の第 2 保の規定に依っ

て内務大臣が之を指定 す るのでめりま すが 、現夜

6 大都市 を? 含めて全閣の重要都市 19に適用される

こと、なってゐ る由でめります。

防空; t 築規則 lま金20ft祭及附則とよりなって居り

ますが、 その内容を概観しますと次の表の如くで

ありま す。

防空建築規則 l ljf 表

| 糊 |
内 ｾ＠

根 議|第 l 傑l市 街 地 建 築 物 糊 12保

適用区域| 第 2 傑| 制区域ノ指定

用語定義|第 3 燦 | 而 似 材、耐強構造、防諮扉

第 4 係 木造建物/ 防火構造

木造建物

第 511保 llili 際制限ノ軽減免除

第 6ft禁木造長屋/ 橋治

/ 防 火

第 7{保 準防火壁ノ i徳造

第 8{傑 木造建物ノ関口部ノ大キサ制限

第 9{傑

耐 強 構 造 ノ 屋 根 ト 炉 建 物、防|

議室ノ面積 |  

第 10憐

物防議室 ｊ 叉 ノ、半防諮室ヲ要スＩｾ建

第 11ft条 防謎施設備ヲ要 z ル建物

防謎施設 第 12ft祭

区劃セラルル部分ノ前 3 {保ノ; 自

用

第 13ft菜待殊建築物ノ l坊綾施設

第 14ft条 防護室ノ構造設備

第 15傑 準 l坊謎室ノ構造設備

第 16fl 革防設他殺ノ軽減苑除

第 17係 l坊技施設= 跡1スル命令

袋|第 18除| 建築物/ 俗袋

思 設|第 19憐| 石池 f :5' ::.-'YJ ノ地ド型殻

適用除外|第2吋 俄 糊 築 物 ノ 許 可

施行期日| 附則l昭和 14判 月 l 日

J1Il ち、本規則に規定されに事項の主なものは、

l 木造建物外周の防火構造に附するもの

2 防護室、防空壕用空地等人命防殺の施設に院J

するもの

3 m: 築物の俗設に関するもの

4 待殊重要施設の防殺に附す るもの

となって居りま す。共の各項目 に就き 簡単 に御説

日耳申上げます。第 111保及第 2{療に就ては般に申上

げえし 1: ので 、 その衣からお話し致します。

第 3 a革は用語の意義に闘しますし ο で、; ! t の第

l 減は耐火木材 に就て v めります。之は規則l に も

めりま すやうに内務大使が規絡を定め 、何れ日ホ

標準規絡にも持入される改定でめりますが、主t の

要領lま、高温度中に於ても霊堂焔燃焼せ十且長期早急

耐久7J ft: 有するものと考へられて居ります。筒、

この耐火木材は現在の所製産量がゆい僅 に東京

に 3合社( 内 I ( ま闘ド成立中〕が存在するのみで

ありますが、将来各地に多数設立 していにいき皮

いと考へて居りま す。

第 3僚の第 2 ｭ，ｾは床叉 ｬ ま屋根の機迭に就て ｶ あ

ります。イ! 主大惚の標準規絡を示し f こもので、l液

の厚さは40;ji' !I以上、餓とコンク リート の主' . 積比{ ま

0. 04以上で之には聖書筋の量全 L 加算し得ること、

なって居ります。主筋の間陥を 15粧以T とし 1: の

は小燥磁の直得以ドとし{ 受徹を抑制する郊に必要

なもので、上下の主筋を千鳥に到し 7こり繋筋を入

れることにしにのは衛星E際カを居者く分布せしめる

にめでめります。倫衛星Eの際のホ・ン] - ' " ; <. トレ; <. ( ま

不明でありますが 、 餓筋の端 ｦｴＺ 充分に曲りＧ綴手ｾ

厳重にしなげればJ j. 1 ; ません。餓筋を; 盗? 茸に熔接

するのも之が郊に大いに! 必要でめります。ロは共

のイ也の L のでめります。

第 3僚の第 H 哉はI防護扉に就ていめります。防

毒上糸花Ｚなことｾｾ、要とし、叉爆風や爆弾の破片

におして L 相官抵抗力ゐることを要求してゐるの

でゐりまして、 イの厚 3 粍と云ム数字! ま厚1 . 5 粍

の餓板ｾ雨側か ｃ ， めてることを 、 ロ｛立木造で相営

の強度五ナギ1・するものを 、ノ、 lま木製の繊板張のもの

を ＾ｲｾ 想、しにものでめります。

現在の我図都市の防衛には燐夷弾聖書策が最も必

要ーであります ｯ 造、速に之ｾＧ￟ｬＧ施するには、どうし

ても家庭防空組合の活動と相侠って之を7や C ねば

なりません。素人が容易に消し得るやう木造家屋

ｾ改修すると云ムのがｉｬ ｊｬ ち本規則の一目的でめり

まして、第 41!療が骨子となり 、第 5 僚には Jt・の軽

減兎除、第 6 僚が長屋、第 7僚が準l坊火壁、第 8

ｻ傑が関口の大きさの制限ｾ夫々規定してゐるので

めります。

第 4ft来の第 I ｾ頁 ｬ 立木造建物の外周の防火根底迭を

示しにもので、尖の貫主 l 鋭は外壁や炎出昔日、第 2

盟主l立百三や出入口 、第 3世話は屋根に就き夫々規定し
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て居ります。この規定は隣地魁界線又は幅員 4米 を云ふ意味でゐります。

永浦の道路の中心線よりの7](卒 R-e自r Dラi ' : 永?荷の位 。 第 6 僚から第 8{傑迄 ( j J J I] に御説明申上げること

置にある部分に適用されるものであります。この もないでせう。木造長震が第 4 jl保第 6保守併せ遁

第 l 放を見ますと 、 この場合lま準耐火構造に依る 周せらる〉ことは勿論でゐります。

ことをお1則として居 h、共の他の場合はこの茨に 以上は 、木造建物の外周の防火構訟であります

よること〉なって居ります。構法は 5 項目に. 8
1
] れ が、第 9 保以降第 16a条迄は 、耐強橋治、防護室、

又7 ] ( 卒距縦 2米未満のときと水平距離 2米以上の 準防謎室; J 1 ; の他の防謎施設又は空地に除i する規定

ときとに依って市'Jr浪に差があり 、前段には寸法か でめ b ます。第 9 係より第 II 係へ行くに従ひ! ( 方議

明示されて居り 、向7kZF- 距出: rt 0. 5米永渦のときは 施設の程度がi盛滅して参って居ります。

耐火木材 、石綿盤、金属板? : ' 使用し得ない ことh 第 9 僚は高暦の耐火建築物の屋根 lま之を而g単機

なって居ります。第 2 践のイは耐火木材の骨に金 迭としなげればならぬと云ふ規定でめりまして、

j蕗板、石料盤、綿入ガラェ等制荻込み又l主張附げ 其の最上階に集合室の虫nき床面積が大でめり而 L

T二戸を、 ロは木製の戸? : ' 金属板で完全に殺包しに 其の室に柱? : ' f f i : てることの出来ない場合には屋様

もの等を:'I泉想、しにものであります。第 3 披は屋根 の代りに床を耐強桃誌としさへすればよいこと、

を金属板で被覆するどげでは防火の;程度が充分で なって居ります。防護室の1百績を共の建物居室の

はめりませんので野地全防火的に構成すること に もれ} 以ヒとし? このは、英の建物の全員{ f j枚容する

よって之を? 補ふこと』しにのであります。 ものと考へてH' ，1二数字であ bます o

第Ｔｦｴ条の第 Ｒｾ 京Ａま、建物の高さ Ｔ 米を超過する 第 loa茶は前{ 床よ JJ t ，各種の程度が{ 氏〈なってゐ

場合、 この規定が隣地1限界線又は幅員 6 米米i向ーの る場合で 、一段の餓筋コンクリート或は餓骨滋筋

道路の中心線よりの7 k 卒距離 5米未満の位置にめ コンクリ ー ト造建築吻lま允づ之にU' 絞ること〉な

る部分に; 車用されることを定めれものであ b ます りまぜう。

道路に商しれ部分待に下階の部分[ ま消防力が比絞 第 11僚は木造又は鍛造の建物に餓筋コンクリ ー

的大であるので或程度絞とし、上階は火災延焼の ト巡の三宣伝巡るか或は念速に防空主義等? : ' 殺げ得る

仲介となる危険が多いので厳にしれのでめります 空地を? とるべきことを' 規定しれものでめります。

普泡一般に道路との関係からは適用営凡ない場合 1: とへ11海に成潤な さ足地が-(f. 在 して居つでも尖のf f i :

が多いのでありますが、隣地限界線からの水平距 物に院H系して{ 史ひ作る場合に限ることは云ふ iおも

出rt でひっか〉ることが多いのであります。J l . il ち、 ありません。

側面と背面が問題となる場合が多いのであります 第 12僚の;規定は貧際の場合に営って、個々の問

第4 { l 奈の第 3演は、同じ敷地内にある建物でも 題に Hl 挺霊に考慮し皮いと考へて居ります。

合計面積が 600卒方う| えを超過する場合には前E民主 第 131保[ 立公共用建物、 多数人の集止る建物、大

問機に取扱ふと云ムことを規定しにものでありま 規模な工場等は防空上重要でめります;潟、地つり長

す。 官が第 10僚や第 11僚の規定に準じて防波の施設営

第 5 僚は、土地の状況、建物の規模、建物前面 や らすことを HJ 来るやうにしにもので、 このゃう

の情態等によって、第 4{爆の制限? : ' 軽減又は免除 な注物の中には第 1011燦や第 I1僚に該蛍するものを

することが出氷ることを規定しれもので第 l 鋭か 含んでゐることは勿論であります。

ら第 Ｙ ｾ 涜迄にＮＸ Ｑ Ｑ れで居 ｢ ます。其の第 Ｑ o. 誌は今回 第 ＱＴ 僚は防総 ｾＱＱＮＩ 檎逃設備に附する規定であり

市街地建築物法施行令の吹正に伴って生れれ空地 ます。認んで字の虫nしでゐりますが一際御説明致

地院に日討するもので 、空地は夫自身防火上相嘗の します。第 l 誠の前室は収容室へのｴｉｾ入の際にも手

効果があるものと認みてゐる衣第でみります。第 五;1析が侵入し革r t . 1 . 、ゃう或は消費E等を行ムのに便利

2 誠に規定されてゐる小さな卒家建の建物は火災 なやう殺げるものでありますが、元来防護室は尖

の仲介となる探れ相蛍大なる場合がめりま すので の建物内の人の待滋場所として殺げられるのであ

場合によっては左下皇制限営軽減しな いつもりでゐ りますから 、尖の位置に依りましでは叉U議 事 者

りますo 第 5 Ｓｊ，ｾのＱｊｉｬ控のも走っちと云ふのは制限を Ｗ 受 が途中から逃込むことが先づ無いと考へられる怒

りるべき規準方向例へば隣地限界線よりの反封側 合もめりますので、か、る場合は節I室は不用でめ
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りませう。之が但替の意味であります o 第 2盟主の て1きりまし f こが、今度は防空建築一般指導要領の

牧容室の床 面積 100平方米と云ふのはJ j k 容人員約 中に兵の色彩、形態の標準が普かれること N 思ひ

100名密政想 して居ります。 l ケ所に多人数を牧 ます。この{様項中 に準備差是置と云ム文字がめりま

容 する 場合は被害を獄大し又混乱を来す民がめり すが、之lまJlIl に塗料・を鮪E 入する約束をして置りば

ますので、 このやう に商訟 を制限しにのでありま よいのか、或は今 直 に塗装し得 るやう に孤立潟の官|

すo 併 し、2F- 時の利用 上己 むを得な い場 合、而Bl' il 誌を ｾｩｬｩｩ めて置かねばならぬのか 、今 の所永だはっ

構造の完全 な場合、建物は大きくてもJ j k 容人員の きりして居りません。

見込の ｾい 接合等は但訟によってｦｬ［の限度を絞利 第 19憾の石油 F ンクは上空より最も目に着き易

されて居りま す。第 4誠には第 I1借以下の階に防 〈叉危敏性が大でめりますから 、 之を地下に ｾｭｬ￬ 宣

言使室を設げ る場合 には周壁となる外壁lま待に之を するとか或は遡蛍な防護方法を誌ぜしめる こ と、

堅固な構造 になすべきことを規定してめりますが なつれのであります。前僚も本僚も僚交は簡単で

之は 一般に地 中にはしサ 込 んfご爆視の爆破・威力は めりますが具飽的 に考へれば相営大きな 間短でめ

他 の務合 より 大 でゐるからでありま す。 ります。

第 15保 は準防護室の構3 f t 設備に附する 規定でゐ 以上で簡単ながら防空建築規則の御説明念総 b

b ますが、各獄 に於て御覧の主l i 9 防護力は前者じ ます。本規則 には地方長官の認定や裁量 に誠つに

比して小 となって居ります代 bに、床面積の限度 保項がまこと に多〈 、叉疑義の貼も砂れまみりま

の制限が前者より践となって居 h 之によって被 せん。何れ内務省営局としても rJ 坊さE建築規則指

筈を小範箇に局限しゃうとしてゐるのでみりどす 導要領 j をtHされ之等疑問の駄を' 解決せられる漁

第 16係、第 17僚は讃んで字の遁でみります。 定と承って居りますが、ー商一般建築家裕氏の御

第 1811保lま敵機の爆量産目標叉 lま誘導目僚となる );)t 研究御考究も大L、に期待して居るのであります。

める建物の( f S 袋に附する規定でめ b、 もとは白色 何卒都市防衛の目的を達成し得るやう皆様の御滋

又 lま明色に近い建物はし、げないと云ふやうになっ 助i ' お駅ひ致す次第でめります。

li労者五持議墳 が1 ( 五十音順〉

潟 野 新 一
大阪府警察部設築課・技師

上 出f 伊 一一
一

良1¥
静馬県系工築指導所長

組 チ|ニ 当ヰ 次 良1¥
犬阪府軍喜装集部建築課 ・技師 ・本協合常務

坂 本 怪
大阪府立西野田峨工ｾ校教総

新 名 極 夫
大阪市数育. 告sill 設課長 ・本協合常務

回 溢 右 1'1  大阪府土木部都市言| 宣言果 ・技師

中 キJ :li t  維 大阪府警察部建築課 ・際召 '1

'

藤 原 義 一 姫路市技師

郷 口 甚
τ

口

h-

大阪府立西野間職工若手校注築科長 ・本協合r. n労

本 多 定 道 大阪市教育部建設課設計係長

7じ 良 割l 大阪市土木部橋梁課 ・技師

森 口
清二

大阪府警察部設築謀

11J 口 正 京都市後絡諜

4  月 事虎
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新名一一一寸挨拶致します 、この度牧原さ ん と 準歩性、戒は j日円新らし L 、技術者の新天地として

桑原さんを初め ｩ 恥ｉｩｬからお ｾｉ ¥になっ l: j J 々をお迎 ililiiJHが我々の自liJ に展開し f このであり ますから 、 ぞ

へし土して 、いろい ろ U ji主な るお話' e@! lーに講演手? の新しい天地に Ｍｩ ｬＮｾどんなものがを ｴｴ 祭的に存ず干し

で承つ仁のでめりますが、 この機千? に般論者の代 て照る7 ; ' 。そういふ駄なども御質問してI貸さ土す

表的なっち々から i断州に 隙iする今少 し炎込んど質問 れば、雑誌にそれが殺って各殺者に波つにl侍に誼

ｾｲｈ して項き 、 これに 笠原さんや桑原さん に答へ 者は そ れによって非常に新らし ｌ 、 、 他で ｉｾ 日く こ と

で頂いてそれを「建築と社合」の 沼事に し7こL 、ι の ｮｾ 来ない満洲をば「建築とｩ￭､Ｚ令」を ＿ 主主じて現 ＡＴ ヰ

訟のい、ごとそ考へまして講演併の後に時間五? と刻 することカ勺IH! ミるんぢゃないか。と 、かう忠ひま

いて頂くやうにお願ひ致し まし 1: 島、御 決諾念行 すか ら、 どうぞそんな心算でどしどし御質問 をお

よして、連 日の御旋行でお絞れに拘りませ宇御/ 1 '1 願ひ iおし ます。殊に今 Iぬお集りになっ 1: 方々のな

席を件まして私 主 主「建築と祉令」の編中 ｩｾ に ｈｾ るも かには宮本さん、山崎さん及置躍さ ん と云つ1: 、

のにとりまして非常にギf 難〈感謝してゐる次第で 嘗てのペテランから A守派のペテラン? こる人々 11O1

めりま す。 論、業界の相営なエタ λ パ ー トカ:多〈集って} 苦り

i筒測に隣iす る一般的の ことに ついて は岐に講演 ますか ら、. それぞれの御質問が出来るんぢゃな い

合で充分に伺って居り ますのでこの席ではも少し かと思ひます。何卒私の越機織暴のめる進行を許

突っ込んTご皆様が平生から 漏rJHについて伺ひ 1: "、 して] 支きまして誌を迅速に准め 1:" 、と存じます。

と思って居 られ ることが多々ゐり 土せ うか ら、 さ 先づそのな休に於きまして建築協合の常務をして

ういふ駄について笠原さん、桑ー原さんその他お凡 居られます松井さんに一つ御質問阪ひ ＱＺｾ 、 と思ひ

えになってゐる j J k の御意凡i t ' 1ji] ひ 1:" 、t 思ひま ます。

す 。時 間 Ｑ ＱＮ， 散りゐ り ょせぬので 、 ｉｉＧｪ �Ａ ｾ る丈簡 潔 に 松井一一早速御指名を されまして恐縮致しま す

叉可なり御蓮l必のない民主をお聞きドさること金お 先住から 御講演 を 似つに のでめ り ま すが 、 湖 ｩｾｈ 遍

阪い致しま す。進行[ 系に亀井さんをお願ひし ず: " 、 の Ｕ ケ ＯＧ ｉ ｾ 言ｲ［ ｬＺＺ といふ ｌ のが今度の 文那 事 縫で新 ＱＺ

と思ひ ます。 に 5 ヶ年計311中の御改正をなってい らっしゃるの

亀井一一拡が「遂行{ 系を J C云ふのは立ことに でめ りませう力、 それとも元より満州闘を往殺さ

柄にない のでめりよ す。今 夕の司令者? こる新名潤 れ1: 常時にお考へになって居つにその事業を今お

はまことに人の白干し、鮎 11多々ゐりますが、 こんな 認になっ十や うな要領でお準みになっ てゐ るんでt

伎な場合になり ますと夜、には頗る人の悲し、存在に すか、 その貼が一寸伺ひ1: いですが

なりまして、い つで L 困難な蕗 l土僕にさせるので 笠原一一大惚の こ主主? 申し ますと 満洲 5 ヶ/'1'- IT I  

すが、併し友達? こる新名君へのサ ーピスと して ベ )j{: c中し まするのは、尚干州に於げる資源開授を目

見トを塾して進行係の役口を 、 は＿二し ＱＺｾ 、と 存じ 的とすること は? 吉然でごさ' います力、 これ lまJ柄i!H

ますが、時間の跡11系ヒ先をだ、ぎま すので若，午域全長 司玲塁後勿論建国以後何年頃でしれか 2・3 年か ら間

越憾の態度はあらかじめおー許しをして項 き7こし、 こ L なくにつ? こ と忠ひ ますカ; 、 それが愈々兵開化さ

と、初からお願ひする次第でめります。ぞれから れにのは 、L 、つかな ，El't徳 4 ｾｉ 二に決めてか、っ ＱＺＱ し

久御指名申上lグまし 1: らば以i践と御法J，[( なく 、建 ですが、北文事鑓の進展と 共に成徳 5 ｾ ｉ 二 に相岱Ｇ修

設途上にゐる我が閣の刻1 ＼ 、 磁石 ｅ 的に 、 ｩｾ ｐ 質問ｻｦ ｊｅｾ して居ります。産業 Ｕ ヶ年計 三 ｩｅ の内容とい ふ

願ひれ いと思ひ ます。げれど L 先住司命者の新名 しのはよく新聞な どに 査を表して居りま すか ら、今

さんからお認のあつれやう に、 この 4 m戒の「往 年が修iF. f;十i l l :の第 2年目に常1 . ，深です。 銭 につい

築と社合 」の原稿に する 心算なんでごさ、 、ますか ていひま すれば、銑銭0 0 0高I額、銅 塊0 0 01お

ら、T24めその心: : l t ' e 以て先つ泌ilil の法築或[ 土建築 1m、鋼 材0 0 0湖、石炭、電力、パルプ、腹、米

園策 1-. の満i! i ! の考1 i といふやうな大風呂敷から段 金 、 小量匹 、 大姿 、 大豆 、 粟 、 高 ＱＲ 、玉 ｾＮＮｪ 黍といふ

々小 さくして行 く 、 と去っ ｴ Ｚ ，尚 子に話題をｾ 1... 顕ひ やうないろ いろのものに約して日擦の分設を決め

，1; 仁げにいと存じよす。それ/ J ' C先恕桑原さんの て重まえして Ｉｾり よ す。

お話にゐつ 1: や うな i背ji !Hが建築技術者の臨給 卜内 松井一一イ1難うとき、 、まし1: ，結局計i ! f れ、ふ

地と非常 に濯ってゐる t 云つ 1: や うな結、及その のが} . ! ! : らにも日樋的にも少し頑張って、技術者を要
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* する事情になっれといふ l汗1です均・

笠井一ー さうでごれ、 土す、初めかん必要 な ']i :

t:t.角耳切 って} 去っ1: のでゐり上すりれども 、段々や

って行き土 すと、 3凡今の白11<  Ｉｾりな いこ とが卵 ｪ 然

として疎まして、 これは私が常事者でめりませね

からよ〈 解り ませぬげれど い やIでも尚洲岡政府

主こちらの政府と協定全して本年確か0 0 0 0閲

科要るとい ふことが新聞 にInて府りまし 1:
0

松井一一どうも有罪!E うこさ、、 よし? 二。

亀井ーー なかなか図星をつ い1:御質問で、言rl は

い政JM'ii古局に営る 1滞 i:!H恨11のカでは誠令に於げる政

府空宇鮮の如 く ヒ手に遺伝・に、逃げられれゃうで すり

れど い 幾 ら逃げても質問{ f な さるfi ¥l lは無制限な

ので すから御遠慮な い えで すか ら、而 L お J i . 往築

す、今巡っ 1: 新らし い L のでも満洲の延長と いっ

て ｌ ぃ 、と忠ひ土すカ Ｚ 、 これに封して近代のｾ築

仕入h l ーのは御( ( . じの主l ! ｾ＠ Ｎ ｉｾ 俄時代のロシヤのをｉｴ

築、品iteZl時代の 11 本の建築と云つ1:;Ol で、 どちら

も相f1; 研究されて: u : 疋なる文献を? 逃して舟られま

して、今満洲に行ってゐ る日本の建築家は先つ'現

在 日本で拳んで居つ 1: 知識の外 lこ、既設のロシヤ

乃至渦・俄時代の経験、 さう いふものを 元に してや

って居 る認でめり ますが、何時代の進歩或l主主幹術

の: ; j f ; 歩等にこれを合せて研究すべきことは非常に

どっさりめると忠ひます。それで砿共 L 従来さう

いムカ1可に研究を志してゐるのでゐり ますげれど

も、例へば各令祉の倍絡の機闘 に しましでもーカ

で仕事をし乍 らーカで研究して行かうといふこと

家? ごげと云ム言回はい内輪なんですか ら、短〈打ち はもldご六ケ数しいことでありますので 、い ろいろ

くつろいfご糸持で、お答へは笠原、桑原雨民 によ 考へに末、か、る問題を科皐的に鬼裂して行く必

るコン ピでお舎しますから 、遠慮なく御質問 を顕 要上、後ねてから満洲闘では線、て科豊島的の研究、

ひます。

笠原一 ＭＵ ヶ年 計裂の詳し ｌ 、ことは ｜ ｾｴｾ 、れも の

があり ますか ら比良に置いて行き ませ う。

桑原一一 それは鍛工部門、音産古1¥1' 司、交説、移

民 さういっ 1: Ｑ，のを或目的自＿決めて康徳 Ｔｾｬ ｯ Ｆ に

立案して、 それから 5年間にやる 、 それが し、かね

といふ開で 、1[ (， に修正を加 lへてその敏哉を ゴ1; 常

に精し仁、 その 数量は H綬丈でめ るとい へばいへ

ますげれども 、 これを後で 談まれ1: ゾ51); ｾ、 、でせ

う、冗長になりますから。

亀井一ーではこの間l満洲を校行されていろいろ

御感想のゐ る答の中 深さんから 利か御質問がめり

ましにも 結構と思ひ ます。

中濃一一 それでは。御指名ぞ受げ れので すが今

映r. ' I {f 凡せて項き まし て、 それを「 凡て舟り まする

と、先年j再任.lt:.で術1州全凡せてmいにこと を思 /¥-1，し

て 、 うっとりとして府つれやうな ［ｾＱ でみります ｯ

fPj か御質問はないかといふ'やうな ことで めりま す

が、先寝床いろいろ御質問になって舟るやうなこ

とI，' i f l 複する供がめり まし仁ので控え? 二し 、と 思ひ

ますが、最近新聞か乃至はi断州の建築fごつれと 忠

ひますが、満洲に於て金融機側{ f { i l l か こしらへ る

といふおー認があつれゃうですが、若し重複して居

りませ ，t で しれ らイji] かその過のことについてお尋

ね中上げいれし ＱＺ ｾ 、と思ひます。

笠原一一満洲の在来の建築と申し ますれば大惚

日本の建築の延長と いってもよかっれと思ふんで
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何と申しますかサイェ ｹ チックリサ ー チ念行 ふ ｪ ｾ

めの研究機闘 として科塁手院と いムのが創設されて

ゐります。院長[ ま今} 込豊島| 専士で有名な鈴木梅太郎

氏が院長になって居られますが、現在i =. としてや

って居るのは炭産物の科書罪的、生産的の研究が主

なゃうでみりますりれども 、収に土木方面などの

研究機闘も多いので 、ヌド!. I三も いろいろ建築の研究

に資すると L、ふ ので、経常技研究l'( {f 8，見町佐官l

いて居り ます。人民 lまh任の研究官と奏任 2 入、

数名の研究者が舟りまして、今年からは建築の衛

生方面、格治j J 菌、材料似絡方面に亘って調査を

初めることになっ て居りま す。 入謎については n

本から是非巡包Ｇな人制 卸 推薦願ひ ＱＺｾ 、 と忠ひまし

て述築皐台、大皐j J 面に交渉して大惚その fBl最近

に決 ると思っ て舟り ます。

中濃一一暦年で すね 、今年の 1jl からで すね

桑原一一官民主主は 1 )J からとってめ りますが、入

力［布 ｾｉ まな ｌ 、。

亀井一- c' う1.， .f i 難うご さ' い ましに。次 li tu:隠

さん、民間の事務所経倍ご1". としてや'j にか l つ御質

問自?お願ひし ますo

置g - 初めのお話で0 0 00 瓜闘に近い漁u

の L のを僅か 300人のj J がその衡に営って居られ

ると聞き ましれが、い き' 監督となるとそれでは 11'，

旅ぬ L 忠ひま す、 何かL、、 j J 法{ f 講じて居 られま

すか、も l つは工事期限l をも少し長 4 やる }.1法を?

とって居られま すかどうか



笠原一一弘 の説明が惑かつ 7・か、O O O OfJ i; 闘

とL 、ょ、 数字を /¥11 しましれのは政府の土木住築事業

全部の話でめり土して、今tぜ毒事ねの主として彩、の

1i の所管してゐる岱絡の )i は大鵠 300 人と L、ふこ

とになって居り よす。もう少し府へるかも 針iれ土

せんが、詳しいこ主 は桑原君から

桑原一一 図政支緋の本年度事業要求0 0 0 071.¥

問、繰 越 約0 0 0瓜回、oooom;回! 立地カ費支

参事の分で直接弘のつぢは先主IJ . : t o - 話しにやうに統制段

替をするといふので 、地っちに恭天省、 ノ、ノレピン省

吉林省に最近管繕課ｾ置き ＱＶ 省の内の ｦ 也の省には

管縫係 H 、ふ L のを置いてそこにキ自営のm築屋を

置いてゐるのでめります 、勿論今 lま足らないです

が、定員はめ ります、 その方 lま大綾地] J J. ' l _支排で

大穏やらうと思って居 ります。而して例へば 5;0; 

問、 101巡回以上の頒のものは本局に届出す' べし と

いふので本局 t: l 大慢の大綱の指導監督自? やって居

りま すので 、直接工事を設計し段督するのは0 0

0 0前回の]3に繰越し ますので 、約 300人でやっ

て居りますが、 それが足らないので約 100名ばか

り人が欲しいと忠ムのであります。それからかう

いふことになって居 ります。珠算が決まればその

聞に全員が仕事にか h って設計全する 、 その後 4

J l 頃から工事の初め られ る蕗に地] j の現場 にその

言宣言十ｾ￬，って ｮｾ て行く 、 地力でやる仕事 ｴ Ｚｬ国投支

耕のものと 、 地方ＱＧＨ文勢のものとある 、 図 Ｑｾ 文坊

のものは' a ; 然巾うたから修繕需品局のものがu って

やります。但しその内で橡算の小さいもので地方

に委してい 3 といふやうなものは設計を中央でや

って段替を地方に委せるのや或は全部を地ゾJ でや

ると云ふの L ある。但し人の足りない場合 ti 立任

はこちらカ: 寅ふて、技術員全出張の形で『忠義にや

るといふやうな ｝ｊ 法ｾとって舟ります。偉レ人 ｬ 土

中央に居ります。げれども 、新京市内の宅Ji 坊を有J

めとして各地1i に現場段督に行きます。

置盛一一冬期l問の工期延長はどうでせう。

桑原一一 それは大陸科塁手の研究材料になってゐ

ます 、工事力法をアルミナ資源、等制克って 防 寒材

凡? こやうなしのをやってゐる蕗もあります。グト閣

の例を見ると '1' に主主房を置いてやって居つ' 1 : り 、

砂利を温めれ1 ) ，j易自? 使つ? こりしてゐよすが、併

し湯ｾ使つに盛はめるやうですが 、 砂利まで ￬ ￆＮ め

てやってゐる昆はないゃうです。府米は大L 、に さ

ういふ ことも研究しなげればならぬと思ってゐま

す。金 L 要るし施工も困難なのでも少し科書喜的に

主主礎伝授いれものを研究して11い1: l 、と思ってゐ

ます o ｾ Ｇ前紛れま極く寒い ｬ 侍 に Ｚｪｬ､Ｑｾ な い ｴ いふことの

よなるものは水力: 解げないと云ふことで 、M カ・い

、] j 法 l士な L、かと考へまして顔料の副産物のペン

テツタ λ 見 7こやうなものを? 使って行つにものもあ

るやうでめる。現在でし高梁のま〉をｾ 7

0

レツスし

て、針金でゅはへ? こもので 、 それが 3 尺 に 6 尺位

投の大きさ位のものj; q l' l 来てゐるやうです 、 それ

を; 直営に切って一時的には現場小屋見? こやうなも

のを作つ? こ努合は先つ' 効果がめるやうです 、一 般

民間でそれを用ゐるのは、 まTごし 、ろいろ工夫が要

ると恩ふ。際聞から風が入りますから 、 さう いふ

ものもど うしてい 〉か後々大いに工夫す る必要が

あ る。

置盛一一銭材は殆ど? 酎州で白給出来るやうに聞

きましれが、 内地に主主ることが出来ますか。

笠原一一五十鼓をして居ります 、 それが うヶ年計

支の大きな i つの目標になってゐ ます。

置盛一- 5ヶ年以内に線、ての建築材料がn'，* る

やうになりますか

笠原一一銭材と申しましでも銑銭は大後遺って

ゐますげれども 、建築に直ぐ使はれる L のは少い

のです。

桑原一一将来それを巡るらしいです 、 5 ヶ年計

五で。

笠原一一ー銭の建築材全こしらへる浮です。 口本

とあべ こベ に織でなげれば家主? 建て川れ 、かんと

いふやうな ことになるかも知れ向。

置盛一一ー 内地と比べてｾ物の 償 絡はどんな綾子

でせうか、一般原京造、餓筋コ y ク リート 造、 同

じ程度のものと比較して O

笠原一一それに童話しでも考へて居ますが、 どれ

位のものになりますかね。

桑 原一一個々の物{ 貨は比] j の物僚と比較HHk ま

すが、建物全慢となりますし中央管衡の{ 刷会カ:

幾らで H ll 列( '1: 、 U本のそれに相' & ; . する内務省、返

信省が幾乙で III*r こといふ比較なら恐ら <m来ま

ぜうが、向ふの '1' *守衛{ ま l 昨年で坪めにり2 f - 米

75四fごつ 7こんです。それから今年度は95闘でしに

それで '1' 央管衝は 3 'if U&おくなりますかね

笠 原一ーセメ Y トなんか統制値段で資ってゐる

んでせうね。

桑原ーー セメント は比] J C 幾ら主主ひま すか、向
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ふ l立大分工場が主主って燥火なチャンと積Il で行く もの 、:兵是はどの位であるか。満州国の建物のr I '

んですから坪常り幾らとい」、のではーす比較にな で大根中央 管衡といふものが本? 首に 1- 11床上がつ 1:

らｾＮｬￌＺ忠ひ土寸 。 大関 ＱＱＰ 閲 ｴｬｬ の見詰でし ＱＺ 力、 ｣ ものが、閣務院、治安院、交遁昔日、新京高等法院

俄材はi悩洲セ lま製鋼所を巡って、 それは Ui術商事 ・・ ・ 日本で言へば師走主列所ーから大普段までめる・

といふのが酎給して照りますが、値段も統制にな いそれに検事局までスツカリ入ってゐる高等の司

って大惚政府関係でかH1 てE互いますのは噸 220国 法院i係の法院、それから司法部'似合、それと現に

で先づ軍官待需といふ風に上から順々に副給して 警察部隊舎が本建築が工事中です。 これにげは大

順序を決めて飢給して舟りますから民間 には治ど 健中央管衡として行亘って居るのでありますが、

貰へなし、 o A イ也 に約来遊らなりればならぬといふのは産業部

笠 原一一日本 1， r合ど同じゃうに各方面で本年の 際 会、こ れは現: 在めります隊舎は半永久的のもの

必要とする蚊量を抑へて、それで計ｾＺ哀を長年へて です。中央管衡の中で綿務臓の外局脳会、これは

今 度 ど れ1:' げ餓がとれるか、 セメン トがE揺ら位供 財務局主力、立法院さう言つれもの t 一緒に港湾局

給するか、木材合どの位供給するか、大抵見嘗を これも今工事中で ありますが、 これを仮脳会は工

つ付てそれにイたって各要求の必要な方面にド‘ ン F、 事中で本脱会は将来これを産業部の外局で林野周

ン5J 1J VJ' てゐって、 ぞれど l 年 4 回に別げて 3 ヶ月 であるとか或は畜産局、水力電気局、 さういつに

毎 に西日給をやって行〈と言ふんですから非常にヤ ものを入れると産業部の外局といふのがあります

ヤコしいです。 この聡舎も目下侭ｾ［｛｜合を建築中です。それから仮

亀井一一 どうも ;帥 ft うごぎし、ましれ、 漣記の都 際会主言つでも比方のパラック主主てのやうなもの

合でお容は l 人 l 入にお願ひし 1: 0、と応いま -j 0  ではな〈煉叉遣で λ ヲプ鍛筋コシタリ ー トでやっ

同様に質問もとぎれとき勺:11にならない様に願いま てゐる 2 階 建 て ヘ 普 湿 向 ム の 脱 会 は 大 館 4 階往

す。二次は内外木材で住宅のブ3 をやって皮ーられます てを以て基準として居ります o ｦ 医師 ｅ 舎は銭ｾｾＥｾ使

松本さんに 、住宅のj :i llii からの御質問がめれば結 はす' に 2 階慾です、ぞれから尖他に将旅恐ら〈替

相年と忠、ひます o 繕準備局ゐ 1: りに脱会も主主てなげれぱL 、かぬでせ

松本一一 先程桑桑. 原さんのオお，，' 話話a を伝?浮承に b まし? れこ時に うしい、 それカか、ら民政音部 ￟ｾ 泌 ｩ岱 ｴ 舎 、 さうj ｾ、つ＿仁Ｚのカが［ノぐラ

今日まで i拘愉

4物おの名稀 Eを?イ伺司ひ主し?二匂。主司事j巨手宮賞E仔平松L も1， 1時E侍F々凡ゼてI頂頁い ら郵政品絞総忠忠、局と 1い，バ、ふのカが; 王交ミ遁音部日の中に一緒に入つて

て居りますカ tヘ、よ持iほ奇封米E友手邦H詰尚尚自高. 洲閤政}府F付f として誌りど 居りま す。これも建てなりればL、かぬと忠ひます

うしでも政府の機闘として必要な遺物が今日まで 共他本! i : : ¥合 t して中央管衡に腐するものは大惚そ

山氷上って舟りまする是はどういふ具合になって んなものでせう。恐ら〈全飽から言ふと牟分は 111

舟りますか、結局叉尚洲図政府として必要な建物 来てゐないと思ひます 、 それから地方の各脳会 lま

は これこ れだが、尖中これfごり主主て h 居ると いふ 16省の中出 来てゐるのが殆ど 2 つ 3 つで 、 ぞれも

やうな闘係はどういふやうになって居りま すか、 ｬ 部分 ｈｾ 米てゐるのでめります、現在の人員にし

それを l っと 、今 l つは 5 ヶ年 間言|錠と いふ色々 でも入り切れない情) 習ですから 、7ごん? ごんさうい

の内容のつfillii のことをチヨイチヨイ伺って居 h ま ふ L のも治って行かなげればならぬ。又塁手校と い

すが 、 Ｕ ヶ年計 ｾｾｦ ｩＳ ＧＱＺ すＧに今日 Ｕ ヶ年計箆の完 ふのが殆ど主事校らしい翠校が出来てゐな L、、 今 工

了しない情躍に於きまして、i術洲図ばかりでな〈 事中で健闘大豊島といふのがめりますが、i-&. 科 l 年

して洲洲方面として使います建築用材料の中で 、 位しか入れぬやうな程度で本科 Ｓ 年あります ｯｾ

どうしても資源ｾ内地に仰がなげれば宇らぬもの 園大筆、 それから瞥科大星野、今年から図立大率、

がめると忍ふ o np ち阿税障壁を乗越へでも内地か 航空技術員養成 ｽｾｲ といっ ＱＺ ものが新京と泰夫にみ

ら仰がなげればならぬにもうといふ重要な材料及 りますが、やっと新京が去年か必着手しれ丈で 、

J t名手梓Tごりでも結構ですイRJ ひ 1: ぃ。以t 2 財に就 之亦 2 ヶ年の日子を要する。それから司王天のカが

てお伺い数します。 今年から初める こ とになってゐます。金揃から云

桑原一一只今の御質問は i耐州園政府の逃つにも へは' 警察官の総合であるとか、或は郵便局でめる

のは相首重要だが、 ま1:' これから造らねばならぬ とか、専資局でめるとか、法院さういつれもので
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Ｑ ＱＧ， ＧＪＱＺ のは殆ど ｬ 音｜ｾでめって、純米 ｻｩｩｊ Ｍ ｜ＭＡＮＱ 三か、つ 共にも そのせめの一端はあ るのですが、我が闘の

でも 、やり切れない伎の後絡の[ 士;<t ..(ま勾，!.f. f，J じf主 役人主 いふものがめまりにその駄に附しでは怠慢

綴〈と思ひます 。現に毎年各部周から要求して氷 ではなかっれかといふ こC: ! ' 感じる。それにつ い

る額はO O OO !i :i 閃から O依 闘に 主主する綴でめり では時々俗井君等ｾつかまへて議論をＧするもので

ます。そ れで大惚毎年0 0 0 0前四位し か4手作 々 すから、かういふ質問を課せられ、貸1: I . 迷惑して

々事業要求が出て氷るのに工事をやらないのです ゐる揮です。で、穏 としましでもさういふ大きな

から 、ず，っと毎年矧いで来ると思ひます o 倫尚州 話題ぞ今持 ｉｉｾ す税貿は ｩ 前洲 とい ふものにつ い ての

は日本と迷って内容の方が先に出来るんです 、線 認識は深めて居りませんので、御期待に/ ，'; 1]; 、ゃう

で建物 lまな いのに皐校が出耳石て生徒を募集する。 な質ｉＱｬ ｪＨ まｦ｜｜￞ｾなか ι うと忠ひます。只先程一寸局

5 ういふのが非常に多L、、 それで畢 生 lま何匙力、仮 長のお話の聞に尚治iの土建協命力;約O 億近くa ' 消

脳会かバラ ックに でも収容されてゐる。見に角内 化し作る能力がめると 、かうおっしゃっ1: と忠ひ

容が先 に出来るといふ始末で、l必然的に他民主の民主 主す。彪がその次のお言葉の内に 、 その内の約 6

舎を借りにりするのでめる。建物が後から返っか 制位は建築能力丈で出来るので、後の 4制位とい

りで行〈ん fごと いふやうなのが貌在の尚砂Hの状態 ふもの、建築能力は輸入に仰し、 でゐる。と 、 そこ

ですから 、後絡工事といふものはこ、何年といふ で私はそのおー言紫につい て非常 に深く印象企受付

ことを決めす' に永久に綴 〈ものと思って差支ない れものですから 、先程からいろいろと考へてゐ仁

と忠ひま す。 のでめります。拡自身の考がま Tご徹底しない潟に

それから第 2 の内地に仰がねばならない材料と 多少矛盾を感十る結もめるのでめりま寸 げれども

してはん ーフ イング、金具類等が主な L のでせう その鮎卒i立に御IIt 撲を譲るとして、ォバ司ο して見

亀井一一満洲建物の稲々相i : し、つれ類の御説明 1: L、と忠ひますことは、局長台、断州の凡ゆる j J 面

で 、 満州の建物 Ｗ ・ロパー のお ｩｩｩ 舌ｾ承りまし＿二。只 のことについて統制の元締をやって居られます。

今のお話によ りますと 、制J州図ではやってもやっ そのお話か ら一寸受げます印象 l主、いは v 只、物

て L やり怒せない程の建築の仕事があるとするな 的資源の閲 授と いふこと丈でなく 、勿論常商の自

らは' 、建築に附! する限 h これに要する人的資源 擦もそれでめりま すから 、 そこに 行くのも無理は

も1il に満州のみならす，日本にも必然的に求めてネ ないと忠ひますが、私は漁ねてから 、こ の資源の

なげればならぬと忠、ふのでめります o JtJ r  < 考へま 少いばかりでなく 、 人的資源に於ても寧ろ非常' に

すと 、今晩比蕗に御1 1 ¥1需の人々で、オゴ手許にか、 足りないやうに思へます現状で、比の偉大な原皮

る人的資源ｾ多〈録して居る者のないことを保し 上曾てないやうな新来i l l ! . 共同盟といふもの〉建設

革fH、と思ムのでゐります。で今若しそれ等の人々 に乗出し 1: IJ ，本が、府米如何にして大陸建設立' 鈴

が 、 その録して居る多くの人的資源を ｾｩｾｩ 洲へ送る し途げ件べきかと L 、」、問 j直について物的資源の ft l]

場合 、 如何なる希望ｾ持って居りますか 、 又内地 経 l;t;f目賞、 これは桑原君の話によって L 殆ど一部

一般の若い人主主宰は満州lこ行< I時どう L、J 、希 翠 t 考 のj j 商 l立無制限なんだといふやうな こと も承つに

へをもっ て行つれらい、かと いふ御質問がどなれ のでめりますが、只人的資源の把盗と いふゾIJffiI に

かあって然るべしと思ひますが、 さういふ意! 汰に ついては、積極的に何等lJ ' " お考へになって舟られ

於て蚊宮 な御経験全もっていらっしゃる川口さん るのでみりませうかo 賀は私共が今まで お話r: i尽

に御質問を願ひ?こ い と思ひますo つれ印象では、 その鈷が共昆まで行つてない らし

川口一 一ー大 経な題ｾ出されて恐縮主主［します ｯ ，]IJ い般に足、へるのでめりま すo l . . 少しその方面のお

に亀井君のいってゐ る程ぢゃないですが、資[ まし、 考をｾｾ煩い ＱＺ ，、と思 ｩ 、のであります。が 、私 共の斯

つも考へてゐますこと lま、つまり私の認識が貨は 絞な考へでは、建築或は土木にしましでも この1A:

さうするんぢゃないかと秘かに恐れる海ですげれ 築企業の形態と いふ L のは、 この賛弱な資源{ 7 以

どが、事後前 までの我図の状態念丸まするの iこ、 てしでは恐らく ｬ 討の ｋ 大きな幾卒ｾ行ふて行かな

資源図録といふも のは巣してどうであつれか。殊 げればなら ωのぢゃな いか、かうレふ様に考へて

に事鐙勃授に営り ましてJi ii 切に比のJ j Hヶ感じ、而 ゐる i揮です。それで具fj 霊的に申 しま す し 先刻仰

して我々も役人の端くれになって居りま すので私 有いまし 1: 0 依 に近い建築企業と いふも のを消化
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し得るがこの能力があるといふのに 、 4測の努力不

足がある k いふことは資本的にさういふ能力がめ

るといふ意味だらうと 思ひます。従ってつま りそ

の生産能力、E! l ち人的資本と云ひますか、さうい

ふものについての考がまにないのにゃないかとい

ふ駄を貨は快れる緯なんです。そこで話はどうも

質問か希望か分らなくな b ます炉、先刻桑原君の

お言葉の中に際援をして〈れといふお言葉があり

ましにので 、 どうも少し物足りない慮がめるので

す。訟はそれでなしに寧ろ日満不可分 といふ建前

でめりますなれば日本のきういふやうな方面の資

源の範圏、 それと同時に渦? 州に於げる人的資源の

範闘といふものについて、鈴、程考へなげればなら

ぬですから 、我石がさうし、ふやうな人的資源を内

地に於て把湿してゐる 、 それを求められるま〉に

いはい自由市場に於りる如く供給するとし 、ム風な

考へ方はどうも私には満足出旅ないのでありまし

て 、 共今に開拓して行〈方法ｻＡＮＢ考へ ＱＺｾ 、 、 かう ｌ 、

ふ具合に貨は考へてゐるものです。ですから先刻

お・誌の努力が約 4 刻位足りないといふことについ

ての何かさういふ方面から滞納1図に於ても具程的

にお考へがめるんぢゃありますまいかといふこと

を想像する開です。はにその他の方面に於げる人

的資源の把怪といふことについては例へば協和舎

としづ、園民組織がありまして、いろいろ新らしい

行主力をして居られるし 、 それから物的資源開絞

といふこともいろいろ鼠策合位、新組合枇 U 、ふ

ものをこしらへて大いにやって居られる。併し L

う l つ我キの畑から見て、さういふやうな資源の

開設といふやうなことを 5 ヶ年計監と同時ーに考へ

るべきぢゃないん? ごらうか、その意味から申しま

す し Ｕ ヶ年計盆・といふものは ￭｡ｾＱ 命日文事事経とい

ふ後期せきＧる事事撃があつれ絡に 、 かうし、ふもｾ面に

逢着し 、つまり準備の盤はないのに事業の方ヵ: 先

に迫って旅にとし 、ふことの匁にかうし、ふことにな

ってゐるん t::' らうと忠、ひますが、先刻松井君のお-

E吉で 、述書長 5 ヶ年計i ! f といふものは矢殻り初から

言! 宣され7こんであるから 、 さうし 、」、風に忠ひます

ので、今申しましれやうな我々の畑から見7こ方面

のぬー洲圏、殊に建築に関係のi和、" ) ] 商の資源資材

の統制、 さういふことをやって居られますので 、

一方往築事業といふものど消化する力商に於て、

迭を少し聞かして頂き Ｑｾ ｾ 、主恩ひます。その意味

で我々も例へ l 人でも背年技術者全 i筒洲に送るに

ついて、私 lま開拓者として遜Il で行りとい L こと

を， ｾ、つも説いてゐるので 、 そのカのことについて

も是非お聞かせ願へますればし、、と思ひます。 tま

は私はかういふことをよ〈申してゐます。日本は

非常な世話牲を扮って洲測閣の建設、来illi の建設を

所ｾｲＭ ｊ 建築的の言紫でいへば来 ｑ の改築工事診やっ

てゐるのでめっ士、兵隊が行って地均工事をやっ

7こ、? ごから凡ゆる建設をするには我h が先づ 1:電子

に行って基礎工事をやり 、建物をこしらへるとい

ふ風に考へて行げ、だから兵隊の次には我々が行

くこと t: : ' U、ふ風に考へよ 、 と激励をして居る衣

第でめります。さういム事柄についてもお・話を聞

かしてＺｮｾき Ｑｾｾ 、 と

笠原一一御質問は産業 5 ヶ年計鏡、政算; 言十君主ぞ

やってゐると同時に人的資源 L 同時に計輩しなげ

ればならぬぢゃないか、 その方の言十主主[ ま今の開設

計量Eに添はない鮎がめるち・ゃないか、 といふやう

な貼、叉殊に土木建築におしては努力不足、労働

者、技術者に主きしての準備がない! : ; ゃないか、 と

仰せられる貼と忠ひますが、法憾乍ら事資そのま

、のことのみでごさ、、まして、総て人的資源を充

分考慮してI泊5量感染を? 数量等も考へるべきものか

知らんげれども 、./'Ji ' l : r はさういふものか決って後

からどうして〈っつい行かうかとし寸、やうな状態

になってゐます。先刻桑原震が皐校の例を ＵＱｾ 、て

話しましにやうに、生徒主T募集してしまってから

容れる慮がなし、から主主らなりればならぬといふや

うなこ t で、物の方が先に決って後から人をどう

しゃうかといふやうな l状態ですから 、 この一方に

於てきういふ無迎をすることも主主図早々の縦訓閣

としては、己を4与ぬことかと忠ふのでめります O

努力の貼は初から滞納1は山西、山東の苦: カの供給

を仰いでゐることは普からで 、本年度の土木! 慾築

に華社して Ｑ Ｎ￬ ＰＰ［ ｾ 人入る＿ごらうといふやうに考へ

られてゐる由で 、先づ土迷方面で0 07:記入、 :H旅

れば0 0防人といふやうに考へられてゐるゃうで

すが、 これは北支事後でーすいろいろと困難がめ

るやうですりれども 、要するに今まで博統的にすエ

っとやって米 Ｑｾ ので 、 毎年山東なり河北から ｾ､ｾ

努働者が年々消i i : 州図にそのま〉居つくのも多数 ib

消化カと いふものを開設して行かれると いふこと るゃうでめります b それもつまり止って満州図丈

は、 どう いふおー考な り御言十主主でめりますか、 その d で自給自足と いふ状態にはなかなか、速いので 、矢
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日長り 向うか ら供給を仰 ぐよ 1) 他 II :-}J がな い状態で 質問Tごと，Ei ひますが、 5 ヶ年計鼓の中に技術 o， J止

める -t 忠ふのでめります o < J r . 絡の先がどうなりま 降寧工の婆成主いふことは入って居ら A です。そ

する か、務付げば多分矢税り 向 うから苦力を輸入 れによって ｦｈ 封 ｾＱＺ のがつまり鍛了Ｚｴ支術員養成 ｪ 引と

する の も己 を符な いか主忠、」、のでゐ ります。ーカ いふもので 、 それが今度大態と い ム名古iJ で、 闘てた

その他 に倫北支ばか りではめ b ませね、籾鮮から 大羽生鋭i工投術院といふのであ ります。その他 日本

も輸入し Lて居り ます。 これは 苦手力 の力 で、矢 殺 り に委託して満州の人聞 を餐成しっ、めるので 、 さ

指導的 に立つ ものは相?昔、 日本から! 敵人が行って う1，、」、 j乱に考へでやって居 るんで すo 只産 業 うケ

ゐる ｩ 揮 です 。かう い ム鮎もｾ Ｎ 分の 間 は こ の状態で 年計r u : といふものは最近立て? こものでめ り、同時

行か なりれば な らぬが と思って居 b ます。そ れか に技 術R 養成所 l， ft てf こので、今 直ぐ間 に合[ まな

ら今 度智識 階 級の所鰯技術員 とい ふものを養成し い が 、 将来 Ｒ ・ Ｓ ｾｲｾ も す れば 相 蛍 に 自給自足が出来る

でゐ ますりれど も、 これも生産部門の人員 に劃し と忠ム。 ノリレピンの皐校に しろ新京の今の鍛工技

て、所鯖火事務泥棒的 の養成機隙! と考へて居 b ま 術院に しろ卒染生が出てゐなし 、。ノ、ノレピンは昔の

すりれども 、建築家の義成機関は非常に微 々?こる 北鍛時代 ロシヤ人がやって居つに時代の卒業生lま

もの で、今 のj状態ではこの中等製校fA皮の もので 1¥1 て居りますげれども 、満 洲になってからは卒業

官立 には殆どな いとい って もい、か と思ひま す。 生がま fごli:I て居な し、、共 に主日艮とする蕗 11鎖工、

只新京 に工塁手院と いふのがめりまして、 これが、 ｾ ｴ に飾業の ｉ ｊ 目後に資する昆の採鎖 、 冶金 、 電糸 Ｑ 幾

日本の甲種工業程度に tit って居るでせう。建築 c ｾ減 、 路用化事 、 かう ｌ 、つにものが主眼になって ｬ

致しましては日本人20名、i筒人知 名が今年‘から初 部に建築を作る こ とになってゐる。これはi前洲に

めて卒業生を :Hすといふ俊皮で、 それから専門皐 於ても日本に於ても認識不足で 、恐らく土木建築

校程度になりますと、今満州で御存じの湿り大皐 の者l立総る? ごらうといム致想をして居つ 1: 0 i前測

といってゐるのは日本の専門拳校に蛍る 、大践に で建築土木の袋r e L 所なんか作らんでも恐らく日本

於て 日本の専門星第校と思ってJ J ( げ 11し、、 、移民高 の申稲限度の皐校や 、 その他 の準校が多L、からこ

等豊島校と いふのがありま すカヘ それは 日本の中象 れが充分 i前ifHに廻って1 1 < る 1: ' らう 、 日本に絵り は

常 り ｾ ｈ ｈ こものが入って 、 Ｓ &p乃至 4年の修業作・ しないかといふやうな糸摘が満洲で L 多かつに。

ｼ 浪で大皐 ｾ ｈ Ｑ る ｯ それが先程申しましれ劉立大泉 純 米)l ｾな Ｑ Ｎ 、といふこ主になれば考へなげればな

鎖工技術院といふのが新京 に ｈ Ｇ，ｬ＾ｾで居 ｢ まして 、 らなし 、。日本でも況に土木主主築は充分だとし、」、の

これは矢張り主なものはfJ%i山、冶金、電気機係、 でｬｊ ｌ に今年東京帝大でも京都帝大でも定員ｾｬ｜ｒせ

路用化準といふやうなっむ面でごさ' いまして、土木 といふ要求{ e H! J し? こに遣さして文部省はそれを蹴つ

建築の方 lま非常に般が少いので 、足りないりれど てゐる o 建築等は殖さんでもよいと Lゴ、風に日本

も校舎も何もないffi 築科な k現在日: 本人 7 入、i前 政IMl ，凡1: C忠、ふ o この頃になって非常に建築家

人 2 入、鮮 人 10名といふやうな情げない状態で 、 がiliii i Hでも要る 、北支でも要るとし、」、司王宮Eが卵jつ

今年から 日 本人 ＱＰ 名 、 尚人 ＱＰ 名位をｾｴｬＧＮ す といふこ 1: 、恐 G < J I 奇衆は日本でも建築の技術家の皐校は

とで、今年はi筒人30名、 日本人 10名位とるといっ 大準を7初め専門懇枚、工業豊島校でもうんと定員を

て居りま す 。それから奉天にｾＡｾ工大祭技術 ｬ 混とい )j 立すと忠ひます。 i前測でもや乙なげればならぬと

ふのが 出来て居 りま す げ れ ど い そ の 方 も 建 築 科 忠ふ。

をｾｴｭＺ <  t象定でゐると いって居ります o ノ、ノレピ Y 大 川口 一ー も l つ伺ひ 1: ，、のは満州の各いろいろ

製 は ロシヤ人が背からやって居? こものを総承しに の機抑よと いふもの に謝して 、若いものは非常に魁

ので すが、鈴木正雄君が校長をやって居られ る、 カを7感じてゐる。これは差営り事昔話が起つに鋳で

これも大程今年から建築は40名位とり 1: ，、といふ もめると思ひます。勢力の不足について、今恰皮

や うなお話で すo げれども 、 日本人は 5名位打さ 奥へられる建築の業務と 向 うの資本とが匹敵して

うです、 そんな状態で今の民主では殆ど建築におす ゐるからされ、ム考力、も知らんが、若し係るとす

る教育機関は非常 に飲乏してゐ る次第で す。 れば、 この資源と し、 ふ凡遁かもするなれば資源を

桑原一一川口 君の先刻の御 質問 [ ま計鼓丈でめっ 後ら に遊ばして置く れ、ふ こと は少し考物でめら

て技術員 の こと は考へてな い ぢゃな いかと レム御 うといふ こ とも考へられ る誇で、 そこで建築をや
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る方からいへば、民間での事務所方面についての 七手〈行かないのであり主すが、比の郊に紘て、

各企業形態といひますか、経倍の形態ですが、さ 川口さ八一流のネパリでなかなか闘星を指し 1: 御

ういふものとは比較にならぬかも知れませんが、 質問していれ ｜ ，ｾ ｾ，叉それにぎ ｪ してｔｨ ￯ 白い有徐な御

嘗局としては Jl七の事務所の問題をお考へになっ1: 同容を項きまして布革 ｦｾ ムごさ町いまし ＱＺ 。伊政疋文

ことはな いのですか、 これを聞き? こし 、絡です。っ さんに何か皐校々合の主主繕方面について待に御主主

主 b手 っ 取 り 早 < . 、へば、 図家事業として、不 必 詣カ: 深L 、で すから満洲のやうな損害い庭 {こ 於 げ る 述

要な蕗に不必要な競争をきして、 而して不必要な 築に劃しては、いろいろと御質問もゐもうと忠ひ

精力を浪費してゐる今のものを対派もつ t 統制し ます、伊政さんか巳さういふ方面の御質問あれば

て行く司王に ｾｦｬ しで 、 具磁的 ｬ こし、へば満州闘が ｏ 億 甚? ご結構と忠ひます。

の 仕 事 を や る 能 力 が め る し そ の 不 必 要 な 競 争 ケ 伊 藤 一 一何の怨か指名されまし 7二が、勉 非 君 の

巡りて大いに統制して先方がれの方で 、 うま〈仕 お認の衛生間短とかは、これは質際に現地に行つ

事: なして酎絵 L してやるといふやうなっち法のあー考 て 芹j もして v ないと本営の闘星を差し 1: 質問にな

はありませんか。満洲図機構は非常に我々の魅力 らないと忠ひます。といって他に図星を差しに慣

ものですが、そ こ まで考へ1 ゐられるんぢゃない 問もないので疑問をお伺ひし? 斗、と思ひます。今

かと恩ふんですがo もお話がありましにやうに背年技術者がどんど八

桑 原 一 一i街織も随意契約で Ij 本と同じゃうに鈴 波 i討される 、恰皮農業移民の方で 500 ru; 人移民と

争入札の形で仕事をして舟ります。それで 、我々

主して考へる こ とは何主力、非常時に於てはされ、

ふことをやらす，に制蛍を能力に隙じてどこには伊j

前図、どこに何民闘左いふやうにやれば非常' に翠

想 的t:: と思って居ります。

川口一Ｍ ｾ雨洲留はよく出来てゐますから、さう

いふ様に出来てゐるかと考へまし 7こが。

桑原 一 一 それか C かうし、ふことを考へます 、 も

う一歩進んで政府の施行機関として l つの御用諮

貨を持つと いふことです。それは儲かる必要はな

い、今の1寺殊4雪量土と同じやうに特殊合祉としてそ

れにやらせる、施行させる 、 ぞれは仕事かむいへ

ば 、 うん ｴ 赤字をｾ ｮｾ しでも格ｻまぬ 、 金槌的に｝年

間をうまくして行く、或は政府が損害を補償しで

もい、 、 さういつに待殊の施行機協主いふものど

政府直接に起し 7こらどうかといふことも考へられ

るの只賞玩 ｬ ま各詩煮染者のカで反主主力Ｚ出るかも ｾｾｉ

らんが、向その他にさういム政府の御用機関とし

て 材 料 供 給 舎 社、多〈のいろいろのものぞ取扱ふ

これも l つ 考 へ で 見7二ら m*ることぢゃないか、

櫛洲だから出来ると忠ム。笹林局では政府関係で

総て斜体して全部それを? 或怠までの運輸まで引請

げてやる 、回日給もするやうになってゐる。セメン

ト、虫採、土東京、砂利、砂にしろ主主総需品局で削給

までするとい ι 機構なんです。

J iJ 口一一有難うとれ、まし 1: 。

亀 井 一 一入力滑かなげれば物が卸Jかな し、、 のは

営り前な こ とですが 、此 の'22・ 9 lI ij の事が玩資では
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いって盛に行かれるやうですが、之におする設備

は ｪ 制州拓殖な ん かで相蛍大量の ｬ 七家を ｾｩｦｐ 計主主にな

ってゐるやうでありますが、 Ji.if 言問智諸島階級待に我

々に関係のめる、青年技術者の人這が; 皮; 衡するの

につきまして、 いつも問題になってゐるやうに忠

ひますが、住家の問題で、半年か ] q三して家族主ナ

引取るのですが、渦a洲図はどうか知りませんが、

先日漏繊の方に仔つ 1: 人議 L 大fiE さういふやうな

乙とで、折角図筑の線に42ムて、希望{ eJ郎、て大

陸へ波るのは L 、、が、完全なる自分主主の生活なす

る蕗がないといふことが若い人主主のいつでも何か

不平のやうなおっ〈うな様な主主持を起させてゐる

ことになるんぢゃないかと底ひます。さういふこ

とは早〈解決する方法を講じて項き 1:. 、と思ムん

ですが、勿論さういふ駄を' . to' 考になってゐる E 忠

ひますが、何時頃になつれらさういふやうな不安

が除かれますか。志のめるものが大陸に行くとい

ふのに差障のないやうな時期が* るんでせうか、

とL 、J 、やうなことを考へられま寸。いつもその駄

が 若 い 人jきを i断州へ行かせるのに何か l つの支障

になってゐるやうな風に感じる 、 ￍＧｊｾ， 命気候が ｌ 、〉

主力、恐いとか知らない人はよくいふゃうで tちりま

すの我 k i ，知 らないですが待に関西地方の潟、皮の

多い大阪な八力、、ら、いきなり iffii 州のからつとし

に民主に行くと確かに身憾にこれへるか主忠ひます

が 、府 っ て 氷 7二人の話を聞く主漏洲はかさかさし

ていやな底打、 といふやうな感がめるんぢゃない

かと芯ひますが、 ぞれも住み ぃ 、住宅全 いつでも



奥へられるといふ夙になると却って内地のカが足 やうに 、満洲房産台祉に一手でやらせて居ります

りない位になってしまムんぢゃないかとい ふゃ う 始めは rl' 央銀行のものでゐつ 1: のですが、昨年度

な気持がします。その駄について常局 11今後の計 からそれを吹組して、0 0 0間関の資本金でめっ

笠を立て〉いらっしゃいますか。民業珍民その他 にのを- J i 1'tl O O O O郎関投じ、 rl' 央銀行が 0 0 0

は新聞その他で承知してゐ ますが、 一般技術者乃 O 瓜図、工業銀行が0 0 0 0附図、来拓が0 0 0

至智識階級の波測といふことに謝するお策、今後 0 /兆四の lil 資で去年から大馬力を掛げて j苦ります

の見遜といムやうなものについてお・伺ひし ｲＺｾ 、 と 去年{ 立本主主のにめに資材が欽乏し輸送が困難であ

思ひま す。 つにＺｴｾに計盟主が完全に主主仔出来なかっ ＱＺ が賂 ＪＱ ま

笠原ーー その討は政府でも心血 して ゐ ます、先 l つ大馬力を鋳りてやってゆ〈れ 、ふ計道のやう

刻お話しに房s i : 令祉といふものもその討的のJ需に でめります。伶局長から講演になりよし 7こやうに

出来てゐるので 、 めれば大惚官支を基礎としての 政府側係者金主憾とするのでめりますが、一般の

家伝作るといふのですりれども御承知の通り :PJ* 民家に資金の潟達金やるんです 、個人として建て

る家の童文よりも人のj j が急逮的に府へ るので 、司 る人もめり 、 そこ か ら金金借りて 10ヶ年々賦で返

怨としては植民地主? 作 るやうに 允づ住宅、 クヲプ すといふやうなj j 法で 2哀を建て る。住宅ばかり で

を作ってそれから人が行〈主レムのでせうが、河 な〈商J苫も借 りてゐるんです。 司王天もハ ルピ: : - ' l ，

I州、北支、i街餓に行かれるのも さう いム状態Tごと 新ボも至る所にさういふもので誌で ."mります。

思ひますが、 日本の今日の念迫し 1: 状態で l立中 身 只人間の椛へる a"}1が依りに多いものですから 、 そ

さういふ認に行かぬにもうと忠ひ ますo tごからー れに建築が追付かん認です。了皮JR};i の震災後み

1i から考へれば住むに非常に困難で共 ま》合宿し にやうな ものにと思ひ ます。

て "，b居って { 士事をやってくれ、中には家燦を後 笠 原一一最初は房産合祉の活断i によって非常に

から呼んに方が宜からうといふやうなことを言ひ 綬利する心算でめっ Tこのでありますが、何しろこ

乍ら来てまI はなげればならぬ状態でありますから の時勢になっ 1: l ，のですから 、 その貼少しも恩ふ

往々人にｾとて ｭ き ＱＺｾ 、 といふ窮境にめる浮なんで 級に行きませぬが、追ノをと充賀して* る潔なんで

すが、 これはHf. :挫のめる1 "1' はさう或は初日成令祉と す。

か金の有る1 " ¥' 央銀行とかいふやうなところの人建= 亀井一一波泌 を志す背1，1' に取り まして、抗貨の

のやうに満足な住宅の解決は難しいかと忠ひます

が 、 住宅が完全に解決し れらｾｾ時分 には日本か ら

来て項き ＱＺｾ 、といふことを言はないでも し、L、やう

になる時代が氷るんぢゃなし、かと考へる位です。

協i NHの外ih' D" をつかみ作る様な御回舎をし てい 1: ¥"  

き、 まことに，( oi !lii t うとき酬い まし 1: 。 もう 11寺聞がめ

りませんから殻カでも専門の業者のつむからの御質

l1l j f t ' 簡単にお・鼠ひ 出来まし 1: ら甚Tご結構 と存じ よ

有骨量に言へば岱分の内多少 ｾ ｾ鮎我 ｴ 肢をして身骨量 ｔ ご ま。

りで自分の仕事堂するといふ位の箆悟で来て頂く

のが本賞に必要かと思ひます。

桑原一一大惚の緋殊合j d : 等l立殆ど半分lま官舎で

す、早くから来てゐる令祉とか、 rl' 央銀行とか、

一番完備してゐるのは巾央銀行ですが、 なかなか

さういふやうには行かないので後から出来 1: 合祉

は仕方がなし、から住宅手訟を: 1 ' 1 して一般の民家を

探して居り ます力、 それもにんTごんtI'， * るfごげ寄

宿舎を遺って居り ます。さ ういふ意 味で戦後の憶

洲は必す'住居問題が起ると思ひます。

伊康一一 それで図鋤約に何か見透し? こ言十査を樹

て、おいでになりますかどうか。

桑原一一台祉等は各合社で; 1 ' 1 ・I D: f t ' して居られ る

と思ひますが、政府は先刻局長か ら仰せになっ 7二

谷一一ーそれでは拡簡単にお伺ひ致 しま す。先刻

桑原さんの御講演の中に物と人的要素と いふもの

に針して、不充分であるといふことの原因は初か

ら凡mって居るやうな風に感じ もれれや うに聞き

まし 1:
0

30幾年間! の戦後に日本から行〈ものは何

か会ひつめれ人が行〈 、内地で係 り仕事の希望も

なくなつれやうなものが4子くと L  、ふ @，でみりまし

1: が、今日の彪私共お言舌を聞きまして、俺がやら

なげれば t いふやうな気持で 、併し我h のやうな

老人は何といっても許されな L 、。それで今の蕗領

土といふものに主主しでは直ちに衣食住 U 、ふこと

を考へなげればならぬ。今日のやうな場 合に、 さ

うft r，'l l をいっても居られ ませんが伎はれきへすれ

ばい、と いふので短めて、 それを' I Z 際に経験して

4 5 1 v  



ゐると思はれ る。先刻悶 Fのおー認にもめりまし 1: 其の方のことは捻首して居 b ませんから能く わか

が、兎 に角 あちらの皐校ではまだ人材を作るまで りません。それから先刻のお話は非常に御名 案fご

になって ゐない様であります。 乙ちら に もない様 と思ひます。若い者を連れて行つにらどうかと い

でめりま すが普遜専門率校で 、 ごちらの申積工 業 ふことでめりますが 、 色紙 ｾｬ 他遜信の技術開係で

税反の所言問徒弟教育 とい ふやうな技術家ｾ養成す は都市では制常をやってゐるやうですから 、 さう

る機関が 出来つ〉めるやうでめりますが、今日の いふ意味合でやってゐるんぢゃないかと忠ひます

i箭洲の建築の模様を承りまするしまだ円本の主主 谷一一私は老人の我田引 J r- でめりますりれども

築のやうに官会り大きな六ケ敷い技術を考へなくて まTご人間として 50、60でも或は40で L 老朽である

も行げる官余地がめるんぢゃないかと思ひます。さ やうに感じますので、 それで随分弘 (1耳に致しま

ういふ意朱 に於 て、 こっちからどんどん押かげで すのは、 もう 50前後になって今度のやうな大事件

仔くやう に何か? 繍洲園の方でお考になっで、 もう が走塁る k いふと今まで相官の地位に着かれて居つ

少しょく9 ' l J るや うにして項きますれば、ま Tごまど ? こ建築家も或lま: 去に止めなげればならぬ o 共他多

行〈んぢゃなからうか、今人はないゃうでゐりま 少官地に居られるやうな人がなかなか止められる

すげれども 、 併し先刻から伺ひますと、年ｾとつ やうに恩ムので、l ¥r r ういふやうなっち商の方も日本

ても 40に返し、、 まア 50以上といふの[ 立行かんやう 内地も比の人の不自由な時でめりますから融通念

でめります。之らは日本内地で考へます t 随分ま し合って、まあ資本家と言ひますか、大きな財源

fご浴れてゐる位めるんぢゃないか、 これらの人を のめる) oJ iでは )1七の入の足らない時に年を取ってゐ

内地の方で働〈やうにすれば若い人はどんどん行 て L 老朽でないやうな人はさういふ方罰l に廻[ まさ

かれるやうな方法をお考へになっ7こらどうカとい れるといふ鮎に多少御考慮を願つ1: Gぃ、ぢゃな

ふやう に考へます。ぞれからうヶ年言十宣に華きして いか、老人の身品集みれやうなことですが。

は建築及土木のカは寧ろ関却されて、 それ以外の 桑原一一成ベ〈若い人がほしL 、ぃ、ムのは色キ

もの所鯖波山 、化製工業とか重工業の方面[ ま図家 家庭の感情、 どうしでも年を取って居られますと

の念、務である先に弾力: 目立ましいのでめります。併 子供さんが中皐校に行ってゐる 、或は女塁手校に行

しこれらをやられるとどうしても矢張 b土木建築 ってゐるといふやうなことで、どうしでも我々と

とし、ふことが件って行かなげればならぬと考へ主 しでは本包・に向ふの土になるやうな成べ〈家庭に

すので 、 この方は只今注築大家のお Ｇｾｉｌｈ になる今 ＱＱ 賠られるカと L、ふことで、 l つはどうしでも家庭

かういふ方面に政府筋でも之等の方針を定めて頂 .5: :>移さないと{ 士事が出来ないといふやうなことが

き7こL、と考へるのであります。 5 ヶ年計君主の中で ｬ つの犯ひｾです ｯ それで私は内地に来て方々の

渦・測と北支/ : ( ま無論財源の基礎も迷って居りませ 人の制変を相んで廻って居りますが、 日本の建築

うが、議にお尋ね主主し? こいのは、銑滋& . 建築用 jt J ll/- といふものは、もう少し打って一丸としにゃう

材でありますo かういつれものが何時頃になつに な l つの統制の基にあるといふことが日本にはm

C 肉ムの方 Tごりで 5 ヶ年言十笠に矧j 周することが出 来な L、か} : ｽｾふ、 ｩ 前納 ｩ から人が欲しいと言へば何

氷るお見込でありませうか、鋼材 l主主正に徐言十出来 渇か l ケJ9i に何十人欲しいと言ってやれば、そこ

てゐるといふことでありますが、内地の方にも念 で直ぐ制達して; 尚州に送ってくれるやうな、何力'

に遺ることが出来るやうなお・凡込でありませうか ｬ つの有力な ｬｲｾ 制力Ｚ有って欲しいと忠、ふ ｯ 倒へ Ａｬ

)1七 の 迭 は ど う な っ て ゐ ま せ う 。 官 艇 に し て も 文 部 省 は 文 部 省 で 濁 立 し て 居 り ま す

笠原一一産業 5 ヶ年計談。れ、ふものは満州Tごり し、返信省lま返信省で溺立して居るい、ふやうな

でな〈日本政JH/: の能く打合せの上総始、それを ことで、純、て政府機関でも何か l つの大きな力に

融逼するといふ Ｗ こめに日洲文金ＡＡ Ｎ ｾの図防の ＱＺ tJlに イたって構成されて、さうしてそこで純、ての事業を

ｪｪ 併を樹てられてゐると忠、ひます ｯ ですから ｈｾ 旅 湿ってゐるといふやうな所が日本になくては不可

れば満洲で出Ｊ上がれば、改想、のやうに ｉｉｾ 旅ヒつ ないぢゃないか、 さうすると 、斯ういふやうなも毎

? ことすれば無論; 耐:liit:i1 といふやうなことでなく 合でも若〈て元気のい、者は第一線に立? こせる f士

多〈の綱を Ｗ 日本のみならすＮ，ｾ，Ｂ交方面にも融恋する 事堂営でがって働かなりればならね、兵の代りー

ことが出来る計J l l : 1ごと考へて居ります。然し依り 寸若い部隊が IH征しにあとは橡備の入力: 留守隊を

J V 4 6  



受持つと いふやうな具合に内地のっちは可なり年を7

取っ? 二人でも議官需隊として日本の主主築界に叉再び

貢献して項〈と いふやうな方法も大いに融湿出来

てい 、ではな L、かと思ひます。我々卒索日本の建

築 界 とい ふものがもう少し l つのカになって統制

がとれて欲しいとい ふことが日本' t 廻ってみて熱

々さういふやう に思ふ 、彼方の役所で 2 入、此方

の県芸能、 に 行って Ｓ 入といふやうに貰ふのは ｾｉ こ馬

鹿々 h しい事である。

谷一一貴方が先刻1，; ; ・話の; 嗣州図 lま今局長のこの

頃統一的になっておやりになってゐるといふこと

を承って、忍は力強〈感じまし1: 。日本内地の現

在でも 随分夫々の人があってなかなか統ーされす'

六ケ数い問題も起ることも今まで伺つで居りまし

1: 。

桑原一一満洲聞に於てl立政府と待殊合祉が一九

となってやるといふことが J_!U想Tごと思って、;1奇米

なるべくさういふことに努力し 1こし、と思って居り

ます。さう いふことが必要? ごと思って居ります。

それから l つの拶ですかね。例へば満洲図の図書日

である新京の如きは込喋総監と L 、ふやうな 、 ドイ

ツにゐるやうなE患があってもい、と思ってゐます

皆でやる建築が個々別々にならぬやうに 、殊に東

京港り lこ行きますと向感じますが、間口 3 問位の

民主にーカ日本建もある、西洋官官もあるといふやう

に非常に区今の構成を現 l土して件手勝手な建物を

建て〉ゐるやうでゐりますカヘゐ〉いふやうなの

は満州のやうな lli' 原に計飯合してやる場合には都

市計量: EIこも少し建築家といふものがli Ji ' 5: ' つ、込ん

で、建物を l つのプロック毎ーに統制するといふや

うなことの何か l つの大きな力になって街全慢の

建物金全館として美椴を保っとか、或はプロック

毎に防火地匿を置〈とか、 も少し統制しにや hカ

を ｲｾ 洲に於てはけｾＪはしな ｌ 、か主いふやうな夢を

もって舟ります。

亀井一一比の黙は芸品・ではな< i 悩測の様な新興図

家に於ては常然、園家の組械としで考へ C れてよ

い筈のもの と訟は忠ひますが、只今桑原さんの白

状しまし1: 様 に、様々の迷築が無統jlilJ で匹々の状

j也で建って行く様で ! j 、潟抄Hに於げる建築家のカ

と 云ふものが存外弱〈 、 内地同僚土木家が千 ［ｾｬｩ す

る とこ ろの待外に新京の都市構成 t 云ふものが tl:l

られな いのではないかと云ふ感じがします o もう

時間も大分経ちまし1: ので、最後の打留めとしT二

いと忠、ムのでありますが、是非それでも比の際聞

いて欲し L、、叉質問に依って問かしてJ . ' . I . : ひ1: ｾ、と

いふ質問もめりませう主恩ひますが、 それ等' t 代

表しまして主として若い者を扱って居られます新

名さんあれりから; 直営な質問があれば結構と忠、ひ

ます o

新名一一 質は私は斯う L、ふ問題{ ( 今日免申 1: げな

いつもりで居りましれんですが、チj k から斯うい

ふことを聞いて1まいにいといム要求がめりますの

で 、 それ害事の人々を代表してお・開きし ＱＺｾ 、と思ひ

ます。それは彩、共の橋渡しで漏測に行ってゐる若

い人が津山居りますが、 さういふ人主主から非常に

愉快に生活をしてゐるといふ湿信がありますので

非常に婚し〈感じて居ります。ところできういふ

人塗から内地の友達へ遜信が米まして、 それに依

って段々 i船州に行〈人が冷える、これは非常にい

、傾向と思って舟ります o Nj' が貿際、今度桑原さん

が比方にお見えになりまして人が欲しいといふこ

とにな b まして初人を集めるとなりま寸と 、 さう

簡単に集もなし、、貨に不思議な現状でめります。

交際に行つ1: 人主主から直接色h の話を聞くと 、 そ

れに動かされて喜んで勇み文って行く 、所が問妓

といふことになります色 、 なん 7ごか直接仲の支い

友達から開 L、? 二時よりも多少どちらかといふと 、

信用しに、くい感じがめるんぢゃなし、かと忠ふんで

すそこで向ふに行つ f こ場合のJ欧入と支出の問館、

要するに生活はどうであるかといふやうなことを

欠張り然にしまして関践するのです o ところがさ

ういふことを友達から直接聞きますし感心して

行くんです。間接に詩を聞い f 二のでは何うも一抹

の不安全持つらしL、o Ｚｦｾの鈷含はっきり比府」てで

承って質| 燥に就てはっきりして項き、これを桑原

苫んの話として誌上で活字に致しますと 、 これか

ら渦・洲に人を記きると いふやうな場合に可なり 5齢、

資料・になってい、のぢゃな L 、かと忠ひます 、'm:!ま

満洲に行くといふ場合、牧入支出の問題を口にす

るのは非常' 時の男子の取るべき態度ではないので

ありますが) 貨は今晩の席上で是非聞い -n疋ひ 1:

い主いふ希認がめりましにし、 それに依つてな向

身もなるべく多量投与し、人を主主1 ) 1こし、ので l つオ0・写

ねする次第でめります。

桑原一一牧入は大i澄も t の金が縫います、例へ

ば東京市と大阪市と同じやうな程皮の入力; 、 とっ

てゐる収入が主主ひますし、中に一機lこfi 此方の牧
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入の何倍に なるといふやうなことは、はっ きり 言 に住宅とい ふものに 、各合社官隠とも考慮してゐ

へないで すが、訟 の聞いてゐますのでは、ど この るo 只困 るのは高い高いと いふ のは、 さういム盛

卒業生はどうといムやうな 大恨の表が ｴｂ ｾｾ て居り に 宥付かない連中 ｬ 立高 ｾ， 1: 思ひ ます。併しそれも

ます、 それに合ふやうに 大惚の襟土停を? 決めます 、 何年も有{ 寸かな いのぢゃな L 、、 今年の春になっ 1:

こちらで50固とかL、ふやうな人は 3 t告位になり ま ら大綾空くから入れるとか、来年の春になっ? こら

す、割合商い俸給を とって居られますと精々 2 倍 入れるといふやうな風ですから。

位にしかならぬ、 2 倍乃至 3 倍主いふやうなとこ 新名ーー その有つかな い連中 い そ の 間 生 活 費

ろですが、大鐙向ふ の標準に合ムやうにしなげれ の 2 倍乃至 3 倍で内地 の生活 と大組問じ ゃう に何

ば比方から新しく行つ 1こものが非常 lこL、』率にな とかもやって行りると云ふりで すねェ 。

ると向ムで永〈ゐる者の何百人かの不卒が起る そ 桑原一一 それは 向う で大して借金含 する人もな

れも回りま すので、 大嘘向ふに居る若い連中の釣 <  ).i IJ に内地に逃げて旅る人もな いので、 自分の収

合も考へなげ ればならぬが、質際の結果! ま 2傍乃 入の多〈なってゐる こと を考へ宇 に、 そーの方は棚

至 3 fi告になりま す。 に上げて置いて、物が高いといひますo げれども

新名 一一ぞれに劃し て生活のカ l;J:. o 煙 草Tごって、 これなんか30銭なんですりれども 、

桑原一一生活は先程からし、ってゐるやうに家と 内地では 1 [珂何十銭ですから 3 分ノ l でぜう、普

いふものは非常 に少 L 、、 その; 尽に家賃が高いです 遁の煙草は 5 銭位で安いです。

これが まア一番の大回りで すね、 それも舎枇並に 新名ー一一大積物債 はどういふ風です。

官焼、の寄宿舎 μ 、ムやうなものは非常に安いです 桑原一一雑貨類lま少し高いのがゐりますりれど

中央銀行とか瀦炭とかrmt{，でやってゐるやうな寄 い東京で除] ｾ、て凡でも毛物など 、 ちっとも安い

宿舎は普遜時僚の牛分或はそれ以下です、それか とは忠はなかっ f こ、野楽l立、こ れまで非常に高カ ・

ら政1Mでやってゐる官舎は待殊合計. のもの復安く つに、 それは冬貯蔵する段備がなかっ7こので夏は

ないで寸が、民家に 比べると一般の佑・家に比べる ぐっと安〈なるが、各はぐっと高くなる。 これは

と活力、 lこ安い ですo 我々の行つれ?2J 時は安〈な〈 需給の関係で仕方がなし 、、 野楽が出来な いんた'か

で売台ど新築の家はなかっ 7二、 5  tF. l_， liir ですか C 、 ら、庖が今度11 i行fi .貨の貯殿内I カ; ｴｬ ｾ 旅 ｦ 二 、 前 年 には

がIからゐつれi i ! 古銭附島地のブJ にめる家ですo さう ーさF丈R守政する丈の大きな穴載が出来7こので、 そ

いふ鬼を借りて住つにん7ごからその時代 ti 非常に こ に貯蔵してどんどん資 ｈｾ す ｯ 0 うすると 夏と殆

高 ｌ 、、 設 ｬ 放が ＷＮ Ｘ 国にもｾるやうなことであっ ど聖書らない値で配給が L B* る認ですo これは市生野

ＱＺ 。この頃では民家でも精 ｫｾ Ｑ 枚で Ｔ 四 位と忠 でみります o さういふやうにして安〈するやうに

ひます。それから政府の代用官舎などは非常に安 段 h やって居ります o 叉牛肉なんか非常に安L 、、

くて、例でいひますと 、 l 番安いのがあ岡、 それ 100目30銭、高くて 4.50銭でせう 、大根 1.本冬11

1ま6金に 3 設の玄閥板間っき、それに 7.k i5t 使月fi. 、 小さいもので30銭も 40銭もし? こことがめります。

風呂場っ き、坪数は健えてないが大限それ丈のも さういふやうなことをおもしろ傘分に内地へ米て

ので25閲ですか ら、決して高〈な L、、高居iil! 武主主 いふもん7ごから非常に密〈。

で 2 階はスラプ銭) ] $ 混凝土治アバ ート、 それから 新名一一 千J 員ft うごれ、まし 1: 、直接桑原さんか

大 きくな ると 8 盈4 設卒 3 J也、それに烹閥、 7]1:;% ら さ れ 、ふ認を7 1 < 9 まして、質は我々 さ れ 、ムこ

11J.i:所、J f J折、J風呂場付 で36. 7聞だから 、 古ういふ とをよく尋ね C れますので、 さう いふこと が雑誌

風 に普遜の民家 と違って官総合枇などでやってゐ に載りますと多〈の入念得 C れる にも 大鎚使刺で

るのは非常に安L 、、東京と自主り型自らなし、、 l 寄安 めらうと思ひますo ギ111ft うごさ、、まし1:
0

い のは巾央銀行の ア パ ート で芝田市 ｬ 飯間が約 Ｓｾ 位 新名一一 それでは時間もめりまぜんので 、 これ

際援策居間の板間 ＱＰ ｾ とか Ｑ Ｒｾ 王、それに Ｘｾ と Ｖ で移りますが、おー疲れの凪いろ いろお舎へ卜ーさ い

殺の日［本の｛旬 、 ぞ れとｾ Ｉｩ ｊｦ 、 風呂場 、 使所 、 殊 に まして有員ft うとさ、、まし仁、 ぞれか ら質問をし て

.iIf 所にはヵ・ λ など やれ、て、惚援策居間にはちゃん ] 頁き ましに皆々様にも今晩おーそくま でお引留致し

とセットが付いて32. 3闘です から 、来京の悶 i悶合 まして甚 ＱＺＧ 恐縮の至りでめ ります ｯ 皆様有革 ｦｾ うと

のアパ ートよりも主主か lこ安L、、 さう し、ふ風で非常 ，n 、ま し1:
0

( 拍手〉午倹10時25分散含

I V 4 8  



れ 九 % 句 FユゾL

生ありて死あり 、生なりれば死なしO

諸行無常と 槻じても 、内身や却しき友との

死別は淋しい. ものである。

交遊僅かに 3 年齢ではあっ fこが、 タウト

Ijf て1: の突然の百十械に接し fこ時には鴬きと H

時に云ひしれぬ淋しさを感じに。

中 尾 、 中凶 ＱｾＴｾ｜ とんに敦白地へ ｈ ＧｲＺｩ ｩｬｬ へに

1i って 、7k 1-_者のご予紋き rll の|事: I: }ミヨkそ 舶

のサロンに 比' 豆けにのがl! ，(1J Jで、 日本の土

を初めてIffi んにタウトは 、 " 多年間望の円

本はこ〉か ＱＱ と ｊｩ さ Ｇｉｾ￬Ｊ げであっ Ｑ］ 。

大 ｬ Ｚｊ ｾ ｩｪ 止の灯立で近郊をづ ｌ せてもらひ 、 初

めて日本食の御馳走にもなっ? こが、見 7こ事

も聞い Tこ事色無かつ? こであらう底の日本料

ｾｬ｜＠ {t' 、素直に口にして l床ふ彪は如何にも襲

名f ごなあと ，IUはせるものがあっ? こ。生の肉

を喰べる習慣のない凶作人は太ていの場介

口にしよう とさへしな いのが普通である。

プノレーノ・タクト

教 授 の 追 憶

上 野 伊 三 郎

タウトはすべてこの訓下で「日本」を抑

筏しにo ｉｉ｜ｾ Ｈ る丈日本人の気持ちになって

比? このである。その il 誕祭が西洋人風の的外

れの感の少いのはこう しに心椛への Mcでも

あらうかと，目、ふ。

1933年 10月尚工作二r.塑指導所制，i( となっ

て1111去に 11:し、都任に王る迄約 10ヶ月I i ¥l 熱

心に工護芯ー低 のｾへ方 ｊ ｾ 他に就て指導し ｦ こ

のである。

日本現代の工裂は明治以前の立i民な博統

を火ひ 、その方向に迷ってゐるの献態であ

るのに鑑み、先づ優秀な昔の工警と 、その

体杭を正し〈体へてゐる作家の作品を借出

して、そ の機能 し正しい形態的蕗日! と、

恐術 ｾＡｉＧ ｊ ｩｬｩｬｬ ｬ 粧を 比較術究し、芯し、人法にも示

してよによって新時代に泊する工裂1日製作

の方法を考究し? このである D

その第一のテ { マとなっ fこものは尚子で

あっ? こと忠」、。

出出 ｩ や角度の研究は ｾ ｊ 諭であるが 、 ｩ 比も

I古i白い のはlr#xのflh商の研究であら う。

これは官11廷の雪深い頃に行はれて、若い

技術家はｾの的子 ｬ こ代る代る腰をかげでＮ 、

背のＡ日 ｉＪ Ａｩ ｬ のｾＧ＼約月三を貨ｩＡＡリしにのである。こ

の研究によって作られに1111市iを持つ椅子は

それが本製である場介にも 、貨にかり心地

がよくて背の 休 Ａｩ｛ ｬ が Ｏｉｾ， ＿ｪＨる棋な感を興へる

すべての必本デ { グは j折拡- に して輿へら
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れそれから先きは作者ーの裂術的教養の問題

となるわけである。

斯様な工 謹例筑法をどｾけると ｈ ｉ 時に 、 指

導の方法をも組織されにのであるが、これ

去年は仙蓋 の 工 欝 指 導所に その詳和iI の文吉: が

{ 米イ手さ れてゐる筈ーである。

日本の工 喜界の現拡はタウ ト のこの ｉ ｾｊ ｦＡｊ ｊ

な工袈理論告' " 3 ' ( - 直に受入れるにはあまりに

理論的頭脳に乏 しし 美にま討する鑑 ＱＧｴｬｬｬｾ は

歪められてゐる 、 クウト の設は一部費行さ

れ? こが、 ナカナカ急: 速に普及するに到 らな

かつにのであるが、 これは彼の心を? ?; ?にイ

ラ立にせてゐ? このであつに。

契約の期限が米て官[1査を去って 1934年 7

月1洋馬鯨l凪託として出j崎 に 米 b、市外八幡

村 の貰提宗の師寺少林山の洗心己主と郁する

出住れ家に恨の住居を定めにのである 。

少林山は1Ift 氷川の清流に臨み、 1回青 山つ

づきの丘の中 JJ 1 r にあり、営住 fこる杉林のH'd

を高き石段を登って/J、き な乎担地に達し、

こ ':>l こJ，Ji 裡と講堂が あって、 r，/Ij : 堂の南約ノド

町の彪に洗'L、zーがある。これを誕ょ、技に栴

の老樹が立ち、 その根元 lこは古墳の石告が

今は柴仰の簡となってゐるのが小高く東北

を遮ってゐる。

i;l'L、'-， J からの眺めは西北京に立り妙義、

椋名から赤城を＿・望の内に納め 、ＣＮｉＡ ｾ大な掠

名Ｂｊｊｾ抜の杉 ￯ｩ 野 は 、男性的 表。快そのものであ

1)， ;事を"， IHて十数 1: 日立sめば西に悠久? こる出

Il¥lのPJt聞をづLる。

このＭＧＱＧ坦地から柄数 Ｍ ＱＭ 級のＺｦ ｩ 段ｾ昇れば

本 ｾ Ｚｾ c  ｾｉ 虫干干 ｾｋＺ 匂ーがあり 、 ｾ ｈ と桐が作 ｔＰＨ の ＱｾＵ

めを自Ij つてゐる。

タウ トはこの寺の境内や附近を定まって

IV  5 0  

散歩し? こり 、 ベンチ lこJJ裂かげで思索に耽つ

? こりしてゐ? こo :_rl - X ' が時ん訪れると 山の上

の方の干 Ａ＿誕 の ｾ ｉ ｬ から 、 口前の合Illiil でH乎J l: め

られ? こりしにものである。

洗心江主; はネーlij f，j ニ仁川一 将位、之を南に 向つ

て入ると問中Il iJドの茶の間があって協が切ら

れており 、来 に 六1[li iの座敷があ って、 そこ

が教主にも首てられてゐ ｔ こ。この ｊＱｾ の 川 の

裏が便所になってゐることがタウ トには珍

らしくもあり }，}!.;ri の材料を提供することに

もなつにわけである。

工翠指導はこ、で行はれにので、茶の川

や 後(WJ に柿子テーブルを世いて自らスケツ

チを? し Tこり、若い人のつ〈つに| 品| 而をむし

? こりし? このであっ? こD

群馬! 限は元米主主v也でその産制は長財源

にl::i ぎ、腕. L16のi剣心 は全般的に安; n ; と機業

に傾注してゐるのであるから、盟' ，' ; ' 0 こ産11' ，

する本や竹の製til lには lifi んど無制心である

従ってがUI Iやm川に は安物のロクロ 制 二1:が

出 fこり 、 ?':i ll 府や前橋に少量の日本家孔やffi

Jt- が11¥1こりす ることも! 際政の問題としては

あまりにノj 、きかつにのである。

こ〉に フランス師りの某氏 が西欧の7U:.: 出

と比べて工裂のあまりにも幼稚な群馬を率

ひて立つ? このであって、 タウトを招じ fこの

も賀はこの人であつにD

腕は工業試験場正:j ll p ，守分拐を工書月? と改陥

し、氏自 らはタウ ト の夜来によりＪｽ ｾ に ｍ

陪 ｪ 千＿ を ｾ ＱＱ し、て， ｴａｻｬＧｾＢＱ をＡ坂史料介すること〉

なつ ｦ こので 、 Ｇ ＱＺ 下 馬｝てま ｾｊＩ 名は ｡ 時に 全ｼ喝に

轡き波つ? このであっ? こ。

タウトの指導);11ーは

機能的であること

2  M1，出は謀総'111'0に 美 し < ￭ ｦｊ ｦ ｾｩｫ すべき



こと

3  工作技法は竪貨であるべきこと

等であって、充分な仕事を要求して、 11

イカモノ 11 となること を般 に戒めにのであ

っTこD

従って今迄安物工製を見なれに一部の11話

人はそ の様な高級1日を作つでも尚寅になる

まいといって白眼硯する ｩｕｾ 態で‘後には某

氏さへが安物主義に立返へって木竹工警か

ら手 ＺｦｴＧ ｾＱ いて営利主義に還元する等といよ、

迄に立到つ fこのであっ? こが、いやし〈も一

地方に新産業を起すのに斯紋な近硯的態度

は以ての外であり 、百年の計ーを以て臨まね

ばならないのであることはり」す迄もない。

タウトの工欝はか〈て! 陣内よりも l限外に

多 〈椴迎せ られにのであっ fこ。

筆者も同様の事に批はって痛感し? こので

あるが、 11 イナカ 11 が今 日如何に都千? と懸

り隔 につ＿こ ものであり 、近 Ｂｬ ｾ 者流が如何に

今日の薄っぺらな生活を生んで居り、健全

な文化の護生を阻害してゐるか、質に3.l H.、

に地へき' るものがある。

タウトは日本の古文化石? 愛敬 しTこが、現

代 には失望し? こ。そしてニ昔の立派な日本文

化を現代に起 こすこと を苦手々現代日本人に

初J めTこ。

11 ［ 自 ｾｉ 崎 に位ん で 、 日本文化の心臓は京都

であることを 9:11つ仁川と或人の風雲Ij l占に記

し?こ。

斗三年目位には必す京都へ来て 11 日本文化

11 の空気を満喫して行つ? こ。

;見ど京は彼には 11 I:EI合の符イ' i " 11 に過ぎ なか

っ? 二、そして都市計置は建築専門家によっ

て行はるべきであることを力説しに。

1935年の初夏の頃三省堂から 11 日本人と

その位宅 1I.:t' 出版することになって先づ京

北地方を見ること〉なつ仁、タウトは 11 昭

和の奥の細道 IIt ごと云って出張前から子供

の様に喜んでゐ? こ。この頃英文で奥の納l迅ー

や 、 方丈記を読んで自ら芭蕉であり 、 Ｇ ｉＧＮｾ の

長 II J j である感じも l床はってゐ? こらしし、。

Ｄｩ ａｾ に方丈記 ＨＮＱ 忠まれね日本での生活 ｬ こ感

慨も一入であっ fこらしし英語から硝認し

てその居{ 詩との訳合せを筆者ーと共にやっ? こ

事もある程であつに。

奥の市111遣は京都てー筆者幻存合って l岐阜か

ら飛騨の高 山 へ 出＿ こ。この高 山 Ｊｊｪｾ の風景は

彼ｾ柴しませ 、 有名なヲＱ｜｜騨の民家は強い印

象を興へ? このであっ? こが、京都のツ { リ ス

トピユ{ ロー の興へ?こア ドパイスで下目へ

下車し? こ事は無HJの事であっ fこ。下呂の俗

化しTこ温泉建築 l立美しい飛車車の民家と風去

を} がするものであると甚不興であっ? こ、ー

がlの協定も鑓更 して次の列車で尚 山に向つ

?こO

日当 山は有名な下手物の1
1
1) であるので、荷

主7散歩ーしっ、古道具屋 lこ立寄ってみ? こが、

あまり感 心しに ものも 見 詰らす 、 Ｄｩ［ｪｾに他段

の高いのには驚かされて、幻滅を! fS じっ〉

翌日白 川村に向つにD

前半のf:l j に刷れTこ山迫力; 開通して Illl のな

い頃で、危険な場所も多〈度々下車し t: l; 

JJ f.H?冷やす事も多かつに。

間し 、てうlげこ遠山氏の家主? 通り過ぎて光寺

の部族に存i : f t ' とつにが、翌日は雨で存iの傘

を借りて法山家迄徒!vで行主家の内外残り

なく見せてもらっ Tこ。 こ〉 の小屋組は ドイ

ツの間合屋と同 一であり 、金物を使はな い

で縄絡みである鹿を珍らし朱に脱察し Tこり

しT二。
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これから の蹄注が雨の篤に 山崩れがあっ

? こりして、自動車は部分的に折返し蓮持を

する等大難儀の内をやっと白鳥騨に出て再

び美濃太田に戻り 、翌日二度目の高山線を

富山に出? このであっ? こ。

富山では大しに感激もなし 美しい日本

海沿岸の風光を貸しつ〉時間1の都合で柏崎

に一泊し仁、夜行は沿線が見られなし、から

とい ふので門事技行は常に夜行をi控げにの

であっ? こ。

柏崎では岩戸屋別館に泊つ? こが、石油合

枇閥{ 系の弼逸技師を度々的めに粧股がある

とかで待遇はこの族行中で最も優秀であり 、

夕食につい仁川モトク JI に古鼓をうつ? この

であつに。 11 海の絞館では海のものを、山

では山のものを 11 といふのがタウトの最も

希望する慮であつに。

この日の汽車中で特両氏の訪問を交け? こ

こ主はタウトの気持を甚し〈害しにらし〈

視光局では 11 外人よ日本に遊べ 11 と大に主

体し乍ら一方ではこの始末[ ま何? こる事ぞと

云ふので大不渦- であっ? こ。

次の日は新潟市内を散歩し? 二、 こ〉は吉

田餓郎fl' の故発日であるといふのでq;Ij I こ詳し

く見? こ後佐渡に渡つ 1: 。この舶の中で筆者

は舵い舟酔ひでへコタレてタウトに笑はれ

?こ。

耐津から i立ちに相川に向ひ、 翌 日相川附

近を見物しにのであっ? こが、相川の肱館を

訪れ? こ特高氏にこの見物を案内してもらっ

?こので双方共に都合がよかっ?こ。外人監硯

ばこの 11 手 11 が最もよいらしいと思つに。

湯 J ) 演i温泉から *j¥同に入り取敢へ十五民館

に入つ? こが、その陳列壌に lil 心溢れる木彫

と木版帯をTFiL出して作者・は勝平得之君ある

J V 5 2  

こt を知り 、未知力人ではあるが純真な人

であることが祭せられにので手紙を持? こせ

てやると -11 . 速来て下さつにので秋田文化問

祭の目的を述べて案内の快諾を得? こ。

波館もこの「一流」から「三流」へ越し

てK 妓館と郁する一階が銭湯で二三階が放

館といよ、のに泊ることにしていっしょに銭

湯に入つ仁、こ れがタウトの銭湯見墜の最

初であり最後であつにものと思ふ。

西洋の浴法がパスの中で石鹸を使用して

汚いのに比較して、欄外でよ〈洗って入る

日本式論法の方が清潔である といふ事であ

っ?こ。

秋悶の街はどことなく文化の杏があって

東北の京都の感があるので愉快に硯祭しに

秋田へはその翌年の芭正月にもう一度来

て勝平茜伯の案内で横手の「カマクラ」の

行事竹打の行事、大曲の縄引の行事等を 雲

中に見物し? このであっ? こが、子供が主人公

である虚の可憐な「カマクラ」の行事は最

も気に入つに様子であっ? こ。

これ等の行事は同じ日の夕方から翌日午

前三時頃にかげで行はれるので、一面の零

の中に寒月に) ! 託されて見物するので、かへ

って見てゐる方が惑さ身に泌みて辛い。そ

のn筆者の如きは師宅すると風邪で一週間

も寝込んでしまひ、グウトもゼンソクが起

イｾしてしまっ＿こ 。

この事がその健肢に甚し く影響して今回

の不幸を招〈遠因となっ? こ様に思へるので

ある。

再び秋問へ踊って勝手話伯や近藤氏等の

有志、諸君に招かれて料亭でータの1欧をつ〈

しにのであっ? こD その際丁度上の座敷に秋

旧蹴山製校生徒の安合があり、援へきれに



酒が丁度タウトの頭をかすめて瀧 η 如く孫

ちて来? こので翌日岡市の新聞で攻撃記事が

け1るなどの騒ぎで あっ? こがタウトは平気で

有志者の質問に答へて農業J 二の改良意見一

一殊に運輸に闘する問題に力黙を置いても

っと有高農業とし、馬匹改良から組運搬車

の構造を国示し? こりして i也方改良問題を設

いて倒〈ところを?安11 らなかっ? こ。

モンベの賞讃も 熱心に語られて 「ニッポ

ンJ ｉ こ 警か れである様に、 成Ａ民 ｈｾ として臼

本紳士の着用方を推慢し Tこりし 1=。

秋田料理も静かな私区|情緒も策に入って

三省堂出版の英文「日本住宅と日本人 J の

口繍 iこは勝平苗伯の秋岡風俗の木版が谷頭

を飾る こと〉な つに。

青森から仙蓋を粧て少林山へ蹄って、こ

の奥の細道放行は経つ? このであっ? こが、官 lJ

牽では波館へ/J、島教皮と工欝指導所の技術

官達を招 じて意味深いータを過し、翌日は

筆者の震に松j誌の舟逝ーを試み? こ事も忘れ担fh

い印象である。

その内に筆者も群馬腕工. 事所へ勤務する

こと〉なり 、少林山訪問も容易となっ? この

であるが、符ー日の勤務に和賞疲れるのし

少林山行パスが夕方七時で無〈なるのし

少林山の石附が急: で長いのでま去りつらいの

とで 一週間に 一度位 しか訪問向司えなかっ? こ

事でよくタウト からノj 、言を云はれにもので

あっ?こが. 自分としては賀際にそれ程肉髄

的につらかっ? このであるから仕方がないの

である。

時々向かりると論文の草稿を読み聞かせ

てもらっ? こり 、建築上、文化上、 政治 k等

の問題に就て語り合つ fこりしにものである

彼刀一日の時I i ' i l 割は大槌次の如〈であ っ

? こ。午前九時頃朝食、散歩、仕事、午後一

時中食、三時頃迄午眠、仕事、散歩、 夕食

原稿を自ら書き叉は口述して夫人が書き 11:

められる 、就寝は十時から一時頃迄の Il¥J と

いふ工合で、最も重な仕事は夜間である D

タウ トが土耳古へ行〈 こ とになっ? このは

その友人マルチン ・ワグナ戸氏が土耳:古に

あって政府開係の仕事の多〈をやってゐ? こ

のが、アメリカへ行 〈ことにな っ? このに就

てグウトぞ後任として推薦し、 ー方トルコ

政府はドイツに人を遣して建築家主? 求めに

のがタウ ト以外に i自任者無しとの報告があ

っ? このでこ、に決定を見?このであって、こ

の二つに就てタウトは非常に喜び且感謝し

てゐ? このであっ? こ。

一方彼の健康も群馬1限を去る こと を要求

し 、 Ａ際の待遇も彼を＿ｾするにはあまり にも

少であつに。

一髄日本は皮術家- : t ' 過する こ とを知らな

い阿であり、技術家が枇合的に重要な役割

を持- つ事も今度の事鑓で初めて策がつ いに

様な岡であるから、タウ トに封しでも失叫

に近いものであっ fこと考へてよし 、。

* 京でのj会別併はさすがに建築、工事、

一般欝術界の人々の多数によって慌大に行

lまれ「物書いて 扇ひきさく日 ｉｽ れ哉」の ￯ｾ

1今に別離の怖をこめに挨拶をして 1936年 10

月12 日J友京設トルコヘ放立つ? こ。

人1mタウトは達人共通の情味盟かなもの

であっ?こ。金銭にも淡白で友の苦境を救よ、

事も多かつ? こと聞く D 日本に於ても その友

情に感謝してゐる人がある。

少林山下八幡村藤J家の村氏の如 さもあ の

大水守の時タウトが不如意の 中からの寄附

に感謝して その許報に援するや直ちに 少林
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之は) q去非常に有名となり 、以 来 ヵ・ 予見の主主山に追悼舎を催して七八十の村民が焼待に

築材料としての有用性は著しく抜大きれ1: 、
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1880年5JI4 日・東 プ ロシャ、 Koni gsberg に生る。

" ーニ ヒ ス 〈ルじ

1897年 ・月PR25hnの終準資金を給奥されて、 号

?tifff ギムナジウ ムを卒業。在筆中は歎泉佐

最も得意 とす。卒業後「 コンク リート 及餓筋

次第である 。

フルーノ・タウト経歴

コY クリ ー ト株式合社」の支j占にして煉T¥積

市に於て、 上記都市Wti 主言果及び土地汲IJ 量 謀、
棟 梁1: る T h - AqJ37iJ 氏の事務所に入り 、2年

間、現場作業及設計事務の資務に従事す。

工事基接校の剣殺をなす。同市の建築の色彩に

主主して待j J lI の研究努力を扮ひ、非常に著名と
1902年 ・Konigsberg 土木建築豊島校を最優等にで卒

なる。同市に於げる最も重要な仕事として! 1 .

餓筋コＺＮＭｾリー ト の大ホ ー ル「都市と開会」

の建築、及び 2&f- { t > 択して完成せる都市地域

業。卒業後は Hanburg-Altona 及 Wiesbndenlこ

れ ンy ル) " 7' " ト，. . イース、ーヂ〆

於てア ーキテク トとして質務に就き 、叉 Ber

ベ ル

lin に於て Bruno Mohring 教授の許につき 、

' J ; " - フルー ) ， ー リＺ，Ｎｾ

主主して SEセ ? と高閣博覧舎建築の i士事を
の一般計m等あり。

ＱＹ ＲＴｾ ・ ｂ ･ｲｬ ｩ ｮ に湿り、積々の組合商舎に開演し

て、 そのジ ー l ‘・ J'- ング建築に従事す。待に 「

ゲハ ーグ共同利用貯務建築株式合社」関係の

設築を指導し、 ガルテンシコ F ツ ト式住宅及

ぴ芝居式ジ ー l、、ルング等合計 12. 000戸を主主役

1904&j 三一一一19081j三 ・Stottgort ・ T heodor F ischer 

スヅヅト 1: ルV テオ 〆ル フイ ヲν ，_

教授につき 、111na 大皐校舎設計に従事す。

1908年 ・Berlin に於て L回目n数授と協働し、 同時ー

ヌ ソ 司 "

に Scharlott endurg 工科大事に入事し、

f/' 守 J ' - P . ' J T: ' - ; ルタ

事E術 史及 都市計査を研究す。

行ム。

待に

「ゲグム 卜・ フェアノマン ド

」 の火事務所週 ｉ 築〈工賃約 ｾ， Ｕ Ｐ i喝マノレク〉 、

す。之と} I ¥i ，んで、
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選となれるを機舎に Berlin に於て Franz Ho  

Ffr14! m民 t 共 同の建築事務所を聞く。

1912年 ・第 pfTLT31t 民を事務所員に加へ、爾 後

世 界大戦に到る 造、Berlin に於て多数の犬 ア ｾつ。

1930年 ・文部省の招轄に舷じて Scharlott enbur g工

科大皐のきt授に就任、 ジー F' ノレン グと住宅 の

講 義 t i 倉'ii i・す 、同時にプ ロアェツ サー の縛鋭

ｾ Ｍト、 大 小住宅 を建築 す 。
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を受〈。 し図家賞金受〈。

ＱＹ Ｓ Ｑ ｾＭ ・ アメリ ｢ 建築家協舎の名審合員に推薦さ 4. 19141p Ost habel  Gelande の綜合計載に一等

オスト ハーテル ' ν ，ヂ

るo 1主を !!lH母

19321，f- . ソピエツ トロ シヤ 政府 に 招耳容されて、

Moskon に赴言 、都市管呼局 に於て、Moskon 主 な る 建 築 作 品

ー '{ スーヲー

に於げる大建築建設の 1: めの事務局創設の事 1908年 Ruhr の R ーピ Y 館

" _ - " _  

業 に 従 事 せ る い 10ヶ月後に職念館して、ロ 19121，f- Berlin の集合住宅

シヤｾ去る ｯ 19131f" Leibzig 博覧舎の「繊の557念培 J

1933年5月3 日 ・目立与のイ : / J 7 ーナ シ ョナ ル 建 築 合 19141，f- K 凸In の v イツ ・ウエルタプ: / 1." 博覧

の招請に惣じて、 Moskon よりシペリア経由 舎の「ガラ Z の家」

に てｾ主将 、 敦賀 に 上陸す。之は宿願 ＱＺ りし ａ 1913- 1914年 Berlin 郊外Farkenberg の住宅群

本義術文化の研究の? こめにして、 i帯B ! : t の研

究の成果は四ツの着替となって現れ、 そのー

ツは文部省の推薦問容 となる。

ＱＹＳ Ｓｾ ｦＭ ｬｏ 月 ・ 商工省工禁指導所蝿託となり 、 仙翠

ヲ 7 ル ーー‘:，.. ... }I砂亨

1922! 1三 Magdeburg の幾度及惚育館

19241. 匹以後 Berlin の大集合住宅。自邸。

1  927&f- Stutt gart 住宅博覧合の住宅

に於て工梨意匠の指導に従事す。 著 作 年 表

1  934'<F 7 月 ・建築皐令の依領により 、* 京帝園大

主義に於て都市吉H誌とジ ー ドノレングに関して一

週間に] i . る講演を' なす。

ＱＹ Ｓ Ｔ 年 Ｗ 月 ＳＱ 日・ 鮮 Ｎ ｉｉｾＱ 駁咽託として高崎に至り 、

市外の一郎王寺lこ居住して、地方工惑を指導す

1936{p Ｑｏ Ｉｾ＠ 12日 ・東京線設にて、 トル コ Istanbul

イス 7 >プール

に向ひ、 Istanbul 工科大多数授 t して赴任す

同時にトルコ政府最高建築技術顧問となり 、

大統領アタチユルタ( ケマル ・バシヤ〉の鰐

き信任を件て、首都 Ankar の大撃を始め盟主

y ，カヲ

多の大建築i ' 設計す。ア F チユルク逝去の際

はその葬儀建築袋飾一切を殺到 す。 1938年よ

りトル コ園舎談事室及大統領官邸の官邸「に者

手。

1938年 12月24 日 ・Istanbul の自邸に於て逝去。

懸賞競技雷選及受賞

Werthei m百貨! 苫競技設計に入選

タニ7 タイ ム

2.  1910ip Adl ershof の綜合言十箆に一等貨を? 受〈

3. 1913年 L eibzig 市圏際建築惇覧舎に jたて、

ライプヅイじ

ドイツ銅銭工業及橋i梁建築協合/lJ品1訟を建築

19195f- “ Di e  St adn  K rone"  

19201p  

?-

c. 

" Alpine Archit ekture" 

" Der  Wel tbaumeister "  

“ Die  Auf! os l1ng  der  Stadt e. orde  die  

Er de  eine  Gut e  Wohnung" 

1921- 19221，f- "Fr uhli cht" Nr l - 4. ( 雑誌〉

1  924{ f- "Die  Neue  ¥Vohnung"  

1  9271f" 

4与

c. 

1  934J f-

193611三

?-

"Ei n  Wohnhaus"  

“ Bauen.  der  Neue  Wohnbau"  

“ Modern Archit ecturc"  

"] apan  mit Europaischen Augen  geselen"  

( 邦; 母 「ニ ッポン J )  

-・Di e ]apani sche  K unst  mi t Europtii schen  

Augen  gesehen" 仔問題 「日本文化平L

!/iJl J )  

“ Di e  Grundlini en  der  ]apani schen  Arch  

it ektur" 

1937年 “ Houses and People  of ]apan" 
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ー Ｍ｣ 我々常識人には云へるの ｴｾＧ｢ 賀寄金の尊重 す

べきは、li'[ 筑! な基礎の J ニlこれって、従来の{ 軒先的

考への談りを是正する所にある。然るに資自主それ

自身は 、何等これに謝してf聖書しな いのt: '・6 E苦言

する l主、資験者が質検せき' る以前 にすで に、 頭の

中にで、 ｬ つの推論ｩＢｾＧ祢 ｪ 武し 、 その推論の誤らさＧ

る伝説する程度に質: 験するので、要はi i ( 験者ーの推

論に様威めらしめ八がにめの単なる賓験に す ぎF

るものが数多し 、。

{貫 的馬命 。

坊i 甚

自然界の現象は稜雑多岐である。この現象間に

口 回数聞係の存在することは 、何人といへども認め

口

現今の建築塁手術界は ｬｴｾ 鼠尊重の ｶｴ 海にめり込み るのでみるが 、 その何れがこの現象の原因でめる

つ、ある。建築事舎大合論文集などみてい質験 かlこ思ひ到るとき 、各人、 その顔の集る如〈 、 そ

の氾濫t:'o 一時数喜界の演習の氾濫で、必要もない の ｾｊ 断は具なるのである。私｛ま先日の枚方の火災

のに長い式ｾ逗徳的に記載して 、 そのまたが如何な の時、 ラヂオ= ユ ーλ の至るまでの各人各種の削

る物理的意味舎もつかをわすれ、叉説明すること 断、I ! 1 l ち薬常なる音響に劃する原因と各人の信す'

もなしに抽象的論理の遊びれる富士主要演習1 ! 1 l 建築当事 る ｾｊ 断の如何にその種類の多きかに思ひ至って 、

術の時代が可ｾりつ川、 ＱＺ 。然るに現今は ｬ つに 興 lホ甚深1: るを? 使えにものでめる。

も質験 2 にも質験である。r f j . 程、抽象的論理の遊 斯様に現象と尿囚との直線的な関係[ 主、 この生

戯れる数豊島式の演習よりも 、資自主l立、より大地に きれ社合に於ては、夜見するに甚Tご困難で 、 こ、

立脚しれ、礎資なものであらう。然し今の笈験専 に所宮田、各人の府民: 曜日、人生淑の柑逮も後生して

重は 1 ｾ時代前Ａの盟主筆尊重の封 ｈｬｬ 療法としての償値 くるのでめらうと忠ム。

しか認められぬもので、これを過信するは我々常 O  

景品建築関係者にとって大いに L 、ましめなげればな 賀験容電の風潮はガリレオの物理筆に霊堂し 、 ジ

らぬことでめる e ヨシスチアートミルの師納的論理筆 に於て、 その

。 最高潮に主主しれと見るべきにが、 ミんがこの蹄納

そもそも近代科皐の後主主が、宗教の ドグマ営再IE 法伝授凡しにる ｬ 主力の合成の際 、 各カｩＢｾ <  Illii 序

れ 、 人 間 自身のまなこで 、 自然 ｾｗｉ 疾し、さらに に鑓化なしとのカ撃の法則より思ひついれとの こ

質験し 、絵図? こ る基礎の上に推論の根本をおかう とが彼の自仰に出てゐる。要するに自然現象その

といム努力の上lこ? 二つてゐるといふ事は何人もみ ものから得にものでなく 、 その抽象化のものから

とむる所ではあるが、こ の賀験をもとにして組立 得 j : のである。

て ｪＺ 、 抱強なる物理皐の大世界の豆流ｾ以て 、 我 O  

が建築星雲衡の正しき進路でめるとなすものめれば 故に資総による結論はその質検には正しい。し

私 は大い に その非をならし ＱＺｾ 、ものである。 かしこの結果を、我々日常の建築工事に適合する

。 とき 、 大きな錯設が主主す Ｇ るｾ，が多 い のである。成

質検は、資験それ白身として何等の似値 lまない 税、以前は、小さい模型でやっ j : 主主験が、近頃は
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貨物大の賓験にま隼みつ、ゐる。これは スケ ールの であるといふ返事でゐる。

大小が、現象、原因IJ'i J断の上に於てその相似関係 O  

が正比例でない司王かもいへば、大いに准歩しにと この状態が、建築喜界街の研究がかくの如〈盛ん

いはるべきで あるげれども 、貨物大の質検なるが な現代 l入賞際建築物施工が何等進歩せ内最大の

放にこの賞験からの結論はJ F . しとは し、ひ件な L、。 原因でめらうと思ム。( 3 月 9 日夜〉

。

賀 験 が 蹴 で ある限り 、多 〈 の 原 町 、故意に 不

めるひは、有意にすてきつれものがめる筈である

宮町際、の事物にはこれ等、す てきつに原因が大なる

現象のもと L 、となる事が多いのである。

放に 、近時盛んになりつ、ある恒温恒滋柚ー中の

惑 解の

一
克良 動

四十なんて未来永幼他事のやうに思ってゐ f こが

さて成って見ると現貨は否定すベ〈もない歳は

官主験等は、我々 1 t l 築の方市より云へば、その' t . l 験

歳として己れは気分t:'げは何時までも若さを失は

が精符でめればめる Tごり、その結論はその質験の

みには承認し得ていこの結論を賀際の場合、にめ

ではめるときに大なる危険の伴ふものなる故、注

意を要するのである。

。

由来建築の拳術界には討議が少 L、。これは同じ

ないぞと考へ 1こりするのが人情で、人も吾も御同

様、叉五十になっても、六十になっても御同様な

のでめらうか。

×  

頭のテツペシが大分務〈なって*1: 。どうせ予言

げるなら額のカから抜り上って呉れ川心 、〈らか

分野である土木の事術界 t 比較して、 その封比の

貸さうにも見えて好L、t: ' らうに 、又、ゴマE躍なん

あまりにも a) ｾＧやかなのに務〈程でゐる。なる程
かも如何にも人柄を落ち着いて見せて、決して怒

建築界にも討議はある。しかしそれは、多〈 、主

視の入り込みやすい所相公式的の批評界の方で、

いものぢゃないのに、テツペ Y 禿は慾ホ・ケ見1: ，、

で好みに合はなし 、。 人から見れば歳に申し分 lまな

この方は、各人の信事買する公式が異なれば、 l つ いし禿げれって不思議もめるま L 、t ; 、本人にして

しかない現象を正統せぎるかぎり討議l主、! まてし 見れば、それを云ばれる事は決して愉 i夫ではない

がないので、こ んな討官義はあってもなくっても、

我々の知識に増減は少しもないのである。

肝心な 建築皐衡の方面の討議の食 ｩｩｾ さは 、産 築

もう酪つばらつでも禿の歌Tごりは唱はないつもり

でめる。

×  

家が物わかりのよい入が多いといへは' 云ひ得るが 裁に不足はな いが牧入に不足がある。月給Tごげ

又建築界が事大主義で 、先登の言、ご むりごもっ l; t 若かつれなんて面白くもな L、1) ;、不思織にアク

主もと感す，る所もめらうし、叉テン戸、例j らんわ セクしてゐると若いやうな気持ちでゐられるらし

いと本気に讃みも聞きもしないことにも原因して いと云ふより、大人らし〈裕かに落ち着いてゐら

ゐるのである。

。

れな いと云ふわげなのかも知れな L、。{i iJれに して

も比んな若さは感心も出来ないが、下手に安定を

れまれまこの討線がゐつでも、所謂恒温↑ 亘汲松f 得てしまつで、前ケて来るのより は好し、かも知れ

的の議論で、結論{! ;>'I( 際昇に延長すると きのその なL 、。

正否I J ' i J断までもち * すの如き討議はな〈 、力、亙る

討議をなせば、 それは、我々撃者の胸奥の純国外 しかし、こう は云ふもの〉歳の功と云ふものは

×  
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mにある。第 l に、 自分自身の能力 に主主す る限界 際問題となると卵lの卵j もな〈なってしまふものは

が非常にはっきりして旅1: 事1: " 0 自分に出来る事 めるま L 、o ' j l f 際となると卵] のヂ1 ) らな〈なる t ころ

と出来ない事が劃然と阪別されて旅 1弘前には、 に精紳の締罰11
1がめるの? ごらう。併し物質的なもの

人に出 来 る事なら 己れどって出来ると云ふ不遜な に謝する精紳、思想といふの E は少し這ム 、 そん

きおいを持ってゐれが、 それt:' げは全〈無くなつ なものがあって、 それが非常に重要な役目を果し

に。 そう して自分の能力の範園で、深く掘り下げ てゐる 、 といふことは礎カヴご。そして精紳にも安

ゃう とする気持ち カヘー快〈ムクムタ と湧 いて* る 物の精紳から上等の精紳へと 、い〈つもの等級が

之れは婚し い事t:' 。己れが列つれのt:' 。揚棄され あり 、日 本精榊などは上等の階級に入るものt: ら

れ自信なのだ。古への聖人は恐らくもっと深い意 う。

' * で云つれのではあらうが、僕自身 にと っては僕 嘗て軍備充質問短の論議せられてゐ? こ頃、蛍 時

の 「不惑 」がある。 r人生は四十から J と云ふ阜 の陸E巨大臣か何t:' つ1: か忘れ? こが荒木大将が、 日

行本があつれのを忠ひ WJ す。 本軍人は し、 き' と云へば竹検討辰 b廻して V も戦争

X  Ｑ ま ｭ�ｴｾ るんだと云つ＿こ。そんなら 何も そんなに大

自己の領域を識る事は、同時に他人の能力ｾ認 砲も' ! l I A! l も要らぬではな Lゆると いふ理屈 になるが

識 する 事になる。他人を正しい評債でもって尊敬 賞際はさうは' . 、かな L、。これは要するに精榊の問

する事が出来るやうになる。之れは大きな事t:' 。

星島生時代には先生も尊敬しれ。先輩も写敬し? こ。

しかし、今 から反省すると尖の奥には己れ? ごって

尖の歳 になれば、或は茶の地位になれば と云ふや

うな、極めて生意気な気持ちが無かつにとは云へ

ない。しかし 、 それはそれで好かつれの f九 そ れ

Tごからこそ若芽はiql ぴ1: のt:' 。そうして比の芽に

業主 Ｇ＿Ｑ ＱｦＮ らせ 、 花を聞かし 、 果ｾｾらすのが之れか

らの己れの 仕事なの t: .。

×  

そ れ に し て い 近 頃 切 貨に生命保険だ主か、貯

蓄の必要を感じ出して来1: 。何んだか淋しい奈が

題で、竹槍を持っていも戦へる主 いふ泉分がめる

の主ないのとで 、 同じ武器ｾ持つでも結果が大い

に溢ふと いふ意fJ 去に外な らぬ。 同じ武器を持って

駁ム場合lこf;J:. 、精市11
1カの優れ 1: カカ : .ij 寄っ。精榊カ

が非常に大な らば、劣襲安の武器を執っても勝つこ

とが可能でめる。これ を極端に云へ 1; J : . ' 竹捻制長り

廻して v も勝つといふ結論に至る。

精紳カの効果 lま重大で、 そこに 精紳運動なるも

の〉意義もゐるわりである。何も軍備に限らない

普湿の役人でも 、商人でも 、人夫でも 、霊芸術家で

も、 ルンペンでも 、尤も精市中カの強L、ノレンインは

あるまいが、 ぐ心臓の強いルシペンならめつでも

するが 、 之れも 己 れの能カの限界 ｾ￭ 寄つれ結・果 〉とにか〈何んな方面にも 、何 んな時でも、精紳

か。

×  

の重要さはめる。而も物質と主主って直接費用力句 、

らな し、。只で める。只と いふもの にはJ魅力がめる

以上の言葉は悲鳴ではな い。四十に して揚げれ 放に維も彼もがこれを撮り廻すの

人間の歓繋なのであ る。

精

藤 原 義

物質 的に 窮迫してｾとれば来る程 、 これを ＿補ム紛

糾カを強調せねばならぬことは云ふまでもないが

紳 ひるがへって世の中を見渡せば、糊中、精紳の繋

は大きい賀際の状態はその逆のやうでめる。自

分fごげが本家のやうな顔をして、他人にばかりこ

紛糾と いふ音楽ほどよ〈口にせられて、而も賞 れを云ふといふ識者の非難も時々閲〈が、いつに
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い精f臥 精 紳 と いム人l揃 iii 申を少し甘〈 見すぎて J 二

ゐるのではないか。只で得られるといム 、 ｾつて

単純な考へしか持1: ぬのではな いか。気の持ちゃ

うfお な ん て、 そんな生優しいものな乙比の辛い

海

、.
、、

、ー

日

比

4

1

ア

中

a.

界

森 口 情

官iJ が き

世の 中で今まで人々 が放ってi i i r . ( 筈がな L、。按1:' 上海に聞す る報告に就ては上海出張中の私の主

げ大き〈して、 うえ1¥1に手段方法によって得られる 任 fごつ 1: 吉村技師によりて詳細に記述されてゐる

ものなら 、剰に敏いイギリス 、 アメリカが慨に貨 が、以下! i : f . l l . 界の沿革と組界が今日の隆砲を床1:

行して効果を 10070セシトに畿げてゐ るに らう 。 し1: 1図を私の感じれま h に記注させて戴いれ次

日本精紳とは何んな L のか、 それは自分にも列 第でめる。

らぬ o p位打日本人の持つ性1脅し それが築 き上げ

てt!(1: 日本女化といふもの営 、深〈深〈掘りドげ その昔無名の l 小港に過ぎなかっ 1: 上海が、阿

て研究し考へ ることによ ってのみ自ら感得せられ 片戦争の給・巣開港場としてー腕図際港 とな ってよ

るも のではないか。それを? 知らす' に ml んで見にと り、健か 100'. 1'- ｾ 出ぬ今日 人口 ＳＷＰ 政 人を容し支那

ころで、盲人が棒念撮り砲 6てゐるやうなもので 第 l の貿易港として 、い や世界の上海 t して経済

ｦ ｲＮＺ ｾ 、 ばか り で何の役にも立 ＱＺ ぬ。 上のみなら令、政治的、軍事・的にも重要なる 地位

設築の日本続制11 ，同様で、日本人の築き上げて を7占めるに到つ? : 。

*1二日本建築の本質を深〈考へ宇に 、近自民が墓主主 現在上海に於ては共同級界、傍関西組界があり

鋭でのぞい1: やうな l つの角度から これを論じて その行政権 lま支那IRI ] より完全に分離されて、夫々

も意味はなし、。無智なものを殺るばかりである。 工部局、公表局がその行政摘を握つてゐる。上海

一時日本趣味の建築と務して現{ まれれ建築に これ に組界ぞ剣始しれのは茶園で、J'!IJち 1845i p に上海

に領するものが往々めって、民の日本主主築に況を? に尖入居留地皆殺りにのが英組界の始であり 1848

Ｒ 金つ ＱＺ もの ｴＺＺＺ ・。若し濫築する人に認の日本建築カｾ &f. にはうj Cf: l l . 界が始められ、 その翌年の 1849年に炎

if'IJってゐ 7こなら 、叉その建築を使用する人に挺の 米雨租界が合併されて共同和界が殺置されにので

日本精榊が稔得されてゐ f こなら 、外搬はアメリカ ある。その間逐次純界が獄殺され、れまれま 1909

式でもフランス式でも 、立滋に日本建築としての &1三共同組界の主主張要求が時の市政府によりて抱絶

性能を妥揮するでめらう o I! JJ ち竹拾を振り廻して されるに及び、越界選路 ( exten ti on road) を築港

蛾字に勝つのと問機である。 して組界の行政措そその道路の雨側に 及 lまさしめ

紫畑欄が ｈｾＪ て大いに令貝の ＧＱＱ 糸陥ｾ歎侍する かくして組界の勢力の披充に勉めすこo その越界遺

といふので緋じ 1: 1  I市が肩のこるやうな結果にな ｅ 告の歎は東 北 部に Ａｉ ｦｦｩ￭ 古 Ｑｉ に ＲＸｾ 盟 主へ 、 その線、延長

つれ。 これも柱間車問中運動の l 例である。落語や は74粁に 及んでゐ る。

没歳誇 り で い 高 座からなるべ〈お客の然になる 上海はその後背地揚子江流域に約 2億の人口を

やうなことを誇ってくれるといムではないか。 l町 有し、地道的好4条件に葱まれて居り 、 その拘束の

町、 11可。 後展は言ふ迄もな いが、税在既に貿易額は金支の

半 l以上を占め 、支那の宮の 0.8迄は上海に集めら

れてゐると 言はれてゐ るが、 その上海の繁脅をは面

積から言へば、金上海面積の僅か 6 70に過 ぎね組

界に集められてゐるのである。今 1935年度に於付
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る人口の符皮を示せば

共 同組界 l平方粁に付 5  I. 140人

傍 租 界 。 48，740人

傘 市 4急 4，128入

ない。.!![J ち約9970迄は文那人が占めてゐるのであ

る。従て組、ての経管施設等も支那人Ｇ｛ｦ主主ｾｦ｜として

殺げられぬ限り 、殆んど無償 II 直に等し い と言って

よい。然 るに 現在上海の 日本人街は月斤潤河肉ふに

となってゐる。 較 べて商庖等の規模 L 小 さ 〈物僚も 高〈 、 日本人

何故組界が今日の繁祭主?見 i: か、是 には各閣の 同志がお五に共食ひをし てゐると 言つに状態でめ

絶 え さ' る努力主巨大 なる 投資が奥って力がゐつに る。こ んな事では日本人街が繁昌せぬのは勿論で

事は勿論で あ るが、比の外に 租界 と言ふもの〉徐 ある。今や上海の復興自究しきものがあり 、E号館

殊性が上海 に今日 の隆盛佐官官し1:一因 をなしてゐ 民の如きも事鑓前よりその数を t脅し てゐる、 潔 111

るo .!! Pち支那 の如 き兵 飢キ目領げる図にあっては11M: の人々が大陸に進出 する のは比際喜ばし い事では

人の生命財産は政府より完全 に!1保謎さ れ子、絞 めるが、今次聖戦の目的を充分理解し、今迄の様

周自 分で設予 よりイ也に 何等方法がな 1Pつ1: 。然る な出稼人根性Ｇ｛ｦ捨て〉 東 ＿ＱＮ Ｑ 宣 久 の 和 ＮｺｰＺの然 、 東 ｩｬｬ￮ｾ

lこ租界は か 、る兵翁しに 華社して常に紹華社安全地帯と 民族の協 和 のｦＮｾ 、 大限の土 ｴ なる 位 の費情が必要

して聖堂主主し、財閥 ' e 始め一般の人々 L 租界内 に移 1:'  e思ふ。

り住む者が多 〈な り、 金 々繁殺を*1こす原因とな

つれのであ る。換言すれ ば 白 図 政 附 信 積 す る 事 や ざ か り の 雄 闘

が 出来ぬ人々が第 3 閣の庇誌の下にその生命財産

の安全を計る然組界を 唯一の安全地帯静 k して比彪
本 多 正 道

に入込み、主食に今日 の隆殺を見るに到つれのであ 昨日の愛は鱒じて今日の稲 となる。 l止は技術関

る。 能の 世界主化して以来 l 雨年、逮築技術も亦その

上海 に於げる列閣 の投資額は英図の 1ｴ 窓 ｓ ｾ 両国 末役' [ f 承る事となっ1:。建築肢術者の市償朱1:' 機

令筆頭に、何れ もその封支投資金額の6070以 k に 械技術者の資に及ばさ4 る事遥かに主主きものがある

及び、如何に各国が上海の文那に於げる重要性を かもしれないが、官in会の光明に 微笑禁じが ?こく 、

認めて、各 自の憾金の扱? 長に或は悩主主の姥惑に 、 園を訟 げ ての基 ｧｬｬ 哉のＱｦｴ只中に 、 我世の春を＿ ｾ 匹敵し

上海を活舞塞 として目巴の生脊競争' [ f i! i ( じてゐる ゃうとしてゐる i数侠が見えぬでもな し、。 統制のカ

か い裁は れる 。 日本の上海 に於 りる投資額は今事 及ばぬ軍需景気なるものが、今や我が建築界にも

書昼前記は 4千3育成図絵で、茶園 に比 して遥か に少 徐震の程度に波及しゃう としてゐるかに見え る。

い 従 っ て 比 の 事 棋 は総 ての綬替施設の 上に も表 山様な蚊行的景気の防止策lま銭政者に 一任する

れてゐる械に。建築物 l つにし て もその湿り で、 よ り他に仕方がな いが、要 するに戦時 と云ふが虫fI

日本人経世去にか、る 建築物で高暦建築物はバンド き 非 常 刷1J の場合でめって、先づ止 むを得ないき見

附近の銀行を除げばゐe ! ま皐校位の もので、今事 象と する ならば、一方で税制、統制等に よる抑制

後 の始め敵機の空襲 に際 して邦人の滋難 すべ き建 制裁を資施する 仰! ら、各 自の自究、 自制に 待つベ

築物が無〈て、心細 〈感じ れ と誇 られ1: 1居留民 きは こ h に云ム迄もな L 、。 とこ ろで景気のよ い臓

の誌を聞いれ丈げでも如何にも食品司 な事が想像 さ 工、職人の問に 行はれ る浪費的傾向、ひいては社

れる 。 舎 の下j奇にひ ろが るやう に見 うげ られる 非節約的

人 口 370 il 自主務せられてゐる上海も 、外図居磁 傾向 は、制裁共他 の機械的手段によって抑制する

民は 日 本人の Ｒ ｾ ，｜絵入念最 高 として ｦ 華々 Ｔｾ 人 を出 事もむし ろJI-. むを得ぬ事 として放 て不都合を感じ

I V  6 0  



ないが、上級の技術者、乃至経生若者、引いては魁; する嫌がめる。港織の手賞立n何が時限の微妙な係

省の中月号以上に無自究、無自制の傾向の表lまれる 件として考へられてゐる賀状を見るに至つては来

事については、我々自ら考へき‘ るを得な L、む伊H 氏をして「そんな男が大陸へ進出して仕事が出来

なれば、後者にゐつては完全な人格と相官高い識 るかね j e嘆ぜしめれのも尤もでめる。近来青年

見が期待さる べきだからである。裁は彼等は云ム の意気甚だ録はぬに就いては、肢に識者聞の閉館

かもしれない「長期戦打、そうー聞に緊張してば となってゐる。日本が空前の雄闘を着々と賀行し

かり居ては長線きは出来ぬ。時にゆっ1: りしにぷ つ〉ある降、 その細胞であり分子である各自由; 知

持にひ1: 1; 、気分の鱒換をはかる必要も大いにあ 何に犬なるｾｻｴＧ抱いても大き過ぎる容はないにも

る」と。比くして時に節約を否定し、液援を肯定 う。兎角浮主客様性を持ちヤすい建築技術者よ 、今

してゐるうちに 、高級雑貨が飛ぶやうに資れにり こそ、遠大な宏、ｾ持ってま隼まうではないか。

酒l宿命; 満員 の盛況を呈するやうになるらしL 、。

しかしこ、では軍需景気や浪費について論じゃ

うとするのではなし、。我々技術者も特に建築技術

者の「求人時代、技術者不足時代 J に彪すべき議

血

山 口 正

見と抱主主について考へて見? こL 、。 形態に封する人間の好み、理想などは民族的に

技術者に奥へられれ職務の侍長の l つは、之が 見て待色がめるものでめる。その好み、理想など

創造的な仕事であると云ふ事でめる。法科、l ! l i f4 ( ま建物一一大昔に於ては唯一最大の造形封若手であ

等の豊島生々徒が卒業して l つの職業に就〈時、 そ つに建物ーー に最も 強〈現はれてゐるといふ考へ

の仕事は殆ど純然? 二る魯記乃至事務員としての機 のもとに 、今日に残る色々の建築的形態を大きな

滅的な仕事であるのに反し、技術者はトレ ース等 見方で域ひは部分的な見方で眺めて、深〈研究し

の機械的な仕事を除げば、多かれ少かれ創主量的な 大昔の住居の状況などを採り 、建築史の不明の昔日

仕事に白己の知識を際用し、熱情を以て完成 lこし、 分ｾ明くすることは出来ないごとではな ｌ 、 、とな

そしむ事が出来る。又 l 小部分にもせよ 、 自分の は信じ民家の研究の上にもこんな方法を主張する

手がげに仕事が目前I に形をゐらはして、攻第に完 ものである。これがこの小論の骨子でめる。

成されて行くのを見る事は、普湿の場合、大きな 日本の農家の間取、. ! ! f J ち一般民家の間取が土問

客ぴでめるに相迷な L、。尖上、現今のやうに 、各 かも霊堂展しれことは、色々の例詮によって、阪に

自の仕事の殆どすべてが国家的意義、 目的を持つ 信じられてゐるところでめるが、その土問の l 部

やうな場合、技術者は、い やが上にも自己の仕事 分に 、 叉はそれに附 ｉｊ 日へて 、 土聞と ｾ￭￬ｬ ｊ して簸る

の重要性を自覚する。 努所を主主る携合に 、土問に 入つ 1: 炎営りにその場

人的資財の不足、待に技術者の不足甚Tごしい折 所 ｾ￨ る癖のある民族と 、 横手Ｉことろうとす る習

柄、 目前の給料と安逸を天秤にかりで自己の去就 性のめる民族主 、 それは各々 ，8I J 4 の「血 J を持つ

ｾ決 せんとするのも 或程度 止 む念特ない畢 ｉ ではあ 2 磁煩 の民族があつれ ことが想像される。

もうが、何等法大な目 的、 5E，見を持 r: す，して、投 仮に 、 その l つの民族が寒い地方か C来? こも の

衡の切資を事と して自らを不快 e 1 ，究えないのは で、他 の l つが警告い地方か ら旅? こものであつれと

どうかと忠ム。使用者の方でも 、多くは仕事の内 決めて考へて見るのに 、軍事い地方から衆? こもの，は

容を示し、意闘を諮る前に 、先づ給料金額を提示 この邦の寒い部分で い 媛 い部分で い そ の 気候

し、被傭者叉その多少を第 l に重腕して去就を決 に左右されや、 その持前の鮮を現はしれ住家主?後
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み 、 警告い地つちから来れものも亦その習性ｾ岡持し をァ、系統を手持トりにしよう主いふのである。

7このではなからうか。こんな本貨を仮想して見る そしてこの仕事一一こ んな方法による研先一一

ことの出探る状態が、今日の日本の民家の分布の は建築史の前衛でめると ころの民家史の責任でめ

上に見られるのでめる。そして若しこれが本蛍で り職務である主私は思ム。そこで第 I 1菌、第 2 固

めつにとすれば、 こんな具合にして2つの 、若し〈

lま多〈の民族が入り混って出来? 二住居の状態を、

我が民家史の古代続に想像 しでも差支へめるまい

と考へる。

であるから 、 この土聞に 書きする 終場所の位置の

問題、 とりもな iまさ十「妥入り」と r.zp:入り 」の

問題は色々の考察の基礎係件としては却って積り

にな らぬ ことではあるまいか。

近代民家研究家のこ の 「婆入り j r卒 入り 」に

謝する i程度の如きものは近代民家の暦史を考察し

その後 展 ｾｩ こどる上には 無論妖〈べからさＧ るもの

であるが、今私が鱒れようと してゐ るところ の、

大昔の我々の祖先の住居状況をうか v ふの には大

して役立つ こ とではないと思ふ。でめるか C、住

家の卒面ｾ分り て「妥 入 り ｪ r卒入り J とな しそ

の司J. 柄を7取りめげて民家研究の上に於げる大きな

特色として取扱ふことは、 この筋合い らぬ こと、

思ふ。

この「芸人り j r卒入り H 条件に おして、私 は

こ、に 、訟のいはゆる「血」による 考察の方法を

説いて見ょう。

ひるがへって考へるに 、 そもそも我々の建築史

ほど不思議なものはな L、。突立nとして法隆寺の大

伽主主力; 素晴らしい革華街主 技術とを持づて我々の前

に現はれる。我々はその突飛な出況を単に 大陸健

派の放を以ってE是認するのでめるが、 どうもすっ

ぽぬかされれようで附に落 ちかねる駄がめる 。 そ

の建築史の妖除せる部分を手I官ふにはこの「血 J に

よる考察より外に道はめ るまし、。も はや法相草原史

家、文 献歴史家によ ってー燃 の研究を完結され、

あとはさじをなげられれようなものであるか C。

民族の持つ 血 を霊〈凡て 、 これ ｾ￰ｩｻｴ 問解決の鍵

にしようと いふのである。 r血 」の持つ濁待の色
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第 I 1団 大 阪府三島郡魚商 の家

の潟 ｩ￭￭ｾ 見ても ら ひ Ｗ こし、。朝鮮に旋しれことのめ

る人な らば必す rゐ、朝鮮の民家か! j と忠、ムで

あらう o 1 : ころが、第 l 闘の家屋は大阪府三島郡

に める ｦＡＮｾ 商の家でめり 、 第 Ｒ 闘は兵庫燃有馬郡の

土工の家でめる。どちらも近畿地j ，にめる家で、

朝鮮半島 ｴｬＧＩｾ の 商人や労 働者の後みで 、 いは ｜ＢＱＩＱＱ

墾小屋のような性質のものである。 この人迭はこ

んな場合、 これまでならば、 ト51 y 板でパラック

第 2 悶 兵 廊 鯨 有 馬 郡 土 工 の 家



を? 造って住んにのでめるが、近頃のなみいに ・き をこれだりに片mげてしまふことがl ¥' J 米な いのが

きんに H! J くわして、かくの刻l く和; 民営材料にして 私の「血 J による研究的態度なのである。松はこ

自らの稔内に宿る「血」の L っとごろの性質に従 の民家の. f ! j ( 抑へと紳祉の千水色の附に火きなつな

って、 こんな家を造つにのでめる。 がりがあると忠ム。何故か、 これから その説明を

これに一般の考察をドせ li 、 これは単なる民族 試みよう。

の移動に 、 その住居形式なりその技術なりをnつ

に l 例として眺められるに過ぎないのでめるが、

夜、 はもっと考篠を深めてみれいのでゐる。ｾｩｊち 、

材料よりも技術よりも何より( ， ￬ｴｴｾ 、 ｊ ｩｊ ｩＧ の「血 ｊ に

こ 〉に例 ￭ ｊｾ し ＱＺ 対民営凡てしらひ ＱＺｾ 、。ＱＮＱ Ｇ［Ｓ 凶

>r; 4 凶U: 兵庫版武原illl 山131村で倣つにもの、'tI"i 5  

宿る性質 一一 民族性ー ー を採し求め ＱＺｾ 、 のでめる

といふのは、技術といふ L 材料に幸せする概念と い

ふもすべては民族性の援現でめり 、 その枝葉でめ

るk 思ふからでめる。

石原ftif台民はその者 r ¥1 オ玉県民klE築」に於いて

民家の棟を判lへる棟抑へのことを説明して、 これ

，、

は械を抑へる竹に縄{ e 泡してお! ( 伝統f めつりである ， 

その縄全主主しにところから雨水力 ; 入 らねように; J ; ! i /  

の束で抑へ、 その上 lこ木の仰へも? 被せに L のでみ

る。欽lこ、単なる袋飾的なしのではなく全く格治

的なものでみると説明し、 これを以ってi[ i ' ド祉の千

水力・らを是主主しれものと凡るのは談 bでめると漣ベ

更にその附l毘の快報では、千木と" 、ふような附!m

のみを取りあげて研究する先日F部分的方法論 l i af;

に科書喜的基礎を妖くと断じ 、 この抑へｾチギと ＱＱＧ｝Ｇﾭ

んでゐる地カは日本中にないと Ｍ ［ｾｴｾ 、て ｪ 去られる。

なるほど民家に於げるこの杭判lへの校生由米は

犯し亦氏と同じく針路するものでみり 、 ま1: 却'1' 枇

の千木が今に洩るそのJ1l rl; 1， 緋へてゐるが、 これ

第 3 闘 兵 庫 版 武 庫 君1I 山間村

第 4凶 兵 庫 版 式l京im山間村

気l Ｕ 悶 愛知県長知多ｾｬｉｉｻ大 ｐｬ

気l 6 脳 変 針1 ｾ探知多郡大同
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闘、第 6 倒は愛知県芸知多郡大関で潟しれものを影 大きなつながりがめると 主張 する のでめ る。

給風に焼付げ 1: ものでめって、何れも千木の研究 か、る研究，思考の ｪ 湿度ｾ民家研究 者に望 ましく

家津田製氏によって数年前後表されにものでめる 思ふ次第でゐる。このことは甚だむづかしいこと

が、今これらの潟1 f t を凡て、 その形態により、 先 ではめ るが、 こんな心構で研究することによって

づ暗示せしめられるのは踊中祉の千木ではあるまい 日本民家史が完成され 、ひいては日本産築史のう

か。 i暗示と いって慈げれば、成心これを? 見て榊枇 つろの部分が充され るので はめ るまいか。

の千木に似てゐるなと思つ1: ところで別に不自然 叉石原氏は千木の如き 部分的研究を 以って科書告

でもなりれば附舎にもなる まL 、。 的基礎を欽〈もの主認められ るよう であ るが、建

訟が主張するのは、こ の「似てゐるな J でめる 築の極めて複雑な全惚から 、か〉 る形態伝すぐり

.!!il ち、か、る形態は紳祉の千木を聯想 さす もので fI¥しれ千木の研究家lま形態的研究の聖母稽として主主

ゐり 、而かも第 3 園、第 4 闘の分は石原氏の設 の に好個 のものを件? こ ものと云ふべ きであり、 その

遁り の資生理由主「持つものでめるが、 その塊由で 研 究には料製的基礎を多分に 要するも のと忠はれ

あるところの雨に劃する工夫に過ぎ 1，). ，、このおR抑 る。こる駄に早く から池凶し、世界中 の+ - 木に就

へに遣すして、外に もつ t 容易に工作 II ' . P! ミ且つ簡単 いて居者〈 深〈研究してゐられ る前記の津同氏の摩

fよ美し L、) J 法 L めらうにか、はらす，、 この千木の 先的なi湿度に敬意を決し、且つ多くを7 その成果に

ような形が選ばれてゐる貼に注意せねばならない j!J j待する L のでめる。

向且つ一清の注意を要する のは、 こんな千木型の

おI i . 抑へを持つ家l立滋して村に於い T も裕福な人の

家らしく忠はれる鈷でめる。これはこの村の人々

は こんな棟の工作に名 審 を感じてゐることを? 示す

ものであって、云ひ夏へれば、 こんな形態に苅! 怨

を持ってゐ ること を示す。

向訟の色張に主屯解ｻ･ｾ策めてもらふ ＱＺ め ｬ こ 、Ｎ 反に

l例をゐげて説明してみよう。第 7 問、第 8 闘は

兵庫版氷|二部の谷)11 とし 、ふ旧Tの家であるが、こ ん

な形態営選ぶ民族と古 ￭ｊ Ｎｩ阜の千木ｾ空高〈築 きあげ

人間の理想、或ひは心、の中にひ そむ↑ 取れ一- ;Iill 手

先より受りつぎ子 荷孫々 に{ 専へ るで めらう大きな

憧れーーを抜きにして は、 こんな形態はその合目

的性Tごげに由来して聖堂生するもので はな いといふ

ことをこの例によっ て私は強制し1: ，、ので める。

私 は、こ んな形態を生み、tili れを持ってゐる人

主主の心根伝ゆかしく思ひ、こ の人主主が血を交げ つ

いだその組先の民族を考へて見? こし、。 そしてその

民族が主主つ7こであらう紳祉の千木を想 ふとき 、こ

冶に l つのげだかL 、理想、を持っところの民族の賀

穫 し そ の 今 H に績 〈大きな流れを否定すること

は出来なL、。
t，ル

こんなところに建築の形態に於げる民族的 なる議

侍色の示貌がはっきりと認められるのでめって、 雌

その故に 訟は民家の棟抑へと 紳祉の千木と の聞にE
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る民族 主の間には大きなへ打、りが めるし、叉第 敢て古m念総〈までもな い飢自主や疫病のこう

1  f菌、第 2 箇に示し? こ建物との問にも閉 じく 相営 しれ惨状 1:t: ，度版元年生れの僕の母の記憶の中 に

のへfご、りを認めるm: が :H来る。或ひは叉主主主主の もある。疫病大流行の災翻に就L、ては、明j台18年

軒先の形、即ち王争. 上げ1:恐草の足' k ' mりこ 八Tご形 創立の大阪市立桃 JJI 病院の事業誌の中 にも 、 明治

に於いても形態的に見て全然異 る 2 種類に分つ こ 年間には倫至る所これを見出すことカ ｾｉｈ 氷るので

とが出来るので ある。 その l つは屋根の流れに恒 ゐる。

ぞまいて直角に若 しくはそれに近い角度で切り 務 所が何う打、文化の進歩は今日飢餓や疫病の惨

し7こもの。他の ! つは水平に若しくは水平に僅か 繍から完全に我 を々救ってくれi: 。段懇科書俸と交

の角度を持i: せて刈り揃へ? こも の。 こんな ところ 遁機測と貿易との護主主 lま、我々を飢凶z の災踊から

にも形態か ら卯l断される民族の「血 j の示 す待色 免れしめ 、故防邸主基の進歩[ ま疫病主主延の惨状をwe

'k'見 るこ とが出 来 るので あ る。 に昔 物語主化してしまっ? こo 飢伎や疫病を地震や

日本精紳作興の各方面に強制され る今日 、若し 風 水害と一緒に天 災地費量の '1' に数へ ることが、we

「建 築に於げる日 :本的意匠 J t いふよ うな研究を に今日 の常識では非常に不自然にさへ感じられる

主主められる人が みれば是非この松の小論に耳 {e傾 械になってゐるのである。

げて裁き? こ L 、。 x

災

JiJ iで、一方、地震、火災、風水害等の惨害 に至

害 つては、今 日 出、往時の問主比較して少しも

艶らな いばかりか、 その損害の規模に於て寧ろ背

立rr .1<1  手重 タミ より甚しくさへなってゐるのはー溜何うしれわげ

×  でみらうか。試みに安政2&f - - の江戸の地震火災と 、

東京市準務部社令官果から 「天災地絡に日IJ する澗 大正 [2!，f - - の来京のm; 火災との災摘の大きを比較し

査 J とし、ふ 調査報告替上下 2 谷が出版せ られ1: 。 て凡るに 、我図の文化 l Hi l って こう しれ災害を抜

その内容 t して紹介せもれる} ，j を見ると 、我圏平f 大させる j J 商に進んでゐれとしか考へられな い結

史以来の地震、津波、噴火、火災、風答、水害、 果がそ こに見出されるではないか。

飢餓、疫病等に附する年代i J lJ の詳しい調査報告が 関東の大震火災後初滋いで起つ i: 奥丹後の地震

営時の湾政者の災害主主策や災害の社合的彩 ｾｴ 共 三陸の地震、画館の大火、関西の風水害、京阪方

に非常に系統的に盤王監J ¥士銀せられてゐるらし L 、。 面の水害、阪市中の水害等、何れも土木建築締法物

古い 記録ＧｫＧｾ寅む し何 れの時代で い天 災地主経 の莫大な損筈と多数人命の損失 t を? 仲ひ、江戸時

と呼ばれれもの〉中で、飢餓や疫病が地震や津波 代の同植の天災地主登に比べて少しもその寄金減少

などより以上に 、 その災稲毛 ｾｩ 芸うし ｩＺ 事賓がｾる しi: 跡が見J られない。

所に見出される。 而も今日も筒、 これ毒事' k ' 以て悠久なる大自然の

草根木皮を? 食ひ雪量して、文字諮り骨肉キ日食む生 起科撃的な不可抗力 に依るも の主し、 自然に封す

地獄の飢餓の有機や、伎に日にイトれ行く 135J 、i る人績の無力さな強調して、災害の起る毎に幻、

の死骸を前に設臨を焚ｾ ， p腕 挺退取の加害のほ li 宗欲的減税そ以てこれに主主しゃうとする傾向が

か に施 す術も 知らなかっ? こ疫病大流行の状態を、 知 一 議階級の中 ｬ こ 、 否湾政者のｾ，にさへ見られるの

尖胞 の受げ＿こ苦 ｾ Ｈ ｴ として感じる時 、 傑然 として寒 {主、E、病流行のがIに病鐙退散の断線よりほかに手

い ものが血管の中を走るのを使え るのでめる o 段全知らなかっ仁科書匹的無却の時代から 、心理的
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に一歩t ， fiir i l i ; ーしてゐないものでめり 、今日の科書黒 人々 t F子生その災害の恐怖を全く忘却して生活を

に華社する係りにも甚fごしい不信れ、ふべきである 封建しむこi : 1;;: 日来るのに封し、時局下に於りる空

その上更に忍L、ことには、組先以来天災地袋の . 援は全く臼随に迫つれ事賓として、その原因とな

長い試練、を経、 自己 l 代に jj をても何回か災耐の経

験に慣されて9 ¥( ' 1 : 我図多歎の民衆が亦、災害にお

する不感性と需はうか、健忘性と言はうか、或は

もっと大衆的 l二、害者行p . 正常の宿命淑に徹しれとで

も言lまうか、昨日災害に遭っ7二同じも毎月げに依然と

して同じ建物を建て、卒然として同じ生活rt責げ

て行くことでめる。か〈て何回の大地震に巡ひ、

幾回の大火災を綬ても、我図の都市[ ま奮J恐依然と

して江戸時代と同様の、否場合に依つてはそれよ

りも劣等な、、木造建築がその9070 f t ' 占め、その質

的向上を仲はない徒なる量的忠臣JJ 長は、年金経るに

従って災害の規模をのみ幾何級車文的に} 官大すると

いふL 凡そ文化の進展i : i 並行的な結果を招米する

械になっ1: のでみる。

、×

だがこれは勿論、災害に主主する近代科皐の! 隠カ

を意味するものでは決してない。

地震、若手県ht 、火災、風水害等の災害に謝して、

土木ユ接、i ] : 築星島等を? 打って一丸としれ災害科喜界

l主、{ 事染病に到して瞥皐が右ーする以上の重苦銭を悦

に充分に持ち合せてゐるのでゐる。

河川、港湾等の合理的攻修は若手附や洪水の惨納

金救ひ、都市[ l ¥: 築物の耐火構治イ七 lま、同時に全て

るべき黒い手は目のゐ? こり着々とその毒牙を磨き

つ〉ゐる。

而も我閣の* i l l : 都市は彼等に取って、最 L 簡易

なる準備で最大なる効果をｾ揮し得る格好の同様

ではな L 、か。空襲の出現は古い天災地幾におして

全く不感性の我図民営事ｾｬｗせしむべき 、 これは正

に天の配測でめっ1: 。

防空途築規則とそれに劃隠する銃殺木造家屋の

防火吹修とは、 この様にして漸く笈施の運び主な

つれ t ; 、 これは全〈我園経i舟の現状に於て、重要

都市ぞ空襲の災害より救ふがｾに銭政者の然し得

? こ最善の努力でみり 、民衆も時局の影響ドに 、充

分これに協力する 程度に健市ーしてP l O: 。我々も亦

この事 ま たが都ｲｬＧ ｩ 防火の上に相官の効果をｾ "11 し得る

ものでめること を信じ 、 これに慾命の協力を僻ぜ

ないものでめるが、 11陸こ ':>1こ主色意しなげればなら

な い こ い ふ こ の 事または多くの災筈お策の中 、主

として火災に華社する最低限度の劉策であり 、今日

まで何等賞施せられなかっ7こ災害劃策が、漸〈こ

の程度に賀行の絡についれといム意味に於て1ft 値

が認められるべきでめるといふこ主でめる。同擦

はもっと高〈且議でなげればならぬ o 1:' が天災地

強は】間昔〈としていこの切迫しれる時局の下、

の災答を? 騒遂する4有効適切なる道で tちるが、 これ 我闘の苦ｾ市がこの理想に到着するまで 、 空襲の災

に要する膨大なる工費の前に然政者[ 主主L然自失し 警が果してｾ Ｓ￬ 官民営輿へてくれるか何うか。

民衆はv l ' 、収元自? 過ぐると同時に官告さを忘れて 、 ×  

依然1: る災禍の繰返しの合間々々に習の安逸を食 そ れ に つ り で し こ の 過 波j切に倫へる施設とし

ってゐるのでゐる。 て、防空建築規則や防火l & 修等と並行して、都市

×  防備の最低限の施設として 、取り教へす・型車備すベ

ー; 幸か不幸か、時局[ 主災筈の樋討の' 1.' に「空襲」 きものが多々める様でめる。

といふ 1Jj'(を1凡1へ1: 。 消火ポ Y プの加府、R守7.1'<. 槽や救護均r防; ; 獲量3・等の

古い災害が主として1忠久の| 明日1の| 却に設立ーする 殻越、l坊さE資材の盤附等[ 立 、慨 に各重要都市に於

fdl 以的，Y¥' *署長でゐり 、 「自然 」は昔話事の起る直前 て計i l ' l : : せられ、着々と質現せられつ h め る。

まで全く何日食 lまな い顔で静まり返ってゐるカ Z故に 僕は過I l 主l t 4 に於げる災害望書策の l っとして、以

I V 6 6  



l二の l主力、に組ーと式 パラッ クの用材一切を、重要苦l ¥ べきバ ラックで< ' b つ 1: 。

市人口の 5 メ程度をァ傑準 として、安全な 倉庫の巾 空襲下に j冷ても 、都子!n ヶ混乱より救ひ、 笠 然 1:

に常時準備に 寵〈 こ H ヶ提鳴し皮い主恩ふ。 る防備を完ふせしめる郊に必要 l，i もの 11、作Hdl r

最近相縫いで関西地カfを磁つ1: 災害 1こ際して、 いて もやはり 、』協災者に速に安住の JJtj 所在7央へる

最も必要であつれものは何よりも躍災者合牧容す とい ふ ことでは なし、かと 忠、ふ 。( 2599. 3. 25)

ノ レ ド ゲ ィ ヒ 、 ク ロ ー へ ノ レ 小 屋 組 最 初 の 庭 用

是に依れば木材全 40- 7070節約し得る ( B a wmeister r. 1939 よ り〕

町一一一一一一一f'i

E J  
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室 内 及 野 外 の ス ポ ー ブ 建 築

スポ ーツ建築の大部分自「個今に就L 、で考察して テュスの要求に従って 11'，tl 計二ものであるが、 上 述

見 る し 建 築 家 は 只 盈 築 物 の 段J十のみ に関係して の!mｾ総池形位の凌主主としては夏ぃ ｴ 定例でめる。

居るのでな いれ、 ふ こ とがわかる。建築家は共等 アムエテルグムのテ= 兄コ ート の建築lま込1裂しに

の設計の一部分 として野外の施設を共に百十査せね

ばならぬゃうであ る。 室内プ ールの如き建物でさ

え 、 ｊ共 ｃ の機古 詑ｾｾをｾＱ￮釘野司苛奇，う，外へ延長しようとする傾向カが［め

る。 / _ ザン 7プ. トン では 2 個の室内 7プ_ノルレをを?言設空urnH  

する占最l 司布初担切J の芸案ミををpr可lドI 止 して、t第1"; 2 のフプ _ ノルレは3野5

百役史げる梁に主鎚盟E克zし1:匂。室内覧減党f技支貌務. の往4物均と J共CのE環畏

境とをを? 充分に調平布利f日l させようといL、ふ往築メ米〈の怠志 lは土

7プ. タペストのテ= ス小屋にも支 lまれてゐる 。

第 3 刷 ア ム ス テ ル グ ム ・

テ = エクラプ内に言史げ られ

?二 レエトラン

第 l 悶 7. 1) ぺ; <. ト ・テュ z クラプ

ガラスの墜健を持つ熔 接 鍛

什 椛訟を刺用して全く型経つ

れ形式ｾ示して府 る 。 比お

では比の建築がf也の目 的に

L 用ひられることがめるに

め、A の目 的にし適するや

うにし ＱｾＱ こめスポ ー ツ建築

ス ポ ー ツ建築の l つの待性はI I t 物と共の環境と

の 問に 面白 い 闘係智治り ｱ ｾｾ る 場合のある ことでゐ

る。叉しう l つの待性は、場 合によ っては待 JJI )の

檎3 f t 形館( 鮮に大張関の屋根〉をよ必要とする 1: め

商白 い新建築形穏が設計されると L 、ふ こと でめる

比の意味に於て、 スポ ーツ雄築I H霊h の建築形骨宣

伝養成する養成所のやうなもので 、 ｾｾの形惚の ｲ ＡＱ

には府〈建築設計上に用ひ られ るようになっ 1: の

もめる。滋造形テ ニスコート は 、 ｾｴ の構造が金〈

〆
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ｾ ［Ｒ 悶 マサチ =- _ セ ツツ州ペパリ ーに

於げる現道形テこ兄コ ート の縦断illi

旬報時事関

気ｾ 4 凶 同 正 面

の待劾と性が殆んど fもられないのでめ る。J l t の建物

の他の芹1) 月H - I 的と 11、美 術陳列笥ーとして用ひるこ

t でめるが、 これは その大きな硝子宮誌が有効に利

用できるからでめる。このクラプが遊び務所とし

てい其の刺汗! のfiili 図が非常に居者い のは、 クラプ

の ) ￬ￌ ￟ｾ レ兄 ト ランとしてゐ る駄 で 、 ｾｴｾＱ ま λ ［ｴ［ Ｎ

Ｍ ツタヲプとｐＮ Ｑｾ ￘ ｈ￭ 系にｻ克 ｊｈｉｉＧ ， Ｊるや うに なってゐ

る。比のグラプは都合よ 〈運河の水没に位位し、



ｊ ｉ ｾ の後 ｊ￭ に ＱＱｫ ホ ーんと 共に作ｩｬｬＺ築物カ ［ 完備して

ゐ る ば か り で な く レ Z トランの技師I i L 中 分 の 無 い

ものでめる o ｾ｢ クラプＨ士現代の比閣で ｬ 土決Ｂ十の研

究 極 固 と も す べ き で 、 こんな待 )]1) な z ポーツ ill 築

を必要とする 15;: 合がめる。

テ = λ クラブを ) ｦ 日Ａとして‘［Ｑ｛ Ｔ ベ ｦｌｬｬ 、 ｋ のえ ＧｬＮ ｴｾｬｬ

に! 1 永fご吹N す べ き 駄 が あ る 。 そ の l つ は 令 只 の

使用する社交クラプとしての役立十でめる。ゐまり

に 旦 ポ ー ツの主主分の多すぎる Z ポ ー ツ ク ラ ブ の 社

交 安l土愉決な集合} i J j - としての似統合失ってしまふ

ことが多い。それは首位計が拙劣でめるときばかり

で な い ど ん な ぷ 持 の 瓦 い ノ 、 7 チンパ - i 1 i りのク

ラブ主を言空げて L [1; ) じ こ と で め る 。 然 し へ ん ラ ッ

プのクラプの如き[ 士、 スポ ー ツ の 泉 分 と ク ラ プ の

泉分を共に "1、へるやうに内自¥i を・5生，iI-し f 、l つ の 例

でめる 。絞 憾 の 阿 国 に な ら べ t:ft主持の] む、椅子や

クラブ宝やj資 問 に 装 飾 的 に 用 ひ 1: 梢 物11共 に 室 内

幾何li としては最 Li 車U. しいしのでめる。ーフj ｽｉｾ の

i l l : 物の仁臼的とも言ふべき貼{ 士少しも忘却されす，

に ゐ る こ と は 次の立11 き対で凡ることカ :II U 終る。f ! )J

ち府間の入口を併j げるとテニス コ ー ト が 凡 え、又

2 階 の ク ラ プ 室 で は 姐 り 階 段 fe色/ し1:' 7 - クリ ー y

にuili つ 1: トロ 7 イ ーに 狩 し て む の illJ乍をしてゐる

といふ鮎でめる。

比ヰ手の λ ポ ーツ クラ ＷＭ と金〈必を ｾＡｊｾ にし＿ーもの

〉 代 未 的 資 例 と し て パ ス ヲ の バ ピ リオン式テ= " -

ク ラ ブ が あ る 。 此 砲 で は 述 物 It ，l，;Wd! f の: tr以、

::し1t.:;'J，t ! H也鋭校 1: ，"1.)し 1_'&，'!l ; ;百空fll 1i 合おむすべき t

cちる ことを約 1 1: -1)-，江し 1: ので )1、:.CI)' 1"-而，，') ;!t にそ

れに対 する 充分な ｾｾ￺ｬ ｲＮ ｦＩ :ノ式.'5 i  Lてゐる。 l' な f1・:1' ，:

l 土テ. : : . )えで あ る が 之 11針 外 で 行1141、建 物 11 ｊｉｾ の

お: ; 主力、ら lii f Ut て休.Q，する 場 所 に mひ ら れ て ゐ る。

ローマ 時代力、ら公衆浴場 1ij;i J: 交 桜 と し て 考 へ ら れ

てゐれのでゐる。 7' 1) ペ ス ト の 7 ・_ 'L- はこの耐: 交

ｪｚ のｻゃをけ，ｾし＿こものでみる。 イ， ＧＱ とな J L l Dhの プ ー

ルのあるマルガーテン応[ 土、 告ロ ー マ人の・文百日 l'

t = 

>lH 附 ダンマ { ク ・へんルツ 7 ・. テェ

スクラブ 7F'- ilITf，:'，ij

; p 制 同 入 口 股 I11J 内f，¥i

a  8  U; ij 同 階 七 ク ラ プ 信
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にゐつ t:時 は 鎖泉浴場であっ 1: 力、らであ るo ｾ七の パラ チヌス ・プ ールに用ひられてゐ る。建物の紡

，I:'}; の漁の r¥，に ホテル 、 レストヲ ント 、野外劇場及 人用の市分の第 1 r滑には、待殊の小室式が試みじ

び J t: 他 の慰安住築が立ち政ぴ、大首都の，¥，央公図 れ1: 。ぞ れ I:tIltX的・の衣 H¥l 戸慨をrl¥l に墜を扶 ! LでA

として完備し7ーしのになってゐる 。又比の，i:;li 本 結し、 l つ l つを小室として Jt 前j i にカー テンを

誌 に て嘗て ｊ ｉ ｾ の ｬ 必要をｮｊ ｪ んだ慰安公｛羽のす ＱＳＱ に手当 つげ ｦ こもので 、 ｾｉ［ Ｍ の去 ｊｊ ｉｬｬＡ ｩｬｩ ポ ー ル紙を区 ｾ ￸ して

し、 自il 例として役) 1 : つ こ と甚大なるものがゐ る。 巡っ i: ものである o -i l i : 衣言史的より 7 ・ーんに至 る勧

比 の公園の吹文案 として詳細な計良が樹立され、 線 ti 充分に研究され、 j ) ーペッ ト{to>gXい 1: 3客三塁 と

その第 1;若手として 1922( F - に建て i: 仮の 7・ールの 敷石金数い i: i 17J i 認が各プ ールに主主じてゐる。叉)!I I

改築が行lまれて居る 。更に改良工事として1 l " ' i 9 悶 に裕子商の多い屋根のJE:t正J'J rが温水プ ールの近〈

第 9 闘 プ〆ペ兄 4・・ パラチヌスプ ーノレ卒商校: 官

に述滋され冬季使用するこ

とになってゐる。屋根を殺

げ仁1炉原sI 土、 入浴者が突然

のタ ｪＧ ｲ｟ＧｴＺ ｩｪ 位げる ｩＺ めにｾＩｴセ

つ L ので 、比の般のill lj 勿の

必要十lヅJ 、ら吉へ11之が耳工大

なif l f![ l  0 す1ーするものでめる

!fj- 外 7 ・ーノレ及室内 7. ーんを

然。itへ1: 泣 71<7・ー もの; 直{ 殉

としてエバのプ ールがめる

之は ｾｴ の周回の施設よりも
に示 す主fI ＼以域の主主張カワ ｪＭ ｭＺされ 、 之が ＱＹ ＴＰ ｾ ド に

完成することになってゐる。

Jt のJ十i H: の最初の案lま民大利益i築 t61千T の1' ¥: 0) ¥h

げにもので 、 之に基いて政府信用が完成主ｾＨｲっく

つにのである。

ス ポ 戸ツ 建築の卒百計査に於てT主要な対 li ロッ

カーや及衣設備の設計でめる。

第 10副に示す刻I < 、比の鮎に日f) して各磁の奈が

'"I AlF "LAN OF 町 RST I=LOOR 

第 1J  10;1 エパ ・プ ール

建築物の引: ; 1 : : ( 引に椛泣〉 に火なる 7ｩＧ 窓をＺｴＺｬｾつれ

しのでめる。

クラプ安全成い芯1泳に解すれば、 ゴルフクラプ

も之に色合されることになる。ゴルアクラプ IE{l

なる λ ポ ーツ 小 屋 で は な い 者s人士の社交1L;ーとし

て意義める L のとなってゐる。

吋ALF "'LAN 0;: GROUNO 凡 000 一一 ー ) 東京ゴノレアクラプ li m:!:交JMとして考へられ各栢i

ii 税ih z mute ': EEEi52 2 Z U明 日 治官官 EJ UEJ : の社交室が深甚なる考泌を以て設計されてゐる。

ｾ ｃ 州 ＱＢＢ， Ｇ Ｑ <::: LO"' I< .  rL̂ CES 一一一一一一一一 '1 Ĉ・'"' 問、A

J J bt f i mHH200何 !: VZVOUCHZH 11f tmJ SLYfuu JCの建物の内百日と共に 、鑓イ七めるテ レエ、 パルコ

利 一 一 【 号 一 一 【 民o Ｕ ｔ ａｎｏｾ＠ :i、 Dor.: r

!， Ａｾｾｾ Ｂｈ ｟ ｃＺＺＡ，，Ａ｟Ｎ｟＠ ｉｾＮ＠ ｾ ＼＿ｾＭＢ旧。 Ｂ l' 川 情 的USf:'"

い 山 05L111JCON1引 同 onNAI鳩 山 町" 叩 山 引 ニ ー 及屋上庭園が休 息 抜 ｦ ｆｬｊｪＭＯ Ｚ して用ひられ 、 ｾｴｅ 包

第 10悶 プ タペ λ ト・バラチヌ z ・7. 一

ノレ更衣笠2f - 面倒
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からはゴル 7 のコ ーェや法い ili UIの風汲を 22，1;J- 凡

る こ とカｾ 11 ｾ＠ P¥z:る。
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表はしにものである。そ

の構造を巧みに建築的に

別用して、建物全惚が空

間的権成に面白い工夫を

凡せてゐる。向詳細にJ t

の卒面図を凡ると 、効果

的 な 床 の 強 化 し 内 部 と

外部との連絡協l係が比の

設言十の濁待のものでめる

と共に 、エポ ーツ建築の

手本ともすべき重大なる

ものなるを? 仰1るこ主力; / 1' .

来る。その一端として怠

第 12闘 JRJ;t コりレフクラプヰ工面図

げるべきは、各階のテレ

. 7. . { t >連絡する外泌階段と

第 2 階にめる吹放しの食

ｽｾの建物の位置や 、 周図の施設は充分に研究さ

れ、待にチ ー ( ゴノレ 7 で王; R を打っとき球全置く場

所〉及びグリ ーシ( ゴノレ 7 の球舷場〉と 、共の競

技に直接使用される建物の部分との連絡には待別

の注意が扮はれて居る。

第 l 及第 10番目のチ ーと1119 及第 18のホ ールに

認す，る道に交叉して盟主僚の小路があり 、共間に練

習用のグリ- ; : / があることは2j ! - 面闘の示すところ

でめる。叉尖の外形や、 7・戸 J レの形、立浪な庭園

及特別練習用チー等は［ＡｾのＲｦＭｩＱｩ￯ ｩｗ ｬｬ ｴＺとして正に模

範とすべきである。樹木

堂でゐる。一方) ( ; の間取もスポーツクラプ往築の

手本として非常に参考となる L のである。即真家

室、ロ ツ力ー及競技 k 直接協係のゐる室は、ク ラ

プ室と金〈出Ａｾれて殺げられである。比等の室は第

l 階に 殺げられ、 クラプ室は第 2 階にめって共の

同国- ，，1; 位の風対を九日古すことが出来る。クラプ室

主?上- Jj の階に置げば、育iI 方で休養する人々の f こめ

に見H背らし力行妨げF られぬわげである。この程は sb

以外の建物にも服用されてゐるが トレシヤ Y スキ

. テアイセのプ ーノレの1mきはそれである。

及草花は線、て慎重に選ん

だ ものばかりで、使用人

関係の部分はよ〈手入し

1: おい僻の生垣で隔てら

れ、縦横に交叉しi : 小路

11各種の日本の草花で泣

られて居る。比の草花は

ir  1  

グリ ーンに植え? 二常総Lt I.

や問園の芝生とは全〈具

つi: b のでめる。

新総造形健を育てる設

! 蕊所としてのユポーツを!t

築の待性は岐に述べ? こ諮

りでめる。東京ゴルフタ

ラプの1111 きは全部銭筋コ

シクリ { ト 迭で共の構造

方法は一種 猫待の性質ｾ

L  い!: I' ｾｾｾ＠
¥ー一一ふー '  日

t じ
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'月一

入口及( 3) 7 ・ーノレ F付近のパ ーゴラ

公衆の俗、安施設主して似f ! l [ のある大公衆プ ール

I:l: 、主 として変だりしか使用されす、社交弘; ーとし

てもやはりこの範図をＱｉｾでな い 。室内スポ ー ツ金

主主しに建物の中にはクラプを附JTI させ 、めらゆ

るスポ ーツが lH来るやうに 綿常に 首I- m: し 1: 慰安及

社交上非常に都合の頁いものがめる。コイ Y ノ、 ー

ゲンのポノレドクラブは比の磁の建物として支い質

例でめ る。 ;!t 庭には 2 つのフットポ ールの 7 イー

ノレ l、、と 21箇のテ = スコ ー トが設げ られてゐ る。共

のテ= 兄コ ート の l つを滋んで、之を大ホ ールの

'1' に投げ '1' 央コ ート として使用して居る。共施は

閃H平にホ・キ ν ングの虫1市惚=1i JtI や、集 合、講演等

lこ使月j することが出来るやうになってゐる。比の

部 分1:l: 1也の部分からの音響を泣げる? こめに椛泣上

他の部分 と金〈獄立しれ L のになってゐ る。多〈

の各クラプ室は 2 階の西似11の部分に集 '1' -:5れ、一

般談話室や玉! R 戯室も共に殺げられてゐる。その外

fill lには野外にゐ るテ=- ; ; <. コ ー トを凡一下すように j氏

いパ ル コ = ーが殺げてゐる。各樋のJ 1! 衣室、事務

室 、 阪 接室 及レ λ ト ラ ｹ トの附 ［ｴ， し ＱＺｾ 必 ｦｦ ｬｧＮはす

べてW; I 階に殺げ られてゐる。

I V 7 2  

>f'; 16組 問 中 央 コ ー ト

第 17図 コペンノ、 ーゲン ・ポル F クラプ

気'; 18悶 ノ、リンゲイの室内競技場



各磁の兄，; ， ー ツ建築の中

で最も立主主ゐる構造的資i主

主? なし? 二ものは λ タヂア ム

でめる。チユ ーリ ン ・ス F

ヂアムに 於げる コy クリー

ト訟の立証Eな座席、ロ ッテ

ル夕、 . ;;<. !J ヂアムに於げ

る俄骨精進の級殺にして素

晴 らし い試みは?吉時の全建

築 W-'t! 驚歎せし め7二もの〉

l つでめる。叉ーカス 9 ヂ

アムと しては最も幼稚な形

第 19;011 プレエヲゥ ・1) _ )L- ，} ; ' イテル公園のスタヂアム

式 であるが申分のないものが IHw: 1: 。

それは土を築いて訟つに もので、 コベ

ンハ ーゲンの肘ルトクラプの野外 テ =

スコート の設計に用ひられてゐる釘' 外

の ; ; <. 9 ヂアムのやうに素晴 らしい桃lli

的表現 l立、室内競技場に l i 殆んど凡ら

れぬが、ノ、 リY ゲイの競技場の刻I ｾ＠ l i  

室内競技場として、野・外 ; ; <. 9 ヂアムに

近い必 皮にII HIミてゐ る l 例でめる。 3え

9 ヂアム[ ま自然その性質から 、大 規1悦笑

の

つてしまふ。此極の言設史言計十の頁い桜当埠準l皇zと

なるものは、5濁i丞の各都市にめる旦ポ

ーツ公園 の施設であ る。例へばプレス

ラウのスポーツ公園 の如きは計i ｽｾｩ 耳 ｦ の

森 の中 に施設され1: ものでめるが、比

の如きも のは猫 ｾ の各都市 に は施設さ

れて、近郊の慰安公固として完備し1:

ものにな ってゐる。

建築物が扱制的 の術力を 以 て巡られ

T‘ 時 lこは、n : に恐る べき美事なものが

m氷るも のでめる。古代 に於てカ ーナ

ツタの大寺院、ロー マの大市務又はバ

りー の大主主りを建造しれ強大なる村'li カ

の如き精紳を以て、 ナチス ド・イツ lま今

Ｑｴ Ｒ Ｐ 凶ペル リ ｙ 競技 ＧｊｦｾＺ

日見 ポーツに I#Jする施設をなしてゐる o >i1211函 同 ユ タ ヂ ア ム

此 の施設は練兵1おとしての大きな要素ともなり 、 上からは ｊｴ 全ぷをほしいま、に 凡 ることがｉｩ ｈ ｉ ｾ る

古典的な都市計輩に離すことが出 来な い といふ事 淑して)1:1: 級な針照的 な形をし1: 他殺と 、不規則な

笈が 、 比 の 磁 のＡｬｴの 代 表 的 言 ＱＭ 虫 ｉ ｻ･ ｾｂ Ｚｊｾ見せ しめにの 自然の土地 の状i J I ，とそ巧みに融合せしめ 1: l ，ので

でめる。ベルリ y の Z ポーツ覧完投岩手は忠ひ切 っ ?ー あるが 、 各性 物ｻ土 Ｚ ｊｬＺの緋性ＧｴＡＧｦ主によくそを ｩ［ｾ してゐ

来日市らし い成功でめ る。 共の施設の各績の述物公 る。 iiir 迷の如く λ タヂアムのI;il; ili (J 'J災>) 1. の黒占か ら

頗る 封勝の ｊ Ａ￞Ｎに設 げ 、 待に柱 の最上官 ｉｾ の遊歩援の コンク リート を 利 ち紋しのま〉にし ＱＺ カヵ ［ 、 之ｾ
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石貼仕上とするよりも成功することが 多い。石造ー

の大建築物としての野外劇場は比. i & では大成功を

牧めてゐるが、 それは建物の性質を非常に只〈災

すと 共に Jt の周回の風frt と瓦〈融和I してゐ るから

でゐる わ

T ]，e  Archit octural Revi ew.  Dec.  1938 よ り

沙 J宅 坂 本 啓 一 ｾ ｲｭ 凶 向野外 ［ ｾｕ ｴｴ ｾ＠

ド イ ツ 避 難 宅 の

CBaumeister  2.  1938 より〉
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築
(  2  ) 藤 原 義

壮 観 三 十 三 間 堂

寸三司堂とは堂の長きが三寸 三閣とL 、ふ勾でeま

ない。内障が三十三間三面( 桁行柱間三寸三. 梁

行間三の怠〉とし、ふととろから来てゐる。内陣の

周図に一間通り外陣が遁られ・3 ' : 燈v 三寸五間五

回. 住聞の閉院が凡そご間近くあり・金憶の長さ

' CJ : に六十五閲宣車に及ょ; 。

内部はご3 i 虹梁猿股を以てする化事E屋根Z廷で社

御言語に絡する。建長年聞の建立に成句 ・棟木 〈

柳 こ非ず・普通の情なり) に建長五年の墨書があ

り. 大虹梁の一時高之建長四年の彫銘を有するもの

もある。

最初は堂内全鐙・屋根裏にわたって極彩色の緒

筒装飾古河Tはれてゐたが. 今は猪んどI t IJrgして僅

かに一小部分を残してゐる。

1  I V 



I V 2  

壮 観 三 十 三 間 堂

内障には中央の本館を中心として 左右に階段式盤を設け. 見

渡す限り 千手観音が立ちl IW . 告主金活の古色燦然と静光を政っ

てゐる。群像一千趨 本律共に一千一極・観音は三十三悶を具

す との設に従へほ. 合せて三高三千三十三聞となる。

三十三習堂の餅i砲は三蔦三千三百三十三燈との俗設はこれか

ら加たのであら う。

左闘の左方に見える白い突出物はれ外陣の虹梁が位を買いた

木占君。



全 景

" ijil ll  港 ピ J レ" 設計 ・木ーl、建築事務所 ・施工 ・竹中工務底 3  I V 



l 階 廊 ド

8 階 廊 下

I V 4  .. 榊 港 ピ ;l，... .. 
設計 ・木下建築事務所 ・施工 ・竹中工務庖



8  I省 食 堂

倶集部より虫 ｾ 喫室 ｲ 翠む

“ 利l 港 ピ ル" 言宣言十・木 下建築事務所 ・施工 ・竹中工務庖 5  I V  



f具 鋭 部 ( 8階)

休 憩 室 ( 8階〉

I V  6 “ 神 港 ピ )l，... "
設計 ・木下建築事務所 ・施工 ・竹中工務j苫



- 、-
" ‘ "  • • 

地階2 f - 面悶

• • • • 

2.3. 4. 5階卒面園

l 階 卒 面 悶

• • 

8 階 卒 面 図

.' ffi ll l 港 ピ ルH 設計 ・木下建築事務所 ・地工 ・竹中工務底 7  I V  



切 符 賢 場

停 留 袋

I V  8  "1波利l 電 車 梅 問 停 切 所 川 設計 ・阪市中電銭建設課 ・施工 ・大林組



吹 札 口

照 明

ｕ ｉｾ 反 語 ＱＱ Ｑ 電車梅 問 停 留所Ｂ 設計 ・l仮紳電銭建設課 ・施工 ・大林組 9  I V 
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庫
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にF
l 階 平 面 闘

設 計 ・施 工 ・竹 中 工 務 1苫- ・生駒山 青 年 道 場 "1 0  I V  



外 観 ( 西 南 隅 よ り 〕

19  is! ｾ＠ ] 8  

20 綬 還 30

ＺＲ Ｑ 露ｾ

22 疲 務 18

2 階 平 面 悶

“ 生 駒 山 青 年 道 場 "

3 階 卒 商 岡

- .  .  

設 計 ・施 工 ・竹 中 工 務 広 1  1  I V  



南面テレ; ; < . nUI  

I v 1 2 “ 生 駒 山 青 年 道 場 "

南面テレ見慣11 • 2 階

寝室露妥への階段

設 計 ・施 工 ・竹 中 工 務 底



i  階 事 務 室 ( 玄 闘 受 付 カ ウ

:/!l- ーより見る〉

床 土 問 漆 喰 叩 仕 上

墜 丸 太 牟制 張、上 部 土 壁

天 井 杉 皮 張 竹 生 存 綾

ポ ーチ ( 玄闘内部より 見る 〉

H 生 駒 山 青 年 道 場 "

『 生 駒 山 青 年 道 芸 耳 』 建 築 概 要

位 置 大阪府中河内邸大戸村生駒山上

建 築 主 大坂朝日新聞社

設 計 石 川 純 一 郎

施 工 竹 中 工 務 庖

工 期 着工昭和13年S月26日 銭 工 同 年] 0月'.!1臼

傍 澄 木 遁 二 務 建 軒 高 ] 9.7尺 棟高 28. 7尺

tm 数 建J i P ]  49. 62J i P 延跨 232.97鮮 他 に 「テレ スj

40.∞J i P 二階露墾 28. ∞'JiP

m! 式 新味を加へたる山小屋風

仕上概要 外きs 一部1生駒石積・一郎板張り ー部灰白石セ

メント漆喰塗

屋 板 杉 皮嘗

内部 床ーホ ー ノ ｌ 其他土 窃 漆 ｐｾ 河口仕上 Ｎ 室内板張

り 及 び 震 敷 浴 室・墓所・便所廻り防水モル

タノL仕上. 壁 一部板張り ー忠良重土墜仕上

天井ーホ ー ｊｾ Ｎ 慰霊Ｎ小屋見出 し 其 ｦ 血竿絵

天井及び杉皮張天井

各室IJ IB. 一 階 玄 関 大 ホ ，....... 11... 事務禁 宿 直 室・休益室.

窓所. 更衣室・ 浴室 ー 便 所 物 置 等。二階及中三

階. 寝 室 地 稽 物 置・他に一階外部にテレスーご

階外部に露蜜二ケ所

設 備 大ホ【ノLには園盤四ケ所J 二院普及中三陸部亡六十九

個の寝還を設備す。

他に電祭給水の一般段段備を有す

設 計 ・施 工 ・竹 中 工 務 12i 1  3  I V  



I V  1 4  . . 生駒山 青 年 道 場 "
殺 到 ・施 工 ・竹 中 工 務 J苫

大ホ ール 其 I

Cその西壁より見 る〉

床 漆 P. { ，i 即仕上

翠 丸太字国tlR板猿及び

員壁土Ef盗

天井 小 鹿 児 出 L

右手出入口よ り南面テレス

に出られる。左手ご階寝室

用パノL コニ F 及びその下一

階字国型入込図鑑が見える

大 ホ ール其 2-(2階鐙室

バルコユ ー下より見る〉



大ホ ール ・兵 3

2 階簸室より見ー1-- す。

床面の国型木蓋は図鑑

大ホール ・英 4

2 階媛室より見 1- す

H 生 駒 山 青 年 道 場 " 百宣言十 ・施 工 ・竹 中 工 務 底 1 5  I V  



I V  1  6 “ 生 駒 山 青 年 道 場 " 設 計 ・施 こE ・竹 中 工 務 J苫

緩 室 ・其 l

- 段になった寝塁が見える

下段は大ホー ノL二階パノL コ

= ーより1 1 ' ，面して入る。馬

民にマッ トレスが見える。

上段は北倶IJ 跳出廊下より前

面L て入る。篤良には通風

窓のみが見える。二段ペツ

ドの一般的使用法は上段は

下賎ペツド使用側より馳上

りt弟子にて使用するとの不

快と不便とを除〈矯めよ段

専用の型下を背面に附けた

新案Z 廊ペツド。

疲 . ・共 2

下段ペツド. 左手パノL コ =

ーより大ホ ーノLが見下ろせ

る。右手，こ上殴ペツドの通

風窓上ｾｾツド床となって

ゐる下段ペツ ド天井及び下

殴ペツ ド通風窓が見える。

上段ペツド用廊下は. t の

下段ペツ ド用通風懇のよ ご

町'J¥' 、てゐる。



CArchit ectural  Review， Jan. ， 1939より 〉

F I R S T  F l O O R  P l A N  

2 階 卒 面 図

住 宅

餓筋 コンクリート 造テラス

ーー一一一 - - 一一一一一ー ・一ー 一一 一司r l

ー三 三: 唖 匝ナーーーー_ :.... -- 一一一、A j

• 、1

.

、
t

、

， 

ノ

G R O U N D  F L O O R  P L A N  

l 階ー 卒 面 悶

建築家 F.  R.  S.  Y orke 及 M. Br euer  1  7  I V 



全 景

入 ロ ホ ー ル

ロンドン接調理都市中の Ｑ つフインスペリ ｾ ｉ こは・従来保健衛生に関 す る公立の施設が数ケ所に散在

L てゐたのであるが・今度之を 1 ケ師三集中L たものである。此様ぴi 決建築物ま多人敏が混雑す

る事多く ・而も容易に各自の目ざす場所を見つけ得るやうに計澄する事が緑も必要であるが・l比黙

で此￠草霊祭は成功してゐると云へやう 。即 ち ｅ 形の苧面形とな ｌ てそ の 中央に出入口・ホ ｾ ｉｌ 等 を

設け. 繭震を各種の郎門が占めてゐる。くArchi tecturaJ，Revi ew， J ao.， 1939より〉

I V 1 8  ( イギりス〉 フインスベリー匿の保惜舘
建築家 T ec t on



2 階2 F - 商闘

5  E  C T  1 0  N  T  H  R  0  U  G  H  C  E  N  T  R  E  B  L  0  C  K  

断 面 圃

l 階 卒 面 倒

地 階 平 面 園

IOB弔 10.  2 0.  3 0.  4 0.  5 0.  6 0.  70.  6 0.  9 0.  100.  F  E  E  T  

〈イギリス〉 フインスベリー匿の保健館 建築家 Tec t oD 1  9  I V  



Wi l helrn Krei s に依る設計で大きな建物

は軍人曾館である。 手前の掘は Jl 1 メ{

トノL あると云ふ3

ミュンヘンのオデオン蔚場の改造案

くModerne Bau(or men， 

Feb.， 1939 より〉

l V 2 0  ( ドイツ〉 ミュンへンの第 2 回建築工事展覧禽出品

ベルリ ンの新しき南拍線とポツダム街の交契黙の図

形鹿場の計置リで聯盟曾飽 Ｎ ｾ館 ・ 猫ｩｦￆ慈術家曾館 Ｎ

U(a の封切映溢場. 軍人曾館. チュ ーリングン館等

が噴水鹿場を取りかこんで官る。総合計IUはペノレリ

ンの建築署長官A l bert Speer によっ亡なされ各建築

はWach und Rosskotten， Ratt er  und Di erks meir等

多くの建築家によって居る。

ペルリンのテンペノLホーフ飛行場の1mの鹿

場計百リで E rnst Sagebi el による帝蹴 空 省

の建物等がある。



改 装 前

I ) l c 談 後

F dべ 3

I ) l c 袋 餅I

アメリカ各都市の主要道路に面する建牧批.

その舛部初Z次第に時代に合はなくなり 最迂

モ ダ F ンな形に改装するものが次第に多くな

った。例へほ ｎＮｙＮ 近くの百 ｾｉ 市 ｩ ｂｲｩ､ｧ･ｰ ｯ ｲｴ の

中心郎では 1年の改革皇賞約 200，000弗で大略

家賃の10倍弱lこ相笛するとい」、3 こ L に燭ぐ

るは近代的に政袋せられた商底の質別である

( Archi tectwaJ  For um， Feb.， 1939よ り)

吹 装 後

( アメリカ 〉 改装せられた 2 つの商庖 2 1  J V  



面 外 観

TE - ー園田一面通

・2 堕昆里a A !

J  

1
2  

日 光 浴 室

アレキサンドリヤに建てら

れた結核の診療と鷲防¢鳴

の建物である。煉瓦とグラ

ス ・プロ ックとの特tまな用

法に依って可成震った舛敵

を出現してゐる。

織防コンタリ 戸ト這・外

壁は淡黄色・セット パック

の部分は青色。内部壁は育長

青色. 天井は白色. 床は白

色のテラゾ F 仕上である。

鰐房は床及天井に仕込まれ

たパネルヒ F テイン夕、

1 本部入口 2 患者入ロ

Ｓ ・ｾ ロ 4・玄 関

5. 健康相談室 G. 密員室

7. 面 談 室 8.待 合 室

。- 供給室 10.化 粧 室 12. 鐙泥透視試験室

13. 研究室 ]4. 1咽喉診察明暗室 15.診 察 室

1. 6. レントグン室 17. 暗 室 ] 8.休 想 室

Hl. 気 胸 室 ＲＰ Ｎ 守備寝室 ｾｬＮ 日光 浴室

ｾ・廊 下 2，1. 駐曾務仕の霊 24. Bc 野保存室

25.病 室

( Archi tectural  For um， Feb..  1939より〉

2 階 平 面 倒

- 3  

l 階 卒 百 闘

I V 2 2  ( エ デ プ ト 〉 結 稜 診 療 所 国'1寝耳健 1. G 町 del l a' li. L.  Mart i ni  



C orpus C hrist i 敬 舎 内 部

Rudolf Schworz の作品十土深い摘楓約な反省の上に基礎を霞いて. 民面目で議駿で

あるととを腎鍛と L ・その尽に彼が如何にm切句な佼法を用ひ亡も・ 彼の作品には

決して技巧源的な臭味は表はれてゐな¥， ' 0  

最涯の5自治の建築はナチスの方針に依つ亡・次第に古凡杓傾向を稽ぴて来て居 り.

ζ 山 掲げる Rudolf Schworz の 2 つの作晶も・その涯愉抗手法lこ依って も分る

如< . 1934年以前のものである。

CArchi tectural  For um， J an"  1939より 〉

L evers bach 数 合 主主外 貌

同 志 夜 間

同 友 内 部

( ド イ ツ) Rudel f Scbwarz 作 の 教 曾 2 つ 2 3 I V  



.... _  

北側 ｬ 外事ｾ

居 間

I V 2 4  ( アメリカ ) ShrevePaort の 住 宅

南 側l 外 敵

7 メリカ南部地 1j の強烈な日光; こ

備へる矯に長 く突出L た庇と 2階

のポーチとを待った時色ある住宅

2踏めポーチに」こから下までスク

リーンを蔽めたのは全く怠匠上の

理由からでゐる。

儲造部は銀筋コンクリ ート活・

1  1部綱及木澄・スタツコ仕上。工

費 1 立方択醤 り: l 8セン ト。

( Archl t echwal  For um， 

Feb.， 1938 より〉

_ _ _ _ r  

2 階 平面| 副

l 階 卒 商 幽

建祭家 J ones，Roe. . l e， 01・c hner 及 W i ener



地階2f - 面悶

i 階 千 百 闘

( アメリカ 〉 カリフオ J t， . : . ヤの住宅

外 書目

不規則な傾斜地に眺笠を考

服して建てられた住宅。 と

うしたt U! 形はサンフランシ

スコ地方にはあ り勝で. 辰

よ階に自動車庫があり 住

宅の主要な部分が下の方に

ある といふ場合がm々 見ら

れる。この住宅では車庸と

夫焔目安室とが最上階に 中

2階 に 綬 勤I 2つ・1階に

居間. 食堂・厨房・そして

地階に魔い遊戯室と女中事

とが設けられてゐる。

外壁は木澄ス夕、y コ仕上

工費15，990弗. 1 立方択に

就き約50セントに醤る。

くArchi tectural For山 n.

J an..  1939 より〉

2 階 2 f - 薗闘

建築家 M ichael  Go o dma n 2 5  I V 



外 観

2 階 ZF 商 問

I V  2 6  ( アメリカ) ガラス利用懸賞入還の佳宅 ( 特賞)

居

Fi l tsburgh グラス協曾主催の. 寅't E の建築に於付

るグラス服用法の優秀なものを表彰する窓味の懸

賞入選作。 この懸賞は昨年第 1回古河Tはれ・本年

は第 2回目である。

ｗＳ ｉｔ￺Ｇ の限努窮民Ｈ中 Ｑ Ｐ 通は失格Ｉｾ中から Ｑ ＺＲ

の入賞作と11の佳作とを選ひ'出した。 こ L に掲げ

たものはその中「住宅の部J の入a・及佳作である

審査員の顔振は G. Dai l ey， A.  Kahn， 

W.  Ki mbeJ.  W.  Lesca詑 . L.  LoewY 及び

P. Macal i st er の諸氏であった。

くArchi tectural F orum.  J an..  1939 より 〉

間

屋根のめるテラ見

lI.iie E .  D.  St one， Car l  K o c h  ( 息子〉



康 問

B貸 出l

( アメリカ 〉 ガラス利用懸賞入選の住宅

上 圃 設 計 者 H. H.  Hor r i s， C.  Ander s on 

下 圃 設 計 者 W . W .  Ma ylI e w  2 7  I V 
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との懸賞競技に参加す可〈招請を受け. 関係諸篠件を入手したのは・懸賞募集公表後 2 ヶ月も怨てからのことであった。

斯擦な大設計が要求問面の縮尺がヨ: x > 分 1及 1部 l∞分 ] であり. 設計期習が六ヶ月 L か奥へられてゐないのは・設

計時間を過少に測定されてゐると云ふ可きであり . 払には無論 4ヶ月しかなかったのである。

土耳古の上層階級の人k と曾談の際. それでも出来るだけやってみてもらいたいといふ依繍を受けたのであった。

此依繍に主討して. 締切日智こ盤め上げるifi が必要であったが漏れ一般的な試案を報いることが出来た丈けであって.

競技悶索そのものを提出する事は不可能であった。それは・競技の歪{ 際件を蹴さなかった篤めである事は無論であるが・

敏や・大さ・縮尺・等の製図佼術的な形式的表面的な係件に依ってどない事は無論である。

然し目的及軽量古 ｾｮＨＡ 際件には出来るだけ忠震でありたいと試みたのであった。

一般的試案に於て・私とL ての立場からの解決を論するととは! 買値のないことでなく 叉やり甲斐のないごとでもない

と考へた。

-tI. 

との建築上の問題は・此場合新興士耳古に封して詞慣L 切れない理高い意味を待つものであり. 同時に非情に困雄なも

のを含んでゐるのであって. 同様の場合に於ける私の経駿と考案の結果によれほ. 相在討なくして早急に結論を信ずること

が出来なかった程因維なもので‘ ある。

-tI. 

諜題の疑問は寅際上3 1 ¥の諮黙に智「ってゐるので その ] 部v土競技{ 際件中に固定されてゐる駄にあり 其ミヨのもの( 土現

物の獄況を根本的に研究した結果から来るものである ・ ｾｮ ち

( ] )  本議事堂建務主大統領官邸の建物と共に・事務的各室と議場が相対亡連絡L て 1つの建物を慰成せねぼならな

かった。

問題一一然らほ大統領官邸よりも議事堂建築の万を より堂々となすべきや・或は議事堂よりも大統領官邸を堂々た

るものとすぺきや? 土耳古憲法によれほ. 雨者同一に堂々たるぺきであるとし、ふ事が. 私には意義があるのである。

( 2 )  建築費は ・ 如何なるｬｬｻｾ図案 にせよ ・ 趨品せるものは探痩せられぬと云ふ程決定的な篠件が昨 ｪ せられてゐた。

結果とL て一ーすぺての新ら L い諮曾建築が翠明する如〈 ・質際上の大なる利翁の矯めに. . : ; J c 鹿間. 廊下・事務室等k

の内部苅句連絡は大統領官邸とも問機に. すぺての記芭は出来る丈け纏まったマツシーブな形I l ¥' ! をとらなければならないn

( 3  )  祭[ 俣の調係から本設計には事務室等の記置に北側を避ける事が要求されてゐる。

此事は ( 2 ) r J ; . 樹により中庭を待つー盟のプロックl l C 置によって容易に淫せられる。

(  1  )  然し乍ら此建物は安図記念碑から見た北仮IJ の見掛けは甚だ強〈堂A とL てゐなけれほならなL 、。 ( 2 ) 及 ( 3)

の勃に依って 東西の方向iこ北のエレ F ペーシヨ ンが長〈延びたことによってとのことは成立たずして・高さへ

の授展によってのみ淫せられたのである。

( 5 )  本議事堂建築は従来の官源地域に劉l . て都市計劇的; こ良好な凋係を保持しなければならない・岡地践には 2っ

の官隠が増築される筈になってゐる。

問題一一此建物は( 1 )ー-( 5  ) の貼に闘して必要なマツスによって・そのi旬ひ側芯ある官臆地践の建物が一寸法師の様

に見える程なスケ F ノしとなる。( この事は本建築の建築費が・他宮艇のそれの向10倍である事を自ら表現するものである〕

( 円〕 霊安なことは比大建染物Jが南から北へ延びた圧の上に乗りか L った支町内J伏態であり 莫大な経費を要する土

工事を敢てL なし恨りは東西への邸ぶりを不可能としてゐることである。アンカラ市はこれによって決泊句な冠

を戴くべきであることは. 比計富u:こ於て明白に強調されてゐる腿である。

(  7 )  同様に重要なのは議事堂側と外交官摩地肢のある ｙ ･ ｮ ｩｳ･ ｨｩ･ｲ 臨から見た眺めでーある。外図の大公使館は ｾ ｡ｮ ｫ ｡ｹ ｡

の方へも延びてゐるo ｾｮ＠

( 8 )  高みから南に議事堂を鮒服した眺めは 北側] から見上げたものにi七L て. 左程大切でなし、。

問題一一北建物/ ますぺ亡の方向から眺めて調和あり ー叉特長ある形怨を待たねぽならないのであって. 前も後もあって

はならない・ ｾ ｮ 気候の上から優先的な南倶Ｑ｝は 司 ｡ ｮ ｫ｡ｹ｡ から即 ｊ 起すぺ〈見られるからである。

( 7 )  ( 8 )  の勲は計別醤には認はれてゐないが現物を研究すれほ自明の事である。

( トルコ 〉 アンカラの園禽議事堂建築試案 建 築 家 Br no T out  2 9  I V 



質際・建築家がアンカラ市と トルコに酒切なる解決を見出そうと考へた場合に・建築家を導くも吃〉はとの S つのZ誌であ

らう。 との 8 つ¢痛の枠の中で彼は私のI 1 ' . 窓によって良い議事堂を設計したで‘ あらう。

或る課題を特殊なものとする鹿のものを簡蹟に除外するならほ・大規模なものも各部分の全趨と共に速に設計を沼了す

るととが出来るであらう o si - i 先づ 3 ヶ月間黙考し現物とその地稽を多くの角度から研究し多くの言探を作製した後

明白となったならぼ. 必然的な解決が如何おるぺきかを私は倦んでー認容するであらう。

弘は今日でも猪との如く考へるのであるが・斯様な莫大な建物に於ては・建築家からzp面固と立面潤とを・日付属的な各

ｾや便所に習 ｪ る迄の 小さい部分迄もと 共に要求 する 前に ・ 先づその，ｾ置が大陸に於て日月際でなければならなし、。左様な解

決が健全なものであり ・叉今迄に建てられた議事堂建築の経験により ・良好なる建築設計が可能であるならほ初めから

建築家にか L る建築設計を依繍するとし、ふ事は考へられなし、。

私の試案は前述の8 つの弘を減したf J : 例を示したものである。

第 l e: 書誌は・大統領官邸と議事堂とは 1 つの紬の上に置かれわぼならなし、と云ふ断案を生ぜL める。貴箆入口は大玄関

に通 じ それは大ホ ーJ t - の中に大統領の玄関として倦楽され・叉それは l つの大階段を以て中庭の 1つのホ 戸ノLの中で議

事堂の大廊下に通ずる。

此方法に よってメ F ンエン トヲンスは韻事堂のサロ ンに到して貴賓入口と しての自然な方向が奥へられる。それは大統

領官邸に劉L 中庭に阿って大なる南正面を形成する・即東と西の正面に各室を集合せしめることはアンカラの気候に隠は

しいととであって困絵ではない・町長Fl:こ議事堂建物との連絡も・その湖の怠義的な越関iと同様に悶21(;:でなL 、。列住腐閣の

下には部分的亡砲子に覆はれた島、車容があり・そとは多数の人を迎へるに際して下の大却司の戸の前に多くの自動車の

大慢駐車が出来る働こなってゐる。

此建物の必要な発鐸りは ( 2) ー〈のの勃によって自然に中庭を持つ l つのフ. ロックを形成する・建物によって 6 階迄の

高さを有し 伯鉢・東京・の1: l J i ' 議事堂鐙築の如く . 最良の稜自飴ザF面図防選ぼれる。

事務室は大小のサロンの附涯にあるを要 L . 叉曾識の涯くになくてはならない・個人におして及女蓄に劃しては・ エレ

ペータ ーに依る垂直交通が上E後的に簡躍である。

その傍に議長と大臣用の正面入口に到する充分i買値ある南正面が出来よる・叉そこからは内閣用議担に至るもの友大代

議士サロン内の議長用演恩へは最も醤然な方向がとれる。日箭用出入口 lてはその玄関と共に東西のフロン トを宛てる。大

代議土室は・その床に相隠L い建物の 1 階の最1高の場所を占める。

その隠遣はサロンのE骨子天井の上部が高〈引き上げられるので・それは例へほ惨房友侠気の目的にも・水槽等にも必要

である震である。

との場所を建築的に強調しそこへ展隻ｾを冠することによって ・ そこから全市友郊外の風景を大々的に見晴らす綴に

するととはだも論包材である。

ｬ 比方法によっ て議事堂は拾慣 ｾￓ＾ らの ｙｈｐ ｊ，Ａ ｩ 三釘して正 ｌ＼ 大統領 官邸 と同僚に代議制的なる事を強調し叉共にすぺての

側に伺って建築約纏まりを形怠る。それは之がｾ然議事堂と ｌ ての代表依配置であるが震でありＮ苛くの設計には時別な

因維はあり得なし 、。

との建物はその震 に全建物の辰高知 ｬ 亡置かれてゐる。比ｾに同時に官挺地域におする不均衡的な大さが ・ 正 ｌｾ 均衡を

保つ尽の図縫な問題も解決L てゐるのである。

正L ¥，、フU ロポーシヨンは建築慢が前賢揚と庭掴胞設の水平面と良い比例を保つ場合に完成する。! l J i くしてとι)m物は自

然の環境に椙隠してポカL 込まれる。

との冠を戴く建築は・アンカラの市冠であり. そ叫付近と共に皆の欲する隠のアクロポクリである。

1主

すべてに細心に・叉愛を以て 1つの問題を銅り下げてゆく建築家は訟でも・彼の解決を第 1< V l 佐ーの正しいものと考へ

るもので司ある。私の草案の立論が決定的な響きを有すると思はれるな らほ 御ｾ容を願ひ度いと恩 ふ Ｓ この小干 高は本誌の自主

行者の希望により授が同僚及其他の凋係各位の震に絢理的な記述を試みたものである。

( Arki tekt ， J ul y.， 19おより 上野伊三郎氏諮〉
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沼会 謙三三

本 協 曾 員 中 軍 務 公 用 者 氏 名

前 説 護 表 後 に 於 げ る 本 協 合 員 中 の 軍 務 公 用 者 は 下 記 の 通 り で あ り ま す ( 受 付)1国〉

員

員

助賛

h

v

酒

食

並

口

大 久 保 事 男 君

西 崎 富 男 君

岡 本 博 吉 君

陳列携幹事舎聯合含 ( 第 2 回〉

材 料 委 員 曾

時

F斤

出席者

2 刃23 日午後 6 時50分- 8 時50分

陳列域別室

陳列 ｪｾＺ 幹事長

幹 事

材 料 斡 主 主

委 員

中西

小川、池田、小林

木野山、道関

秋問、楠 瀬、矢岡

協議事項

1 . 展覧合開催に 務j し賀行方法全協議の結果ー|、記

の遜決定

合名 時局と建築材料展覧令

官E行委員合設置

委 員 長

副委員長

委 員

松 久 保 敬 三

中西六百 ｉｾ

伊 東 宗 太 郎

木 野 山 照 雄

小 林 清

遊 間 君 主 治 郎

賀行委員合開他日 f2 月25 日

出品先招待令 3 月 4 日

都市計震委員合 ( 第 3 回〉

l時 2 月23 日午後 6 時40分 - 9 1博

所 倶紫部室

出 席 者 委 員 長

幹 事

委 員

協議事項

1. 工 業、住居専用地区に関する研究

展覧曾実行委員命 ( 第 l 回〉

2 月25 日正午 - 4 時

陳列場$IJ 室

鳥井

中弁、吉岡

小宮、督、イ再開、脳知、森口

時

所

出 席 者 副 委 員 長 中西

委 員 伊東、木野山、小林、退団

協議.l . l l : l J {

1. 展覧合開催期間 4 月20 日 - 5  Ji 10 日

1. 改算、宣降、銭的等に闘するイヰ

l 協合出品に閲する件

災害強度委員舎 ( 第 2 回〉

時 2 刃28 日午後 6 時50分ー 7 時40分

所 倶楽部室

出 席 者 委 員 長 波部

幹 事 浅野、主主尾

委 員 河問 、黒問 、矢問

。協議事Jj (

ト本年度研究1頁回

( イ〉強度計算襟準資料作製の件

( ロ〉熔接手検定試険方法に関する研究の件

( ノ、〉無筋コンクリ ート 主主建物設計質例蒐集の

イ牛

c=) 限度計算丹11限定風区の研究

2.臨時- 委員依蝿の件

3.研究経費要求のイヰ

時

月i

出席者

展覧曾出品勧誘先招待合

Ｓ 月 Ｔ 日午後 Ｖｾ 時一 ＳＰ 分 ＭＹ 時

ア ラ 兄 カ 食 堂

招待者

宮崎百富山、会長原稿底、鍋要枝問I工 場

リグナイト株式合位、堺ペイント製作所

関村荷台、みよし組、横谷信忠、、 日本コ

ンクロ ート 株式合祉、王監研アルマイ ト工

業株式合位、大日本セノレ ロイド‘ 株式令社

日本竹筋工業所、商工省工畿指導所、 *
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邦サシポ ー ド製造所、東洋型化拳工業所 2. 二月例合終了報告

黒海研 3. : J 皇工闇値懇談合出席報告

新 聞 社 ＴＮ 理 事後 Ｇ ｾ登記終 了報告

日本工業新聞社、日刊工業 F イムユ祉 5 時局 t 建材展準官 ｨｾ 報告

建 築工 業新聞社 。 6 三刃例合準侃』報告

常 務 三 浦 主 記 。 7. IHi i E者報告

陳 列 場

中西幹事長、伊東幹事、 小川幹事

黒岡幹事、小林幹事、米怠幹事 時

陳列壌、二日 食幹事舎( 第 4 回〉

3 }.l 9 日午後 6 時30分ー 7 時30分

材 料 。所 陳列域別室

松久保委員長、木野山阜博、遊間幹事 。出 席 者 幹 事 長 中 西

秋田委員、久保問委員、矢問委員 。 幹 事 小 川、熱問、小林、米倉

1. 午 後 6 時30分一同アラスカに参集 2 日合奥村軍兵衛商) J i

l. 三浦常務より今回時局と建築材料渓党舎を閃 岩城靖子株式合社

催するに常り染者各位と怒践致皮旨の挨拶あ 。 開城化事工事長株式合i i d :

l. 松久保展覧合委員長より展党舎の内容、要Z頁

等を説明各位の協力を7求む

1. 次で中西陳列努幹事長より陳列獲の浩平を設

明

l 令食後種々懇談の上f呉築昔日に締室陳列場巡覧

の上午後 9 時解散

常 務 舎( 第 5 同〉

I時 3 且6 日午後 5 時'40分- 6 時20分

所 陳 列場. 8

'

J室

出席者迎事片岡令長、抜高 ｉｊｾ 長

官議 事

常 務 柄 本 主 記 、 無 関 主 記

三浦主記、荻中 主記、石川主計

亀井録時、新名編Ａ｜ｩｬｬＺ、制 ｦｾ 詩編料

堀口編怜

協議事項

ｊＮ 時局とｾ築材料展覧合開催 に 附 するイ斗

2 陳列羽 2 日台春季怒貌合開催に関する件

展覧金策行委員含 〈第 2 [nJ )  

|時 3 刃II 日午後 l 時一 4時

所 陳列復.8

'

J室

出 席 者 「 委 員 長 松 久 保

同IJ 委員長司，[ 匂

委 民 伊 沢 、 小 林 、 木 lH'111、道同

協議事項

l 出品4勤務 先 制 常

2. 協合出品物選定

3 装飾清ま王者決定

4. 宣陣つ方法決定

設 係 委 員 合 〈第 3 同〉

J . 合員委員合要求に係る委員依弧の件 承 認 時

3 月14 円午後 6 時40分- 8 時35分

倶挺郎室

2. 問委員合より経3主要求の件・・- … …・ φ …ー承認、 所

3 設備委員合要求に{ 系る臨時委員依蝿 の件承認 } 出 席 者 委 員 長 岩 尾

4. 問委員合より防毒問題講演合開他方要求のイ斗 . 幹 事 }智弁

・・…宏、認 ι 委 員 荻 中 、丹勝、大久保

5 災害強度委員合要求に係る臨時委員依畷の件 協議事項

… … 承認 l 防毛主役協に附する講演曾の件

6. 同委員合より経費要求 の件・・…・・……… -承 認 2 俊ー筑波房設備に関するイヰ

7. 合員竿作製に関するイヰ種別f t ' J 積にま華1 [ 決定

8. 給任電車用車願出! l l i 採用の件… … … ..... . . .. . 承認

9. 舎 良 詮 衡 時

報 告 内[

災害強度委員愈 ( 第 3 回〉

3 月14 日午後 6 時30分 8 時

f具幾官官室

1. 磁築技術者公募斡旋の件 出 席 者 幹 事 浅 野
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件
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理
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よ

鬼

合

令

上

例

政

の

月

工

令

4

今

，

b

q

J

釘中景

、

回

k

臣

官

U

臥

且

白

黒

宮

岡

山

河

後

員委

質事

故

直

日

笹

E"

協

]. 委員分捻事境下記の遜決定

強度計算標準資料 作製

黒田 、金尾、旅 田、姻口 、宮 島、竹 花、矢

聞各委員

熔 接手検定試験方法に1#Jす る研究

浅 野、 中野、景 1]¥、苦各委員

無筋 コ シタリ ート 主主述物言 ｾ Ｎ ｷ 質例蒐集

浅 野、後出、長尾、藤田、 中野、景山、fJ

柳各委員

強度計算用仮定民監研究

県問 、管切l、河問 、矢国各委員

時

肉t

三 月 例 会 ( 講演 合〉

3 丹16 日午後 61時30分一 10時

協合倶楽協室

ｉｉ ｾ 席者今林彦太郎氏外 ＱＲＴ 名

1. 午 後 6 時30分開合イ宇野主記常務より本タ 3 月

例合主して時局柄最も 1幾: aに i却しにるヌド講演

合を ｾ￭ｩｬｬ すこととなりし旨の挨拶めＱＩ fi i 8の遁

り雨講師を紹介 す

i必空関係法規に就て

大 阪 府 防 空 課 長 久 F 勝 次 氏

防空建築規則に就て

大 阪 府 建 築 課 長 中 滞 誠 一 郎 氏

l 雨講師共長時間に亘り各王手間的立場ーより怒切 時

Ｔ 給仕派用の Ｑｾ ＱＢ >.. .… ・. ..・… ー… 田・ 0 ・・添認

5. 材料研究合講演倉山I市のイヰ・ 回日・ 中海品Ht 長 、

桜中主E日出席

6 令員詮術

報 告

卜 2 月分合計報告

2. 3 月例令報告

3 日刊工事長新聞社座談合出席報告

都市計釜委員 舎 (負'i 4 回〉

時 3 月23 ¥J 午後 6 時30分- s 時30分

所 協 合1具幾百¥¥室

出席 者 委 員 長 鳥井

委 員 伊藤 、小宮、科問 、制知、森口

協議事演

l 工場の規模、種類と械工数

Ｈ工事長ー専用地阪とｾｾ械工の住居専用 地 阪との

面積の比〉

Ｒ 職工の遜勤 ｎｂｩｾ｛ｴ

( 工業専用地1 l o1;. と使用専用地 l認との照応!D

Ｓ Ｎ 商 ￭ｾ の分量Ｈ 1: 1: 居専用地問ι 〉

ＴＮ 爆後物と建物との陥 ￞ＺＡｩｾ ( 工業専用地同〕

5. 工 業、 住居専用地院の位置指定資料

陳列携二日 舎春季懇親舎

3 刀23 日午後 6 時30分- 8 時30分

なる講演ゐ h、終 了後質疑座獄舎に入り出席 ; 所 若 杉

合員よりの質問に華社し講演者より夫h 惚答ゐ t 出席者 二 日 合 浅 野 ス レ ー ト株式曾祉、大阪芸寄

り午後 10時散合す 機械式合位 、 奥村重兵衛商Ｉｾ 、

l 省 日[ ま出席者 多 数に して合場外に溢れつ、最

も熱心に 藤誠あ り近東; 稀有 の廃合であつれ

常 務 舎 ( 第 6 回〉

時 3 月20 日午後 う時50分- 6 時30分

所 陳列復. 8
1
)室

出 席 者 理 事 片 岡 令 長、 中 潔 副 令 長

常 務 f宇 野 生 記、三 浦 主 記

桜 中 主 記、松 井 主 計

勉弁編柄 、 新 ｾ 編定時

姻 口 編 輯

殺 事

1. 11¥口販後総謀よ り講師源; 笠カ依積の併 承 認

オリエン IJ )レメ IJ J¥.. 製造所、j 可

津若造E市家具版、開城イ七E! t }工 染 株

式合I D: 、木下謹三商成、主主紫陶

磁器研究所、三機工業粉、式命i ID:

向島際用化工株式合社、淡 陶 株

式 合 位、東洋陶務株式命誌士、 名

古屋製陶: 株式合位、 西原衛生工

業所、 日昭ライ ト工業株式合社

日本機械工業株式合社、 日本建

築品11: 工株式合社、野田合名合枇

t凡EE製作所、松井邦彦商底、宮

崎商底、 クーグ注材工 総株式 令

I仕
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協 合 中 海 副 令 長、 r . p西幹事長
藤 野 周 次 郎 君 rif 下位能郡魁津村霊二7k89ノ l

伊東幹事、小川幹事、黒岡幹事
川人カ( 株式合祉大林組〉

小林幹事、米倉幹事
吉 漆 喜 好 意 す 型 車 中 市 新 死322 ( 株式合社鴻

1. 午後 7 時開舎
i也組〉

l.中 海副合長よ り卒蒸の後援を謝し将来共一層
i飽 地 治君 東成区北 中演町 2丁目 47 ( 不

の援助方{ f 要請倫時局主主主材展開催に{ 寸協力
動建築株式合社〕

方を＿希翠する旨の挨拶 ｾＹ
久 森 茂 男 君 西淀川区イ岡町 3丁目 53 ( 同〉

l. 中西幹事長より陳列携の経過報告及今般開催
浦 外 雄 君 住 吉 匹 王 子 町 l 丁目 23 ( 鍵谷

の展覧舎に闘し内容詳細に 説明あり比際出来
工務底〕

得 る限 b出品場所の模様替並袋飾等{ f 依積あ
土 佐 義 雄 君 主 主 底 鎗 屋 町 2丁目 28 ( 株式含

りて開宴
社膝木工務底〉

1. 出席者一同散を登して午後 8 時30分盛合組に
E安 井 菊 次 君 兵i京県系的庫郡11高尾村西畑 2

散含
( 同〉

主 記 舎 ( 第 2 回〉

杉 岡 富 夫 君 布 施 市 長 堂 l 丁目 55 ( 同〕

時 3 月24 日午後 5 時30分- 8 時

青 木 茂 一 君 地 中 市 北 上 野 ( 同 〉

国 中 威 左 男 君 ・ 東 淀 川 院 中 津 本 遜3ノ23 ( 同〉

所 f具架部室

論 三 郎 君 東成区林寺町258 ( 同〉

出席者 巣 問 主 記、イ宇 野 主 記、三 浦 主 記 、

谷

市 橋 晴 男 君 ー 盟 中 市 北 上 野 ]. 403  ( 同〉

薮 中 主 記

長 補 清 澄 震 西 宮 市 今 津 高 湖 町 104 ( 同〉

協議事項

中島清隆j j ' i l 東区小橋元町 129 ( 同〉

1. 4 月例舎に関するイ牛

北見' J l E 二君 西淀川区野塁町 1. 133 ノ54

2.1具幾部室主催の春季大倉に関するイキ

( 東京 Z レー ト株式合社〉

己 記 お

n! 1  音R 成宗 /I;f 下三島郡吹同町泉! 日r3. 165 

( 株式合社清水組〉

安 宅 lilfi 一軍司 北区小松原町・ 4 ( 株式合社大

入 曾 者
|仮組〉

舎 員
事長 i芭 主佐望書 東淀川区図次 ｉｾｊＳＰＹ ( 同〉

自 )11 泰 君 府 下 三 島 郡I火同町1 . 350 ( 大 山1 ) 7 ( 市治郎君 住吉区間主基本i町 7 ノ25 ( 株式

阪市役所土木部公園課〉 令請t大阪俄工所〉

阿 部 磯 吉 君 住 吉 区 北 関 退 問 713竹内方( 同 下 回 高 三 君 釆 淀 川 区 十 三 東 之 町 2 ノ20

政育部防護謀〕 ( 株式合祉清水草且)

西 村 敏 夫 君 港区九線南主主 l ノ 109 ( 自主筆〉 問 中 正 一 郎 震 J付ド盤能昔日小曾根村大字小曾

竹 中 辰 雄 君 ・ 布 施 市 長 堂 l 了目 3 ( 内族主主 根 ]. 762 ( 悶〉

築相談所〕
地 方 舎 員

伊 達 正 信 君 東 淀川底中津南遁 2了目 27 吉 岡 森 雄 君 滋 賀 県 系 紳 崎 郡 入 日 市 町金屋55

( 住友金属工業株式台批〉 7  ( 不動建築株式合社〉

宇 都 宮 藤 次 郎 君 盟中市南刀根山 113 ( 株式合 小 泉 吉 明 君 紙岡市幸喜岡本i町 868 ( 株式合

社清水組〉 社大林組〉

横 阿 彦 行 君 西 阪 京 町 堀 上 遁 3 ノ42 ( 株式 浅 尾 熊 地 君 届青島市上柳町57 ( 株式合枇消

合j j d: 横田工務庖〉 7 k;t且〉

岡 田 幸 遊 君 旭 区 新 森 小 路 北 1丁目 60 ( 株 松 島 省 内 清 佐 世 保 市 相 浦 町 198 ( 株式合

式含i i d: 清水組〉 社大林組〉

若 山 信夫君北区者l ¥島中遜 5 ノ50 ( 関西工 勉 111  貧 夫 君 i I ml 岡市中島町72 ( 同〕

業皐校〉 新 問 務君 佐世保市キ日浦町 206 ( 同〉

I V  7 8  



花 木 長 作 君 佐 世 保 市 キ 目 浦 町 字 川 下 ( 同 〕 先 行 窓 枠 夫 君 東 淀 川 思l盗塁菅原町 202 ( 株

宮 崎 林 治 君 稲 岡 市 大 名 町 105 大林組組問 式合 ｾｴ 鹿島組〉

支 府 内 ( 株式合祉大林組 〉

永 同 信 一 君 同 ( 同〉

奥 遁 唯 一 君 廃 島 市 横川町2ノ614 ( 株式合 舎

社清水組〉

;旦 曾 社

員

山本秀野君、谷 信 太 君

小 野 田 松 夫 君 厳 島 市皆賀町T2ノ535 ( 同〉

織 問 者 忠 雄 君 底 島 市 大 手 町7ノ32 ( 同) 普通賛助員

村 中 義 雄 君 厳 島 眼 安 畿 郡 江 田 島 村 字 奥 小 富永清T E . 煮、柏谷義一君、松 尾忠、電 君

菊 谷

E寄( 同〉

雄 君 徳 島 照 板 野 郡 撫 ま 室 町 桑 島 本

鴇 居、 韓 勤

擦問合同製飽工場建設事務所 舎 員

Ｈ占燕掛黒郎 ｩ瀬煩週建 ｴｾ 築経事 ｉ務労丹 ｲｾ所 ｊ庁ｪＭ η ｪＭＩ 詰紳i申ド {保呆 耳勇3 三 宥 料株;演予式む令1祉注鹿.も組大l阪奴t瞥苦雲幾終}

船 越 嘉 吉君 筏徳t島市? 官吉回 ii浦i甫有町字南イ+仲q中l' ノl町灯4 . :大k 村 理春手 方草震雪 } 束友京市市. ，位止問谷E限E代問2ノ6ω0ω8  

丁 目( 徳 J削除鈴繕投手〉 羽 田 勝 三 郎 荒 川f T三島郡吹田町城前 1. 402
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政
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J

t
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a
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!

ノ

泡

2

北

町

堀

元

樹

氏

〉

市

立

商

戸

区

物

榊

西

金

君

君

治

助

吉

隅

州

野

林

小

岡本義男君北京司 ｬ 安門来河沼 ＱＰ Ｈｾ Ｚｊ ｭ 品 目 〉

特 別 賛 助 員

岩 尾 哲君和歌山県系海草 ｾｉ 日西山東村 ｃｒ

本セメン ト防水制製治所〉

康 消R 新 市 君 東 区 拾 屋 町 l ノ17 Ｈ株式合ｾ､Ｚ

宮崎高庖〉

木 内 成 芳 君 市 中 戸 市 紳 戸 阻 三 ノ 宮 大 メL/ii'ド戸

j苫内 〈大井L市中戸 j苫j究I多古iD

一 好 幸 雄 君 西 宮 市 今i斬 ifi 風 73

普 通 貨 助 員

服 部 疋 巳 君 紳 戸 市 武 合 区 脇 潟 町 2 T 目85

/ 1 16 

川 淵 渉京宮山! 践ド新川部内山村( 日本

憶力集部建設所内〉

大 久 保 幸 男:胃液松市高射砲第一聯隊第六，1'

隊付

問 中 幸 太 郎 ; g 兵庫Ａｾ品武庫郡精道村芦屋字走

り岡 946

宮 内 義 男 君 旭 区北清 水11汀954

河 野 一 次 霜 住吉区卒野市町r47 ( 大阪鍛造 111 本 正 重 震 此 花 区 梅 町 l ノ l

局工 務部建築課〉 杭 il l  新 法 君 朝 鮮 資 潟 退 去 津 主主津色( 京城

辰 巳 孝 雄 篇 j付下中河内郡大正村大字木本

土木令社出張所内〉

459 ( 同〉 鈴 木 魯 允 君 旭 区北 清7kl 1汀卜 118

直 江 弘草寺布施市長蛍 l 了目 77 C十三工 岩 波 鵠 沼 働 中 市 府 間 1. 292 長島方

業合〉

南 清 次 郎 君 旭 区 新 本 小 路 南 3 ノ47 ( 株式 地 方 合 員

合社銭高組〉 坪 内 英 雄 君 話'1

'

奈川販路海町辻堂駿 Jl iJ 1. 58 

木 回 桂 太 郎 君 兵 庫 県 お も 庫 郡q白尾村本郷西7 k :

32 ( 自替〕

山 下 一 夫 君 西宮市波脇町う5 ( 自替〉

小 泉 健 蔵 君 東 成 区 緑 町 南 l ノ3飯野敏明方

( 大阪工廠技術課後m掛〕

ｩＶ ￮Ａ本敏郎Ｚ胃 ｊＨ ， ｦ 下三島 ｾ ｬｬ ￭ ｬ ｊＷ［くｦｆｬ ｐｉｔＴＴＲ

捕Ｊ回勉司宕住吉 Ａ 日Ｇ［Ｎｾ天ド Ｒ ノ Ｑ Ｓ

9  

大 111  芥 君 名 古 屋 市 南 区 三 吉 町 l 了目

蟹江一好カ

鈴 木 文 二 郎 君 i筒洲図未天市竹園町 4 ( 東洋

タイ ヤ工業株式合社〉

大 坪 哲 夫 京 ・ * 京 j符南多陸軍rn勘E村 大 丸

間 本 主主男君 北 京 市東安門東 河沿 Ｑ Ｐ ｾ 部組
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中 西一郎君朝鮮. 2 F - 安南道鋲南浦府大頭塁 i 1 t 田 江 和 足 君 東京市板橋広練馬南之町 3 /

( 中央土木株式合社出張所〉 6027  

主主 E長 司書雪 愛知際中島郡斑尖江町f岳災江

普遜賛助員
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